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（開会のことば）

司会：開会のことばを、全国草原の里市町村連絡協

議会副会長代理、静岡県東伊豆町副町長、鈴木嘉久

様よりいただきます。鈴木様、お願いいたします。

鈴木副会長代理：皆さん、こんにちは。全国に多々

ある草原、そしてそこに寄り添う人々、そういった

人々の協力の下、このサミット・シンポジウムは開

催されていると思います。草原の価値を広く皆様に

知っていただき、そして未来へつないでいくため

に、ますます地域間の協力を強くしていくことを望

みます。それでは、ただいまより「第14回全国草原

サミット・シンポジウムinおたり」を開催いたしま

す。

（主催者あいさつ）

司会：次に、主催者を代表しまして、小谷村村長、

中村義明が挨拶いたします。

中村小谷村長：本日は、この草原の里サミット・シ

ンポジウムにお越しいただきまして、本当にありが

とうございます。それでは御挨拶をさせていただき

ます。「第14回全国草原サミット・シンポジウムin

おたり」の大会実行委員長を務めております小谷村

長の中村でございます。開会に当たり、主催をする

実行委員会を代表いたしまして御挨拶を申し上げま

す。北は北海道から南は九州に至るまで、全国各地

多くの皆様から私ども小谷の地へ足を運んでいただ

きましたことに、まずもって御礼を申し上げますと

開会のことば　　全国草原の里市町村連絡協議会副会長

　　　　　　　　静岡県東伊豆町副町長　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  鈴 木  嘉 久  様

主催者挨拶　　　全国草原サミット・シンポジウムinおたり実行委員会委員長

　　　　　　　　小谷村長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  
  中 村  義 明

来賓あいさつ　　環境省自然環境局長代理　信越自然環境事務所長　　　　　　  酒 向  貴 子  様

　　　　　　　　下条みつ衆議院議員　秘書　　　　　　　　　　　　　　　　  砂 子  弘 樹  様

　　　　　　　　長野県議会議員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  宮 澤  敏 文  様

閉会のことば　　全国草原サミット・シンポジウムinおたり実行委員会副委員長　　郷 津  信 康  様　　　　　　　

東伊豆町副町長　鈴木嘉久 様

草原サミット・シンポジウムinおたり実行委員長　中村義明小谷村長
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ともに、心より歓迎を申し上げます。また、オンラ

インで御覧になっておられる方々におかれまして

も、時間を割いていただきましたことに、心から感

謝を申し上げます。

　本日は、所管をする環境省から、自然環境局長の

代理で、信越自然環境事務所長の酒向貴子様、長野

県環境部からは次長の新津俊二様にお越しをいただ

きました。そして、公務極めて御多忙の中、衆議院

議員下条みつ様代理、秘書砂子弘樹様、長野県議会

議員宮澤敏文様におかれましても、大変貴重な時間

を割いて駆けつけていただき、本大会が力強いもの

となりますことに、改めて感謝と御礼を申し上げま

す。また、大会準備に当たりましては、全国草原再

生ネットワーク様、日本茅葺き文化協会様、信州大

学様、東京農業大学様、そして地域の皆様方に本当

にお世話になり、重ねて感謝と御礼を申し上げま

す。

　さて、この大会は14回を迎えますが、以前より

全国各地の草原・湿原に関わる人々が集い、大変希

少となった草原や湿原の価値と存在意義を全国にア

ピールするとともに、自然環境や、長い間受け継が

れてきた歴史的・文化的な知識や技術をみんなで共

有し、全国各地で取り組んでいる保全継承活動の現

状や課題について論議を深めながら、草原を未来に

残すための連携を図る目的で、各地で開催されてき

ました。

　今回の大会開催地である私ども小谷村は、今では

貴重となった和風伝統建築の屋根材であるカリヤス

やススキが広範囲にわたって広がる茅場が草原の体

を成して残っており、毎年、地元の方々によって火

入れが行われるなど、維持管理が現在でもされてい

ます。

　また、地元の茅葺き職人の皆さんによって、茅の

刈り取りが行われ、広い茅場に、茅立てが広がるさ

まは、秋の風物詩となっています。茅は、長野県内

外の茅葺き屋根の修理・修復に用いられており、小

谷村はまさに茅の里であります。

　今回見ていただくことになる村内二つの茅場は、

文化庁の「ふるさと文化財の森」として設定されてお

り、また、茅刈りや茅を乾燥するための茅立てな

ど、茅の採取はユネスコの無形文化遺産にも登録さ

れており、今回の「つなげよう茅場が育んだ技術と

命」のスローガンが示すとおり、茅場としての存在

意義が高い草原を保持していることに、自負と責任

を感じているところであります。

　御参加いただいている皆様の草原・湿原への関わ

り方は、希少動植物の生息地であることや、また、

牧場としてや、観光地としてなど、様々な意義があ

ると存じますが、私どもの茅場も含め、それぞれが

抱えている各地の課題をここ小谷で話し合い、今後

どのようにこの貴重な草原を守り伝えて、次の世代

につなげていくかを語り合い、草原に関わる全ての

皆様と連携を深めていければと願っております。

　結びになりますが、本大会が草原の持つ意義深い

営みを広く示すためには、多くの皆様から共感をい

ただく場とならなければなりません。成功裏に導き

出せるよう、ぜひともこの２日間、皆様からも御協

力をいただきますようお願い申し上げるとともに、

御参加いただきました全ての皆様の御隆盛を御祈念

申し上げまして、主催者の挨拶とさせていただきま

す。

〈来賓出席者〉

　環境省自然環境局長代理

　信越自然環境事務所長　　　　　　酒向貴子様

　下条みつ衆議院議員　秘書　　　　砂子弘樹様

　長野県議会議員　　　　　　　　　宮澤敏文様

　長野県環境部長代理環境部次長　　新津俊二様

　小谷村議会議長　　　　　　　　　宮澤正廣様

（来賓　あいさつ）

司会：さて、本日は御多用の中、大勢の皆様に御参

加、御列席いただきました。誠にありがとうござい

ます。続いて、本日御列席いただきました御来賓の

皆様から御挨拶をいただきます。初めに、環境省自

然環境局長代理、信越自然環境事務所長、酒向貴子

様、お願いいたします。

酒向所長：本日は、このような盛大なシンポジウム

が開催されましたことを、心よりお喜び申し上げま

す。また日頃より、関係者の皆様方には、自然環境

の保全や生物多様性の保全に御尽力いただき感謝申

し上げます。

　草原は、里地里山を構成する要素の一つであり、

野生生物の生息生育地として、また食料の供給、良
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好な景観、伝統文化の継承など、重要な場所となっ

ております。草原環境を将来にわたって残していく

には、半自然草原の火入れや放牧、採草など、地域

で持続的に維持していくことが重要です。

　今日では、産業活動や教育を通じて、人と自然の

つながりの価値観や地域内外からの保全・回復への

活動を促進していくことも求められているところで

す。草原に関わる人々が集まり、その価値を発信

し、全国各地の取組を共有して連携を深める本シン

ポジウムは、草原の維持保全活動の寄与のみなら

ず、我が国の生物多様性の保全を支えることに貢献

していると言えます。

　14回の開催地でありますここ小谷村は、中部山

岳国立公園と妙高戸隠連山国立公園にも含まれてお

り、日頃より国立公園に関して取り組んでいただい

ていることに感謝を申し上げます。そのような地域

におきまして、希少な茅の生産活動が行われている

茅場が、「未来に残したい草原の里100選」に選定さ

れたことは大変喜ばしく、心よりお祝いを申し上げ

ます。茅の活動を通じて小谷村の文化が受け継が

れ、草原資源を活用した地域が発展していくことを

期待しております。草原に関わる関係者の皆様の御

健勝と御多幸を祈念いたしまして、簡単ではありま

すが、私からの挨拶とさせていただきます。本日は

どうもおめでとうございました。

司会：次に、衆議院議員下条みつ様代理、秘書砂子

弘樹様お願いいたします。

砂子：本日下条みつは、公務のため出席がかないま

せんでしたが、メッセージを預かってきたので、代

読させていただきます。

 「『第14回全国草原サミット・シンポジウムinおた

り』の御開催、誠おめでとうございます。また、本

サミットの開催に向け御尽力された皆様方に深く敬

意を表します。せっかくお招きいただいたものの、

公務のため出席できず大変申し訳ありません。

　さて、現在日本では、古来より多くの恵みを受け

てきた草原が、生活環境等により減少の一途をた

どっております。多くの生物を育み多様な生態系を

維持する場となり、またその景観で、日本人の心の

ふるさととも言える草原を維持する取組は非常に重

要なものとなっております。このサミットが皆様方

にとって実り多きものとなり、全国の草原が一層管

理され、保全・継承活動が促進されるよう期待申し

上げます。

　結びに、本サミットの御成功と御参集の皆様方の

御健勝をお祈りして、御挨拶に代えさせていただき

ます。2024年10月４日、衆議院議員、下条みつ、

代読　砂子弘樹」。

司会：次に、長野県議会議員、宮澤敏文様、お願い

いたします。

3

宮澤敏文長野県議会議員

酒向貴子環境省信越自然環境事務所長 下条みつ衆議院議員代理　砂子弘樹 様



4

宮澤県議：皆さん、こんにちは。北アルプスに紅葉

を知らせる神無月初めの慈雨が草原を潤す今日、長

野県、そしてまた小谷村に、全国からこのように大

勢の方々が、しかも真剣にこの草原を考えておられ

る皆さんがこのようにお集まりをいただきましたこ

と、今御紹介いただきました長野県議会山岳環境保

全議員連盟の会長として、心から皆さんを歓迎し、

今日のサミットが有意義であることをお祈りすると

ころであります。

　今日３人の先生方にお話いただきます。その中の

１人、先ほどお孫さんが表彰されました松澤さん。

松澤さんは、20年に一度ずつ葺き替えがされてお

ります遷宮、伊勢神宮の屋根の葺き替え、これにも

お出かけになられる、そういう私どもの誇りでもあ

る方であります。その方がいつも言われることであ

りますけれど、本当に茅の文化、これは本当に市町

村の村、村の横の絆、人と人との絆を結ぶ文化だと

思います。こういう話が後であるかと思いますが、

私はいつもそのように思っています。あの家の茅の

吹き替えはそろそろやらなければいけないよね。み

んなで出かけていって茅を切り、そして屋根に登

り、下から投げて茅をさして、そして家をつくって

いく。そういうことのつながり。これはまさに集落

の絆でありました。そしてまた、茅場もそういう形

の中で工夫されて、何度も手入れをされて、いいも

のをつくるという形が伝統であったわけでありま

す。

　ところが、この昨今におきましては、例えば長野

県でも、実は保健の関係上もございまして、茅のと

ころが民宿では使えない、こういうふうになりまし

た。茅というのは御承知のとおり、いろりでもって

火を焚きます。それが中に入って虫も殺して非常に

いい環境をつくるんですが、屋根から抜けなきゃな

りません。それをすると保健所の許可が下りないと

いうことで、残念でありますが、多くの場所で茅

場、特に白馬等々の民宿からスタートしたところ

は、そういうようなところで茅の屋根がなくなった

わけであります。

　そういう中で、茅を使って横の絆をつくっていた

集落の絆も築けてくる。現に今から30年前、この

村は7.11という日でございましたけれど、線状降水

帯が、２日間ここに雨を降らせて大変な災害を出し

ました。大糸線もあらゆるところで被災し、700億

というお金をかけて復興をいたしたわけであります

けれど、そういうような状況になったときに、１人

の犠牲者も出しませんでした。

　それはなぜか。こういうような小谷村は、隣の人

と人とのつながり、絆、「あそこのところはお父さ

んがあそこに勤めていて誰もいないから、あのおば

あちゃんを連れて出なきゃいけないね」、こういう

横の絆がものすごく色濃く残っていたわけでありま

す。

　そういうことで、この茅場があるということはそ

こに集落の絆があるということだというふうに私は

理解させていただいております。

　いろいろ時代が変わってきました。今も私が期待

をしています雷鳥。雷鳥も、猿が上に住んでしまっ

て、雷鳥がその下のところに飛んで帰って1,500ｍ

ぐらいのところに住んでいる。こういうような逆転

現象もこの北アルプスではなってきているのも事実

であります。　

　こういう中で、私どもがもう一回集落の絆、そし

て今まで日本古来の、先ほど「ふるさと」という歌が

ございましたけれど、「こころざしをはたして　い

つの日か帰らん」、あのふるさとを、私どもは続け

る意味でも、どうかこの茅場を守り続ける文化、こ

れが脈々と流れることをお祈りするところでありま

す。

　第14回、まさに今回は小谷村中村村長を先頭に、

本当に職員の皆さんから始まりまして、関係者の皆

さんが準備をしてきました。どうぞいい内容のサ

ミットが開催されますことを、県議会の立場からも

お祈り申し上げまして、お祝いの言葉とさせいただ

きます。おめでとうございました。

司会：本来ですと、御来賓全員の皆様から御挨拶を

頂戴したいところではございますが、時間の都合が

ありますため、お名前のみの御紹介とさせていただ

きます。長野県環境部長代理環境部次長、新津俊二

様。小谷村議会議長、宮澤正廣様。また、この大会

におきまして大変御協力をいただきました方が会場

にいらっしゃいますので御紹介させていただきま

す。公益財団法人全国山の日協議会理事長、梶正彦

様です。

　そしてお祝いのメッセージをお預かりしておりま

す。衆議院議員、国会議員でつくる茅葺文化伝承議

員連盟事務局長の務台俊介様からです。代読させて



いただきます。

 「『第14回全国草原サミット・シンポジウムinおた

り』が盛大に開催されますことを心よりお喜び申し

上げます。地元小谷村での開催を私も心待ちにして

おりましたが、国会開会のため参加できなくなりま

した。申し訳ございません。全国草原サミットは、

希少となった草原を持つ自治体や草原に関わる全て

の人々が集い、草原の価値や存在意義を全国にア

ピールする機会であります。このサミットを通し

て、関係皆様の連携をさらに強められ、草原の維持

につながりますことを御期待申し上げます。

　結びに、この大会が大いに意義ある大会となりま

すよう祈念申し上げますとともに、お集まりの皆様

並びに運営に御尽力いただきました小谷村の益々の

御発展を心より祈念申し上げ、開会に向けましての

メッセージとさせていただきます。令和６年10月

４日、衆議院議員、務台俊介」様です。ありがとう

ございました。

（閉会のことば）

司会：それでは、閉会のことばを、「全国草原サ

ミット・シンポジウムinおたり」副実行委員長、郷

津信康が申し上げます。

郷津副実行委員長：まずは、本日御来賓の皆様に

は、大変お忙しいところ、足元も悪い中、御出席を

いただきまして誠にありがとうございました。

　続きまして、この開会式終了後、基調講演があり

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。以上

をもちまして、「全国草原サミット・シンポジウム

in おたり」の開会式を閉会といたします。
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司会：基調講演は、筑波大学名誉教授、日本茅葺き

文化協会代表理事の安藤邦廣先生と、地元小谷村在

住の茅葺き師、日本茅葺き職人連合代表、現代の名

工、松澤敬夫さんに御登場いただきます。

　安藤邦廣先生は、工学博士、建築家、里山建築研

究所主宰です。2010年に日本茅葺き文化協会を立

ち上げ、茅葺き文化の普及啓発、職人の育成、茅場

の再生、茅葺き民家の保存と活用に取り組んでい

らっしゃいます。

　松澤敬夫さんは、昭和17年小谷村のお生まれで

す。茅葺き職人だったお父様に弟子入りされます。

昭和42年から「小谷屋根」として独立。多くの民家

や文化財建築の茅屋根の葺き替えを手掛けられま

す。平成22年から５年間は、伊勢神宮式年遷宮の

茅屋根工事に指導的立場で携わられました。松澤さ

んによりますと、御奉仕に上がったとお話をされて

いました。　それでは、安藤先生、松澤さん、壇上

に御移動いただきます。

安藤：紹介にあずかりました安藤です。松澤さんの

話をたくさんお聞きしたいということで、講演とい

うよりは２人で茅葺き、あるいはカリヤスという、

この地方の茅の材料について、その暮らしの中で培

われた技と知恵を掘り下げていきたいと思います。

　初めに、私のほうから前座と言いますか、少し松

澤さんに話をお聞きするに当たって、その呼び水と

なるような話を15分か20分させていただいて、そ

れから私が松澤さんに質問をする形でいろいろな体

験を踏まえてお聞きしたいと思います。

　私の話は、カリヤスというものの材料の特徴やカ

リヤスの活用と、今日は草原の会でありまして、草

原を保全・維持をするという取組についていろいろ

語らうことでありますが、私は茅を利用する立場か

らの草原の価値と課題を少しお話しできればと思っ

ております。このカリヤスという材料は、茅の中で

はそう多くは使われていません。茅の代表で一番多

いのはススキです。これは山にも平地にも生えてい

ます。それからヨシ、これは主に水辺に生えます。

　これが茅の代表と、山の茅、「山茅」、「海茅」と呼

ばれるわけですけれども、カリヤスはそれに対して

標高の高い山に生えている優勢な植物ということ

で、この小谷、あるいは長野県、北陸地方から福島

県、東北地方南部までの山岳地帯で主に使われてい

る材料です。量的には割合からいくとたぶん１割以

下でしょうか。でもその地域では、これがないと屋

根は葺けないというような大事な茅でもあります。

◆これは、明日皆さんに御覧いただきますけれど

も、小谷の松澤さんが長くここで仕事をしてこられ

た現場の牧の入の茅場というところで、標高が700

ｍ～800ｍあるところと聞いております。このカリ

ヤスというものがなぜ雪国で使われるのか理由があ

ります。一つはもちろん標高の高いところに生える

ので、ススキやヨシに負けない。平地では、スス

キ、湿地であれば当然ヨシになりますからカリヤス

が生える余地はないです。負けてしまうわけです。

ところが、このような標高になりますとススキが生

えにくいというところでしょうか。それが一つ。

　もう一つは、このカリヤスを刈る時期です。カリ

ヤスは名前のとおり、刈りやすいからカリヤスと
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言って、サクサクと刈ることができる、中空で細く

しなやかな茅です。それでカリヤスと呼ばれるわけ

ですけれども、ちょうどこれから、10月の20日を

過ぎると刈る時期になります。毎年ほぼ決まってい

ます。そして11月中旬にになるともう刈れないで

す。刈ったカリヤスは枯れずに残りますけれども、

刈っても使い物にならない。わずか２週間のうちに

全部刈ってしまわないと良い茅としては使えないと

いうことで、11月の初めには全て刈り終えるとい

うことになります。これが大事なところで、この地

方の初雪は大体11月初めになります。その時期に

雪が降ると茅はみんな倒されて刈ることは難しくな

りますし、折れてしまいます。ですから、雪の降る

前に茅を刈るということがこのカリヤスの特徴で

あって、しかもそれが良い茅を得る条件にもなりま

す。雪が降る前に刈れるということです。

　一方で、ススキやヨシは12月の後半にならない

と刈れません。ですから、もしこの地域にススキが

入り込んでカリヤスがなくなったとすると、ススキ

は使えます。ススキが茅としても悪いわけではな

い、良い材料ですが、この地域にススキがもしカリ

ヤスに代わって生え変わったとしたら、11月の初

めに雪が降ってススキが全部倒されてしまいます。

　そのときまだススキは青いです。青刈りをする

と、これは茅としては質が悪い。青刈りということ

はまだ水分も養分も含んでいるので長く持たない、

虫が食べてしまいます。枯れるのを待って茅は刈ら

ないといけません。ということで、ススキはこの地

域には合わないと、もし使おうとしても毎年のよう

に倒されて使いものにならないという状態になりま

すから、カリヤスがなければ、この地域に茅葺は存

続できないということになってくるわけです。

　これが雪の深い地域、寒い地域でカリヤスが大切

に使われてきた、カリヤスを選んで、そしてそれを

育てて茅場としてきた理由だと思います。世界遺産

で知られる白川郷や五箇山は、同じような豪雪地帯

で、やはりカリヤスのコガヤで全部葺いています。

長野県も全体的にそうです。福島県の会津地方も非

常に雪が多いところです。そこも壮大なカリヤスの

草原があります。

◆松澤さんは今でもお元気ですけれども、毎年この

ように茅を刈ってそして屋根を葺くという、全てこ

のカリヤスの中で生きてこられた方です。カリヤス

を刈って火入れして屋根を葺くという、この全てが

この松澤さんの親方人生です。こういう方が日本に

いるかというとめったにいない。茅葺き職人は日本

に約200人はいるわけです。昔はもっとたくさんい

ました。ですがこの全て、（カリヤスの）茅場を管理

して、刈って、火入れをして屋根まで葺いて、これ

を自分の仕事としてやっていらっしゃる方は、ほか

にめったにいないと思います。

　大体専門化されていて、茅を刈る人、この茅場の

維持管理をする人は地元の人だったり、屋根を葺く

人は職人さんにそれぞれに分かれてしまっていて、

なかなか全体をやり遂げる人はいません。その全て

にわたってこのカリヤスを知り尽くした人、あるい

はカリヤスの草原を知った人は松澤さん以外にいな

いという非常に大切な生き証人だと思います。これ

は別に松澤さんが１人そうだったわけではなく、松

澤さんの生まれた時代はみんなそうだったと思いま

す。村の人みんながこのことをやり続け、そしてそ

の知恵を共有していた。その代表が松澤敬夫さんと

いうことになります。

◆これは隣の富山県の世界遺産の五箇山の集落で

す。庄川が流れていますが、川沿いにある菅沼とい

う10戸くらいの集落の全体です。裏に山があって、

これが里山ということになりましょうか。今、森に

なっていますが、ほとんどの茅場はこの周りにあり

ました。そして今、田んぼになっているところはも

ともと桑畑です。お米をつくるようになったのは戦

後のことですから、昔は養蚕業、これによって巨大

なこの合掌造り民家をつくる経済力、シルク産業は

日本の明治時代、輸出産業の７割を占めていた。今

の鉄鋼、自動車産業よりももっと割合が大きかった

最大の産業を支えたのは、この山々のこの小谷も含
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めた養蚕業です。その養蚕業が、これだけ立派なこ

の合掌造りをつくった当時は、ここは全て桑畑、そ

して山の裾、少し行ったところの中腹にこのように

茅場があって、今は全く見えなくなりましたけれど

も、この茅場があってこそ、そのシルクが日本の最

大の産業になって、日本が明治維新以降、富国強兵

をされた経済の原動力だったわけです。

◆ここでこのように、カリヤスの茅場というもの

は、今、日本の中で職人も茅場も少なくなったの

で、文化庁の助成を受けて、みんなでこの茅刈りの

研修、この茅を刈る技と知恵を継承する普及啓発、

あるいはその専門家を育てる職人の育成ということ

を取り組んでいる現場で、小谷でも数年前、松澤さ

んの指導で３年間行ってきました。

◆カリヤスは、少し黄緑色が残っていて、上のほう

がきれいなオレンジ色に変わったこの瞬間が一番の

刈り時ですよね、松澤さん。これがなくなって、全

部緑がすっかりなくなるとぽきぽきと折れてしまい

ます。水気が完全になくなってしまうとカリヤスは

その柔軟性を失って茅としては使えなくなるとい

う、非常にデリケートな材料で、この瞬間に刈らな

ければいけないというところがカリヤスの難しいと

ころですが、そこが大事なところです。

◆カリヤスは中空なので、女性でもふわっと持てる

くらい軽いです。ススキやヨシは結構重いです。丈

も違いますけれども、カリヤスは本当に扱いやす

い、屋根を葺く材料としてはいろいろな点でとても

優れた材料ということです。

◆屋根を葺く前に、まず初めにこのように雪囲いに

使います。ですから、カリヤスは最終的には屋根に

葺くのですが、まず雪囲いに葺いて雪を避けると同

時に、多少青いところが残っている部分がこのとき

にきれいに乾きます。冬の間に乾かしてしまうとい

うことです。まずこのカリヤスの１番目の利用は雪

囲い、断熱材です。これによって中で囲炉裏を焚く

だけで、一冬家族が安らかに過ごせる。

◆このように雪が積もってしまっても、建物が傷ま

ずに中が保温されるというのがカリヤスの初めの役

割です。

◆春になると屋根から茅を降ろして、新しい茅を葺

くわけです。葺くのはもちろん新しい茅ですが、こ

のごみのように見える古茅がとても大事です。屋根

に葺くのが２番目です。1番目が雪囲い、２番目に

屋根へ葺く。これがカリヤスの最大の利用になりま

すけれども、実はその前にも後ろにもカリヤスは役

に立っている、働いているわけです。

◆このカリヤスの古茅を全部、手伝ってくれる皆さ

んに分かち合うわけです。ですからカリヤスは、屋

根も含めてみんなのものです。個人の家だけれど

も、みんなで刈ってみんなで屋根を葺いて、そして

古茅をみんなで分かち合って持ち帰ります。

　持ち帰る理由は、もともとは養蚕のための桑畑の

肥料です。これがなければ、桑畑は萌芽を繰り返し

て蚕を養うような旺盛な生命力・成長力を持ちませ

ん。農薬を撒いたらすぐに劣化して土は駄目になり

ますから、持続的な養蚕業を支えたのは、この古茅

の施肥です。

　ですから３回目は、古茅として養蚕を支えるとい

うことに使われます。このカリヤスを刈った量に比

例して蚕さんが繭をつくるということになります。

非常に単純な話です。ですから、皆さんが山に行っ

たら全部残らず刈るのです。屋根のためでもなく、

農地に施すこともできますけれども、最終的にはた

くさんのシルクを得ることのために競い合って刈っ

たということですから、山々は全部カリヤスの草原

がどんどん拡大したということが、この巨大な屋根

に表れているということになります。

◆白川郷の合掌造りは100棟並んでいますが、今や

もうコガヤの茅場はほとんどゼロです。杉も植林さ

れて、山の広葉樹も伸び放題ということですから、

風景は一変して、これが日本の本来の自然です。で

も、日本人はこの大自然の中で暮らすことにおい

て、草原をつくることによってより豊かな恵みをそ

こから頂いた。もちろん森林の恵みも大切ですけれ

ども、森林と草原の両方の恵みをバランス良く選ん
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で持続させてきた。これが日本人の縄文時代から続

く暮らしの姿だと思います。

　縄文時代は農耕をやっていなかったと思うかもし

れませんけれども、結構古くから焼き畑をやってい

ますし、つまり木の実を拾うだけではなく草を食べ

るということです。草とは、ソバとかヒエとかアワ

とか、米以前の全ての食料は草原で生まれているわ

けです。

◆白川郷は、今は茅場が全てなくなっています。か

ろうじて残ったカリヤスの茅場が、今の白川郷では

最後の茅場です。残念ながら世界遺産で観光で忙し

くて、茅を刈る暇もなくて茅場が放置されて、森に

かえって今はたった一つだけ残っています。これを

何とか再生しようということが、やっと始まりまし

た。世界遺産になって30年近くたった今、やっと

本来の取組をもう一度戻さないと世界遺産が嘘にな

ると、今始まったところです。

◆これはそのカリヤスの循環的な利用の図ですが、

山の茅が屋根に葺かれ、あるいは家畜の飼料となっ

て、寝床となって、最終的には農地に施されると、

農地の中に桑畑もありますから、いろいろな農林畜

産業を全て支えたのはこの山のカリヤス、この資源

だけです。どこからも落ちてこないし、どこにも出

さない。ここの持続的な循環によってこの壮大な茅

葺屋根ができて、豊かな暮らしが300年続いたと

言っていいわけです。

◆最後に今日福島県の草原が認定されましたので、

福島の話を少し別の角度から見てみましょう。この

カリヤスの草原は、今、あるものに使っている。も

ともとは今のような多様な養蚕業もやっていました

し、畜産も盛んだったのですが、今唯一このカリヤ

スの利用によって大事なものが守られています。

◆それは麻です。麻には、大麻と苧麻という二つの

麻があって、両方の麻が日本の文化を、特に着てい

るもの、私のこれも麻の繊維ですけれども、古代か

ら養蚕以前に麻が一番たくさん栽培されていて、た

ぶん小谷でも麻はたくさんつくっていました。

　ここは麻の産地だったと思いますが、戦後に規制

をされて、麻をつくっているのは福島県の会津地方

１か所と、大麻は栃木県に１か所、限られたところ

にかろうじて守られています。そこの麻をつくると

きに大事なものがカリヤスです。何に使うかという

と、麻の成長力は、おそらくカリヤスやヨシより

もっと早いです。この麻は小型ですけれども、最大

４ｍにもなりますから。ものすごい量で成長するた

めには、地面が常に健康で有機的でないといけな

い。肥料をあげてもすぐに劣化しますから、持続さ

せるために、このカリヤスを堆肥に施しています。

しかも燃やしています。秋に刈ったカリヤスをわざ

わざ畑で燃やして、しかも植える前に床に全部カリ

ヤスを敷き並べています。

　これは苧麻といいます。この辺では「からむし」と

いう越後の上布をつくるような素晴らしい麻が取れ

ます。文化として保存をして昔ながらのやり方を持

続している一つの例です。そこにカリヤスはあらゆ

るところに使われて、燃やされて、敷き草になっ

て、しかもこれが風で飛ばされないようにしっかり

囲って守ってあげる。全てにカリヤスが麻の生産を

支えているということが分かるわけです。絹と麻と

言ったら、日本の繊維産業の中心です。それに全て

カリヤスが絶対に必要であったということの一つの

例です。

◆このように、実は地域の農林畜産業において、こ

の茅というものは、その土台をつくっていると言っ

ていいわけです。もちろん、屋根を葺く材料です

が、やはり食料が一番大事であって、これは、前回

のサミットをやった東伊豆の細野高原です。ここは

みかんの産地です。みかんも、この実をたくさん獲

るには当然肥料がないと持続できないので、化学肥

料ではなく、大量に厚く敷いてあるのはススキで

す。ここは太平洋側なのでススキですが、30㎝く

らい敷くわけです。これは鹿児島県の知覧の茶畑の

例です。静岡もそうですが、ここもお茶の栽培で、

お茶も猛烈に人間が収奪するわけです。新芽をみん

な切り取ってしまいますから。ふつうは枯れてしま
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います。それがなぜ枯れずに毎年頑張ってくれるか

というと、この大量のススキの敷き草です。茅は土

に還ると言っていいということですが、還るどころ

ではありません。土を肥やしていく。肥やすという

と、そこに養分があるかというとそうではなく、寝

床をつくっているだけです。あるいは、土が冷えた

り熱くなったりしないように土の屋根をつくってい

ます。人間が家をつくるように、土も家をつくって

守ってあげたら、健康で非常に素晴らしい土壌がそ

こに生まれる。

　おそらく微生物の素晴らしいおうちになっていま

す。ミミズもたくさんいるし、バクテリアも菌類も

多様な土壌の生物をつくっていることを、優しくゆ

りかごのようにつくっているのが茅だということ

で、人間も生き物たちも全て茅に守られている環境

が、この持続性の基本なのだということがお分かり

いただけるかなと思います。

◆まとめです。今日、本当はこれを午前中に見せた

かったのですが、これは旧南郷村（南会津町）の茅葺

き屋根です。南会津町の方は今日帰ってしまいまし

たが、旧南郷村の茅葺き屋根は、草原にはササユリ

の貴重なユリが生えていますというところは紹介さ

れましたが、茅葺き屋根のてっぺんにもユリがたく

さん植わっています。

　もう一つはこれも福島県の下郷町の大内宿という

茅葺き集落ですが、ここに不思議なものがぶら下

がっています。茅束がただぶら下げてあって、ここ

に説明が書いてあるのですが、今日（こんにち）茅葺

きが一番多い時代に比べると、日本の風景から草原

が１％になって、茅葺きも１％に減ってしまったわ

けです。

　実は、分からないだけでいろいろなことに困って

います。一例は、ここに下げてあるのは、果樹園が

これを買っていきます。あるいは貸し出します。果

樹園に置くとここにたくさんハチが巣をつくる。つ

まり、茅葺きはハチの巣だったということが分かり

ました。

　職人さんは、松澤さんの手を見たらグローブみた

いな手をしています。これは少し極端ですが、ハチ

がとにかく茅葺きにものすごく住んでいる、それが

いなくなったために、わざわざハチの巣をレンタル

しています。なのでここに書いてあるように、今日

は草原の日ですから、草原も茅葺きも生き物たちの

すみか。これが今日の一番大事なポイント、基調講

演ということでお話をしたいのですが、草原も茅葺

きも生き物たちのすみか。草原は生き物たちのすみ

かというのは、皆さん当然と思うでしょう。でも、

茅葺も生き物たちのすみかだということは、これは

とても大事なことであります。

◆もう一つは、今社会で大切なことが二つあって、

生物の多様性というものは今言ったように生物のす

みか、これを人間が奪ってしまってはいけない、

もっと共存をしないといけないということがありま

す。もう一つは炭素の貯留です。炭素の貯留という

のは世界的な課題ですから、人間の営みには炭素を

放出してはいけないだけではなく、貯留をしないと

温暖化は防げないということです。その目で見ます

と、この我々の営み、茅を刈る、そして刈った結果

茅場ができる。これは毎年刈り取ったり燃やされた

りしますけれども、この茅場の草原に残る大量の炭

素の貯留というものはとても大事だということが分

かってきました。

　黒ボク土というものは、１万年以上も何メートル

もたまっています。そして茅葺き屋根は日本に何百

万棟とありました。この屋根に載った茅は、30年

間、大量の炭素の貯留をしています。そして最後

に、これが古茅になったときに、これは再び農地に

炭素が貯留されます。簡単に分解しないのが茅の特

徴です。ですから、これがまた有機土壌をつくる。

有機というものは、炭素を含んで有機といいます。

炭素がないものは無機。ですから、炭素の循環、し

かもこれをあらゆるところにため込みながら暮らし

を営むということが、これがぐるぐるスピードを上

げれば上げるほど炭素の貯留は増えます。我々の日

本の中で持続的な社会が続いた理由が、現代の課題
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を通じていうとそういうことになります。でも、ま

だまだ茅葺きや草原の営みの深いわけは、これから

松澤さんにお聞きしたい。これは今目で見た一つの

価値に過ぎない。もっと複合的、多面的価値が草

原・茅葺きをあえて我々がつくってきて営んできた

理由があると私は思いますので、それはこれから松

澤さんにお聞きします。ということで、よろしくお

願いします。

安藤：松澤さんが職人になったのは何歳のときでし

たか。

松澤：私のうちは生まれたときから貧乏でしたか

ら、中学になったときから、「お前は就職もしない

でうちにいて百姓をやれ」と親から教えられていま

した。「はい」と言って返事をした以上は、そのとお

りに中学が終わるときからうちに入って、冬は雪掘

りとかいろいろやって、茅葺きを教わって、覚えて

一人前になるまでに時間がかかったけれども、今日

に至っています。

安藤：若いときはほかに仕事をされていなかったの

でしょうか。茅葺き、あるいは茅刈りが自分の職業

ということになったわけですか。

松澤：茅刈りというのは、地域でみんな出てくれま

す。今日はどこの茅刈りだ、一つの責任者が集落に

いて、その前に住宅は茅葺きがほとんどでした。瓦

は高いし、なかなか替えるのも大変だし、雪を掘る

のも大変です。その次に板葺きがありました。板葺

きは皆さん知っていると思いますが、杉でもサワラ

でもいいところを使って、割って、そして屋根に葺

きます。文化財である清水寺も皮で葺いているけ

ど、あの皮に板を割って葺いています。そういう時

代から茅葺きというものは手がかかる、大変だとい

うことで、なかなか前に進まなかったけれども、集

落で茅葺きをやるというのは、みんな慣れているか

ら、屋根屋さんが１人いればみんなお手伝いででき

たということで、茅が見直されてきたというか、そ

ういう生活の最後の中で茅場を守らなければ、茅場

へ杉を植えれば地滑りが起きるという指導もあった

りして、茅場を保全していくという機運があったり

して、最近では牛もいないし茅場も刈りに行く人が

少なくなってしまいました。

　畑をやる肥料は、化学肥料やそういううちの周囲

だけでもやるという、農業も縮小されて専門化され

てきたので、地域ではそのような今までの生活パ

ターンはできなくなってしまいました。

安藤：松澤さん、若いときは、職人ではなく、普通

の村人として茅を刈ったり屋根を葺いたんですか。

職人として今は仕事になっているわけでしょう。で

も、みんなが茅葺きだった頃は、みんなが茅を刈る

わけじゃないですか。それから、屋根を葺くときも

みんなが手伝いますよね。

松澤：前は、刈るときはみんなが出て、今日は誰の

うちの茅刈りだと、朝、夜が明ける頃に茅場に行っ

て待っています。そのくらい地域で茅刈りをやっ

て、そしてお手伝いをしていましたが、地域でもっ

て観光で生きようではないかという時代になって、

初めは民宿といって、古民家で茅葺きの家も民宿を

やったんですが、だんだんとうるさくなってそれも

変わって、専門的な観光で生きようということで、

うちも新しくして、今日（こんにち）の状況を見ても

らえれば分かりますが、そのような流れで変わって

きました。

安藤：茅は各家で必ず、自分のためには自分で刈っ

たわけですね。

松澤：そうです。

安藤：だから茅を買うということもないし、専門の

茅を刈る人もいたわけではなくて、自家用としてみ

んなが共同で利用したということ。

松澤：自家用としたり、50年に一遍ずつ、屋根の

総葺き替えというのはどこの家でもやるようになっ

て、今年はどこのうちとどこのうちだということ

を、前年のお祭りの後に申し込んだ家の屋根を来年

やるという形がそこでまとまりました。

　そして地域に帰って、来年はどこの家の屋根をや

るから、みんなそのつもりでお世話になりますとい

うことで、年番の人が挨拶に回って歩いて、来年は

あそこの屋根をやることになりましたお願いします

ということで、食べるものもみんな、施主さんが用
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意をして、朝、茅場へ行くだけで、その当番に当

たったうちの近所のおばさんたちを頼んで、おひつ

にご飯を入れて茅場まで運んでくれました。そのよ

うな期間があり、私も若いときにはお世話になった

経験があります。

安藤：そのときの茅場は、全てカリヤスですか。

松澤：ほとんどカリヤスです。ススキというのは中

土の奥の小谷温泉へ向いたほうと、それから奉納の

反対側にある茅場二つがススキでした。あとは全て

カリヤスでした。自分の家の茅場もカリヤスでし

た。

安藤：自分の家の茅場もあったのでしょうか。

松澤：全部葺くだけはないけれども、大体200から

300束、葺かれるくらいの茅場をみんな持っていま

した。そして、そういうものを全て集めて１軒の家

を葺きました。

安藤：その年に葺く家に持って行って持ち寄って葺

いたということですか。

松澤：そうです。

安藤：茅は取っておけませんね。取っておいたら傷

むから葺く家に全部持ち寄って、それがまた返って

くるということですね。

松澤：そうです。そして、運ぶものはないから、み

んな背中で、人力でもって山坂を運ぶんです。

安藤：大体その時代の話ですけれども、秋の茅刈り

は夫婦で何日間くらい働きましたか。茅を刈って

持っていくのを毎年やりますよね。

松澤：茅場を毎年刈るというのは、自分の家だけで

も家族で２日くらいです。

安藤：そんなものですか。家族で２日刈ってそれが

たまれば屋根を葺くことはできるということです

ね。

松澤：みんなで持ち寄ればできます。そして私たち

のほうは昔は100戸ありました。今は、過疎化とい

ろいろでもって半減してしまいましたが、その頃は

全部でもってやれば、100軒のうち２棟は葺けまし

た。

安藤：２棟も。大体50年持つとすると、100軒のう

ち２軒葺けば50年で100軒を守れるということだか

ら、毎年20～30茅刈りをやれば100軒の家を守れ

るということはすごいことですね。

松澤：計算上はそういうことになりますね。そして

茅無尽というものがあり、余ったものは、茅葺きの

上にある屋根裏にみんな保存しておきました。

　そして下で囲炉裏を焚くから、30年も経てば

真っ黒のような茅になっているのも、それでもみん

な大事にそのように蓄積をしていて、屋根葺きを繰

り返してやりました。

安藤：この辺は雪囲いとして家に囲うことはあまり

しなかったですか。

松澤：あれは何年頃までだったか、私たちも雪囲い

をやりました。あれが一番家の中が温かいです。そ

したら、消防法で家のぐるわへそういう燃えるもの

はよってはいけないという事例が出て、見回りが来

るのでできなくなってしまいました。

　家を断熱にするために、そのようにしておけば暖

かいと言ったら、不燃材でないといけませんという

通達が来ました。決められた以上はいけないという

ものはいけない、ほかに断れませんから。。

安藤：今日（こんにち）はまた省エネ法が出たから、

今度は茅で葺きなさいと言われるかもしれないね。

あとで務台さんが来たら話をしましょうか。国会議

員が来たらそういうことを話さないと。

　もう一つ、職人さんは茅というのはみんなのもの

だからみんなで刈って、自分で多少持っていても、

持ち寄ってみんなで最終的には順番に利用をしてい

たわけですよね。職人さんは村に必ず何人かいたの

ですか。

松澤：その頃、茅葺き職人が少なかったです。ほと

んど新潟県の高田地方から、春に来て秋に戻るとい

う形で出稼ぎに来て、大工さんもそうでしたが、そ

のうちに地元でそれを覚えようという形で、俺の親

父さんも婿に来る前は出稼ぎに歩いていました。

　そして、それから今度は出稼ぎには遠くに行かな

いで地元でやろうではないかということで、仲間を
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増やして今日（こんにち）に至りました。そのような

形で地域割りがありました。お前は、南小谷だ、中

土だ、北小谷だと。それも最後には協力をし合っ

て、屋根屋さんだけで準備をしてできるような仲間

づくりが、建築業組合などを組織して茅葺きもその

中に入れてもらって今日（こんにち）の長い月日の中

で変わってきました。

安藤：昔は越後から職人を呼んでいたのですか。

松澤：主に高田地方。

安藤：上越の高田ですね。そこから職人が１人、２

人やってきて、その方が親方となって村の人が一緒

に葺いたということですか。

松澤：白馬に行けばどこの家に泊まってどこへ行け

という昔からの決まりごとがあって、出稼ぎに来て

そこを宿にして、そしてその地域を自分の仕事場と

して仲間を募ってやったのが、なかなか今度はだん

だん出稼ぎが少なくなって、地元の人たちにお任せ

しようではないかということで、そこで私たちは教

えをこうて今日（こんにち）に至ります。

安藤：技を教えていただいて、松澤さんのお父さん

が職人さんとして独立をしたと、あるいは仲間を集

めて地域の屋根を葺くようになったということで

しょうか。

松澤：そうです。

安藤：松澤さんも、仕事は大体お父さんに習ったと

いうことでしょうか。

松澤：はい。その頃、職人は競争力があって、どこ

の屋根屋さんに頼めば屋根雪が１ｍ50㎝積もって

も抜けないとか、長く持つとか、技術の競い合いが

あります。それは自分で努力をしないと、職人とし

て使ってもらえませんでした。

　だから、「はかりにかけられる」と、よくそういう

話を聞いて、人より早く強く丈夫な屋根を葺けとい

うことが、まず仕事を教えてくださいと、そのよう

なことをモットーにして指導を受けます。昔は、

帰ってしまうとできないから泊まり込みで行きまし

た。

安藤：泊まり込みというのは、小谷の村の中でも泊

まり込みでやるのですか。

松澤：はい、泊まり込みで。そして行って、仕事を

教えてもらって、その代わりに朝起きたら馬の草刈

りに行けと言われましたが、眠たいけれども頭を蹴

られれば起きないわけにはいけないから、それで草

刈りに行って、腹が減るけれども、馬のえさや牛の

えさのほうが先なので自分は後回し。そのような形

で仕事を教えたり、地域と人と人を覚えたりするこ

とが、今考えてみれば今の時代でも変わりはない

が、ただ家から通えなかったということで、乗り物

もないし、歩いて１時間くらいのところは毎日行っ

て通って仕事を教えてもらいました。

安藤：草刈りという話が出ましたが、草刈りは茅刈

りとは違いますか。

松澤：牛馬の草刈り。

安藤：それは何の材料を刈りますか。カリヤスです

か、違いますか。

松澤：カリヤスもあったし、ススキもあったし、雑

草もあったし。何でも端から刈って。

安藤：茅場の利用から聞きたいんですが、茅の良い

ところは屋根に使うと思うんですが、カリヤスとい

うのは、牛馬のえさとしても良い植物だったんです

か。

松澤：私たちのほうにはカリヤスはあまりなかった

のですが、カリヤスを牛にくれれば腹を壊すと言っ

て、消化が悪いとか。

安藤：あまりよくない？

松澤：よくないという話はあったんです。カリヤス

も、穂が出ないときならいい。穂が出ると駄目。

安藤：穂が出る前の青刈りだったらいいんですね。

松澤：ススキは穂が出ても大丈夫だと。

安藤：そういう違いがあると。

松澤：早く言えば、ススキは刈って枯れても芯に白

い綿が入っています。そういう形で牛にあげてもい

いと、カリヤスは空洞ですから、ストローの状態に

なっているのであまり乾くと消化が悪いということ

から言ったんだということを、我々も後から知りま
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した。

安藤：茎は空洞で固いけれども、まだ若いときは

葉っぱが生えているから、それは牛馬の飼料として

はいいものだったんですね。

松澤：ススキのほうは。

安藤：ススキのほうが葉っぱが多いから。そのよう

にススキは飼料、カリヤスはどちらかというと屋根

というような使い分けがあったということでしょう

か。

松澤：はい。

安藤：なるほど。ススキは割と家の周りにもたくさ

ん生えているわけだから、カリヤスはやはり標高の

高いところで大事に育てるということで使い分けて

いたということですかね。よく分かりました。あ

と、カリヤスというものはほかに何か流用はしませ

んでしたか。屋根だけですか。終わったらやはり古

茅は農地に戻すということは当然やりましたね。

松澤：カリヤスを他に使ったという記憶はあまりな

いです。ほとんど屋根に使っています。

安藤：終わった古茅は農地にもちろん施したという

ことですか。

松澤：古茅ですか。古茅は全て使えなくなったもの

はまた土に返すと言って横積みにしておくと、そこ

へミミズやカブトムシの幼虫が生えるような状態に

なるようにそこに積んでおけば、自然にそれを分解

してくれます。そうしたら畑へ入れます。

安藤：カリヤスの茅場は、牧の入でもワラビをたく

さん採ったという話をよく聞きますけれども。

松澤：ワラビがどうして茅場に生えるかというと、

一つの生物学的に言うと、ワラビの出るような茅場

でなければいけないという一面もあります。

安藤：ワラビが出ないと良い茅場でない。

松澤：そうです。胞子だかなんだか、土を改造して

くれるというか、そういう形でワラビが出るような

土のところには良い茅が生えると言います。あまり

生えると、茅をなくしてしまうから、刈ったりして

ワラビを退治するような形です。

安藤：ワラビと茅は共存して、お互いに良いという

ことですね。ただ、あまり放っておくと、ワラビが

勝ってしまうというところが多少あるかもしれな

い。

松澤：ワラビが生えて茅が駄目になる。

安藤：ワラビをどんどん採ることは大事ですね。

松澤：春のワラビ狩りはいいことですが、なるべく

茅を刈るときもワラビのところだけしっかり刈っ

て、春に燃やせるようにしたら屋根には使い物にな

らないから、そのような手順で、昔からの言い伝え

で、ワラビは駄目だからこういうふうにしろという

形で今まで教えられてきました。

安藤：茅葺きの仕事をもう少し聞きたいのですが、

今、小谷は鉄板を被った茅葺屋根はまだありそうで

すが、茅葺きのままは本当に少なくなってしまった

と思います。

松澤：茅のままのものはほとんど見えません。

安藤：文化財になっているくらいのものしかなく

なって。

松澤：小谷村も昔は茅葺きがほとんどだったんです

が、今残っているのは文化財的な形で資料とした

り、地域の景観にマッチしたものは残すが、そうで

ないものは建築関係で、これは尊いものだから残す

かというものが文化財的になって、ほとんどその程

度でしか。個人で茅葺きを持っている人もいます

が、本当に少なくなりました。

安藤：養蚕もこの地域では盛んでしたよね。

松澤：養蚕も、俺たちが小さい頃は、何しろ「蚕様」
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といって「様」がついていたから、養蚕は盛りにやり

ました。合間があれば、家に桑がなければ、山の木

桑と言って、自然の中へ行って大きな桑の木がある

のを取って持ってきて、何しろ収入源といえば蚕様

が一番良かったです。春・夏・秋・冬、年に４回収

入がありました。それは生活の関係でだんだんと変

わってきましたが。

安藤：養蚕も盛んだし、畜産は馬と牛どちらを買っ

ていましたか。

松澤：牛のほうです。

安藤：牛が多いね。牛も大体みんな飼っていました

か。

松澤：馬を飼っていたのはたくさんではなかった気

もします。馬も、越中馬という馬が出稼ぎに来てい

ました。　冬場、馬を借りてきて厩で育てて、春、

田起こしだけその馬を借りてまた返します。なの

で、越中馬と言って、馬が出稼ぎに来れば、トンネ

ルもあったけど、トンネルも尻尾につかまってずっ

と、ただ後をついてきたというわけで、見事に６頭

～７頭の列をつくって馬も移動してきてくれまし

た。

安藤：馬は冬の間飼うわけですか。

松澤：そうです。

安藤：それをどのように飼うのですか。

松澤：冬の間、厩で馬を飼って、堆肥を運んで春、

田起こしだけして返します。

安藤：冬の間はしっかり飼育をして、春に働いても

らう分、体力を養っておかなければいないわけです

ね。なのでえさもあげて立派に冬を越す。そして春

に働いて初夏に返してあげるということが、この辺

の農業だったわけですか。

松澤：それは、そんなに長くは続かなくて、戦後少

しの間、10年くらいでした。そのうちに耕運機が

はやってきて、昭和40年代頃から共同で買うよう

に変わってきました。

　30年代より前はそういうもので耕して、田んぼ

も小さいのは駄目だから、鋤鍬で起こすにも、馬も

リードをする人が気に食わなければ言うことを聞き

ません。田の中で座って動きません。そういうよう

に馬も利口だったので、馬を扱ったことがある人が

行けば馬もしっかり立って、その代わり立ったらえ

さをくれる、ハミを外して少しあげると喜んで、ま

たそれ欲しさに動いてくれます。それをいったん機

嫌を損ねると絶対動かない。そういうものを何回も

見てきました。なので馬方という人は大変だと思っ

て。ハミを外せば本当に怖いです。ハミをやってい

るとものが食えないから。それで、ああいうところ

から「はめを外す」という言葉が出たのかなと思っ

て。

司会：安藤先生、興味深いお話をたくさん伺ってい

ますけれども、そろそろ会場の皆様からもし質問が

あれば寄せていただくのはいかがでしょうか。

安藤：それでは、せっかく敬夫さんに元気で話して

いただいているので、会場から敬夫さんについて御

質問等々、何でも結構ですから手を挙げて、カリヤ

スの利用や屋根葺きについて質問はいかがでしょう

か。

会場参加者：ありがとうございました。茅葺きや茅

場の研究をしている者です。本当に貴重なお話をあ

りがとうございました。集落の葺き替えの体制に関

係して、何世帯くらいで共同をしていたのかという

ところと、茅普請と呼んでいたか分かりませんが、

茅をみんなで葺くときの体制というか、どのように

役割分担をしていたか、また職人さんと住民で明確

な作業の区分があったかあたりを教えていただける

とうれしいです。

安藤：村で共同でやるとき、屋根を共同で葺く村の

規模ですね。何世帯くらいで共同の関係を持ってい

たということですね。

松澤：共同で葺くと言っても、そんなにたくさんは

葺けません。私たちのほうも、100軒ありました。

100軒の中で２棟しか葺けませんでした。あとは修

理という形で、毎年修理をやって20年経ったら葺

き替えの準備をするというサイクルで、なので一代

に一遍屋根の葺き替えをするということが基本でし

た。若いとき屋根の葺き替えをすればその代はいい

と、順番でなかなか準備ができない人は、毎年毎年

少しずつ茅をためたらやったりしていて、サイクル

の最後には屋根を葺けるような形で、茅もためなけ

ればいけないので、茅葺のような屋根裏の広いとこ

ろは溜めることができるが、ほかのところは外に置

けば燃えるものですからいけないという指示を受け

るし、大変な思いをしてやって屋根裏にためておい

て葺き替えをした記憶があります。

安藤：そうすると、100軒で共同の関係を持って、

100軒のうち１軒あるときは、基本的に100軒から
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みんなが来るということですね。

松澤：持ち回りがあって、100軒の半分くらいで

す。

安藤：半分に分けてですか。

松澤：地域地域に分けています。

安藤：そうすると50軒で一つの区切りでしたか。

そして毎年１軒順番に葺く形ですか。

松澤：あとは、親戚やら家族、家族が夜も寝ない

で、屋根普請だといえば御苦労があったことを覚え

ておりますが、そのようにして割り当てをして、地

域で協力をしてやるというような申合わせをよく固

く守って何年も続けてきた過程があります。

安藤：分かりました。もう一つの質問が、１軒の屋

根を葺くときに職人は何人くらいいますか。職人と

手伝いでどのような関係で葺いたのかということで

す。

松澤：まるごと１軒やるときは、職人さん、見習い

をやって３年くらいの人が４人、一つに１人を持つ

と、あとは地域の人たちがお手伝いに来ます。

安藤：それで大体葺けますか。

松澤：そうです。

安藤：大体１軒に何日くらいかかりますか。

松澤：大体１軒でも５間の８間ぐらいの大きな屋根

坪で約100坪近くなる家で、大体田植えをする前

に、春雪解けと一緒に足場を組んで屋根を葺いて、

そして田植えが終わったら屋根屋さんだけで屋刈り

をするというサイクルです。

安藤：そうすると、屋根を葺くだけだったら何日間

くらいで終わりましたか。

松澤：みんなでやると、大体３日か４日です。

安藤：それで葺きあげてしまいますか。

松澤：そうです。

安藤：あとは田植えが終わったら屋根屋さんだけで

きれいに仕上げをやると。

松澤：ハサミを使って仕上げをします。それも、春

の田植えが終わったら今度は屋根を刈りに行きま

す。

安藤：そうすると、職人さんが３～４人だと各面に

１人くらいついて、村の男衆も屋根に上がって葺く

わけですか。

松澤：そうです。慣れた人は。そのようにして何年

も、覚えているだけで１代くらいは続きました。そ

れが今日（こんにち）になってそういうものは廃止に

なってしまいました。

会場参加者：ありがとうございます。

司会：ありがとうございました。本当に貴重なお話

が聞けるいい機会なのですが、そろそろお時間が来

てしまいましたので、質問ありがとうございまし

た。

　では、安藤先生、松澤さん、最後に一言ずつ会場

の皆さんにメッセージをいただいて、この基調講演

を結びとさせていただきたいのですが、よろしいで

しょうか。

安藤：やはりこの小谷というのは、長野県の一番外

れと思われて少し遅れている地域とみなされている

のかもしれませんが、やはり越後との関係がとても

強いと今日思いました。越後から職人が来る、そし

て習って松澤さんは日本を代表する職人さんになっ

て、今、指導的立場にあるのですが、越後から職人

を呼ぶということは、この小谷の生業が豊かだった

証拠だと思います。職人を呼べるだけの経済力が、

この山にあったということです。山の経済力は何か

と言うと、山の森であって草原であったということ

なので、それが豊かなところには平地からその経済

を求めて職人を呼べたと思っています。今日聞い

て、その点がとても私はよく分かりました。

　そういう中でこの小谷の茅葺きの民家というのは

素晴らしい、大工さんは越後から来ていますし、雪

に負けない素晴らしい民家が残っていて、屋根もお

そらく敬夫さんが言うように50年以上持つという

のは、日本の屋根の中では最高水準の茅葺き技術だ

と思います。

　それも雪に負けないということでつくられたもの

だけれど、それだけその元の材料であるカリヤスと

いうものを、みんなが非常に大切に育てて、そして
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農業を営み、畜産を行って立派な民家をつくった、

それを支えたのが越後の職人だったということが、

私はとても興味深かったです。

　松澤さん、小谷村に茅葺きが少なくなりました

ね。この茅葺きを何とか元に戻さなければいけない

ですね。今日は村長もいるし、議員さんもいらっ

しゃるから、どうしたら茅葺きは戻せますかね。そ

うしないと、茅場があってもその茅を文化財に売っ

てしまうことになるでしょう。まずはこの立派な茅

葺きを地元で皆さんに体験をしてもらったり、いろ

いろな交流施設に使ってもらうことは大事だと思う

んですが、その辺で何か松澤さんのお考えはありま

すか。

松澤：これから、やはりこの自然に溶け込むという

茅葺きの姿を、村長さんはよく知っていると思いま

すけれども、文化財的にも牛方宿やあの周辺に茅葺

きを整備して、これから豊かな小谷村は茅葺きがな

ければ駄目だというような気持ちを持って。

　そういう形で小谷村の茅葺きを守り、育てる、減

らさないように。それから建築基準法で茅葺きがい

けないとかいろいろとうるさいのがあるけれども、

それは村の文化財的なものだとかいろいろやれば何

とかそれはクリアするのではないかというようなこ

ともお聞きをしておりますので、みんなで協力をし

合って茅場を守り、文化財的なものでなくても茅葺

きにしたいという人がもしあったら、トタンを剥い

でまで茅葺きにしたいという人も中にはいます。そ

のようにして、この信州の景観へ茅葺きが芽生える

ように、みんなで協力し合って、それを守っていく

方向も大事ではないかということを私も提案しま

す。

　指導をしてずいぶん茅葺きの経験を積んだ人たち

も増えてきました。なので、遠くまで行ったり、県

外も協力の要請があれば出かけていきますが、その

ようにしてみんなで協力をし合って、この草原と茅

葺きは兄弟のようなものなので、うまくそこのコン

トロールをして守っていきたいということを私は提

案をしたいです。

安藤：ありがとうございました。

司会：ありがとうございました。



司会：研究報告に移らせていただきます。報告者は

信州大学教授、井田秀行先生です。

　井田先生は、信州大学教育学部教授です。北信州

の豪雪地でブナ材をふんだんに使った茅葺き古民家

との出会いを機に、身近な草木とともにあった伝統

的な暮らしの文化を伝えるべく、森・草原・人との

関わりを生態学的に追究していらっしゃいます。

井田：ご紹介にあずかりました井田です。よろしく

お願いします。

　早速始めさせていただきます。私と牧の入茅場と

の出会いは、もう10年以上前に遡ります。調べて

みたところ、2006年に初めて訪れて以降、松澤さ

んをはじめ多くの方々にお世話になりながら生態的

な調査を行ってきました。ただ、正直に言えば、

がっつり集中的に調査したというよりは、ほそぼそ

と断続的に行ってきたという感じです。

◆今回は、聞き取り調査、文献調査、現地調査に基

づいた成果報告を行います。少し無機的な話が多く

なるかと思いますが、どうぞお付き合いください。

◆こちらは牧の入茅場をドローンで撮影した写真で

す。大体30haの広さがあり、少なくとも江戸時代

から、それ以前からも茅場として維持されてきたと

考えられます。

◆牧の入茅場の特徴は二つ。一つは、カリヤスの茅

場であること。もう一つは、火入れによって維持さ

れていることです。カリヤスは全国の文化財や古民

家の茅葺き屋根材として供給されています。

◆なぜカリヤスが茅として利用されてきたのか？　

安藤先生からもお話があったように、カリヤスは雪

が降る前に刈る時期としてちょうどいい頃合いに

なって、ススキに比べ早く刈（枯）れるためで、雪国

では重要な茅材として利用されてきました。また、

崖崩れや地滑り跡などに自生することが多く、牧の

入茅場では、そのような場所に生えていた茅を増や

し、育成してきたのではないかと考えています。

◆カリヤスの断面は中空です。ススキもやや中空に

見えますが、中に綿のようなものが詰まっていま

す。カリヤス

は細くて本当

に「刈りやす」

いです。
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◆次に、二つ目の（特徴の）火入れについて、流れを

簡単に説明します。

◆火入れは毎年５月のゴールデンウイーク最終日頃

に行われます。当日は朝８時に集合し、簡単な説明

の後、集落の80人～100人くらいの人たちがいくつ

かの班に分かれて作業を始めます。尾根上部や稜線

部から火をつけ（防火帯をつくり）、徐々に斜面を下

りながら焼き進める形です。

　火入れは天候に左右され、延期というときもよく

あります。私の家から車で２時間かかるのですが、

向かっている途中で中止の連絡を受けて引き返すこ

ともたびたびありました。前日に雨が降ったり、当

日風が強かったりして、日程変更はしょっちゅうあ

ります。

◆レーキは、先が鉄の熊手みたいなものなのです

が、それで火種を引っ張りながら広げていく感じで

す。

◆ある程度斜面下まで行くと上まで引っ張り上げ

て、ここから風の流れで斜面全体が焼かれるという

手順です。

◆少し動画を見てください。危険な作業ですが、皆

さんは慣れた様子で効率良く連携しながら進めてい

ます。ここに素人が入っていくのは危険です。動画

では火の熱がもちろん伝わらないのですが、音が伝

わらないのも残念です。パチパチという激しく燃え

る音もすごいです。

　仕上げは、道路際から火をつけて、大きな斜面を

一気に焼き切るという感じです。これが燃えた後で

す。きれいに焼けています。山の上のほうはまだ

葉っぱが出ていない春で、新緑も見られてとても気

持ちのいい季節です。

　ところどころ燃えていない場所は、沢沿いです。

樹木も時々ありますが、これらは焼けて枯死するこ

とはなく、ちゃんと毎年芽吹きます。

　大体うまく焼けると午前中には終わりますが、少

し風が弱かったり湿っていたりすると、午後まで長

引くことがあります。

◆このような伝統的な火入れで維持されている茅場

が現在も残っているのには、いくつかの理由があり

ます。大きな理由の一つは、ゲレンデになれなかっ

たことです。地図中の丸印は、かつて茅場だったと

ころです。現役の茅場もありますが、おおくがス

キー場となっていて、今いる場所もその一つです。

皆さんから見える斜面の裏側が牧の入茅場になりま

す。こちらに栂池のスキー場、コルチナのスキー

場、今ゲレンデになっているところは元は茅場で、

今でももちろん火入れしているところもあります。

ただ、茅場としての利用はされていないので少し

もったいない感じもします。

　明日見に行くのは、牧の入とショクの茅場です。

◆1950年頃までの茅場の使い方を文献や聞き取り

で復元してみました。

　千国、峰、立屋の三つの集落で100棟ある茅葺き

の屋根を牧の入茅場で賄っていたのですが、この三

つの地区の共有地は７haありました。牧の入茅場

は30haあるのですが、この割り当てが７haという

ことで、大体２万5,000把が収穫できました。これ

は実際に松澤さんが刈った面積からはじき出した数

なので、先ほど松澤さん御自身がおっしゃった数

が、計算の値と正確に一致したというのは少しびっ

くりしました。やはり経験値というのは素晴らしい

なと思います。

　１棟の屋根には、8,000把から１万把の茅が必要

です。７haの茅場からは毎年２万5,000把が得られ

ます。この量を8,000把で割ると、３棟分の屋根を

賄える計算になります。実際には、１年に２棟をま

るまる葺き替え、残りの茅は屋根の補修や秣
まぐさ

として

利用していました。カリヤスの屋根は約50年の耐

久性があるため、１年に２棟ずつ葺き替えること

で、集落全体の100棟分の屋根を50年で循環的に維

持することができました。７haの茅場で集落全て

の屋根を賄っていたというのは驚くべきことであ

り、現代では考えられないほど地域資源を活用した

効率的な仕組みです。

◆茅場の１年の写真です。リラックスして見ていた

だければと思います。火入れをして２週間もたつと

もう芽吹き始めます。７月になると、歩くのも大変

なくらい茅がボウボウになります。８月下旬になる

と穂が出始め、10月になると非常にきれいな草も

みじというか、カリヤス（苅安）色の草原になりま

す。

◆10月20日の土用以降に茅刈りが始まります。こ

れは松澤敬夫さんです。2008年の写真です。この

頃よりも、茅の質が悪いのではないかということを

耳にします。

◆刈り取った茅を束にまとめて立て、雪が降る直前
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まで天日干しします。これを茅立てと呼びますが、

これに挿してあるのはハギです。このハギの枝を目

印として利用し、それを数えることで、その年に刈

り取った茅の量が分かります。

◆２月、雪の中です。一見するとゲレンデとしても

よさそうだなとは思えますが、南斜面で日が当たり

やすいため、雪崩が起きやすい場所です。そのた

め、ゲレンデには適していないと私も感じました。

◆４月下旬、雪解け直後の様子です。火入れをする

直前ですが、雪のない地域とは異なり、刈り残した

茅が雪の重みで倒れています。このため、燃やすの

にちょうど良い状態になっています。

◆そして５月には火入れを行い、このサイクルを繰

り返します。

◆火入れの際の温度は、膝の高さ（30cm）で350℃、

たぶん400℃ぐらいまで上がると思いますが、この

温度は非常に重要で、350℃～400℃で茅を燃やす

と灰にならず炭化します。炭になることで炭素が土

壌に残ります。

◆一方で、土の中の温度は火入れの影響をほとんど

受けません。深さ１cmで40℃、２cmで22℃と、

わずかに温まる程度です。

◆この土壌から、牧の入茅場が縄文時代から火入れ

を行っていたのではないかということが分かってき

ました。土壌専門の藤嶽先生（神戸大学教授）に調べ

ていただいた結果、土壌断面を見ると、真っ黒な

「黒ボク土」が非常に厚く堆積していて、藤嶽先生

は、この黒い腐食層が数千年分たまっているのでは

ないかと指摘されています。安藤先生も先ほど優れ

た炭素貯留量とおっしゃっていましたが、まさにそ

の炭素貯留量で世界に誇るべき量を備えている土壌

だということが分かりました。

◆藤嶽先生が「火山灰上ではない牧草地」、「火山灰

上ではない森林」、「火山灰上の森林」、「火山灰上の

草地」の４地点を比較した結果によると、実は牧の

入茅場のような「火山灰上の草地」が最も炭素を蓄え

るのに有利だということです。

　カリヤスは燃えても灰にならず、炭のまま残りま

す。また、カリヤスの根っこは高いバイオマス（生

物体量）を持っています。ススキよりもカリヤスの

ほうが地中に占める根の割合が大きいため、その分

も炭素貯留に寄与していると考えられます。さら

に、火山灰を含む土壌では、日本の場合アルミニウ

ムが多く含まれており、このアルミニウムが有機物

と結合することで、炭素が吸着されやすくなりま

す。このため、黒ボク土ができやすく、茅場の黒ボ

ク土は炭素貯留量が多く、いわゆる温暖化を防止す

る意味でも、非常に機能的な土であるということが

分かりました。

◆一方、牧の入茅場のカリヤスの地上部は、日本の

草原でトップクラスの炭素の吸収力があるようで

す。現在調査中ですが、炭素循環専門の廣田先生

（筑波大学教授）によると、日本のいくつかの場所で

ススキやカリヤスの草原の生産量（乾燥重量）を調査

した結果、牧の入茅場が最も生産量が多いことがわ

かりました。これはつまり、炭素の吸収力も大きい

ということです。

　蓄積量と吸収量が大きく、火入れをするとその分

は二酸化炭素として放出されますが、また成長する

ので、その分の炭素は光合成によって再び回収され

ます。したがって、炭素の排出は実質ゼロです。こ

こで茅を茅葺き屋根として使えば、炭素がそのまま

蓄積されることになります。

◆また、茅の品質と生産量が火入れによって保たれ

ているとことも分かりました。実際に防火区と火入

れ区を設置し、茅がどのように成長するかを比較し

てみました。防火区ではトタンを被せて燃えないよ

うに処理し、実際に火入れをして、その年の秋に出

てきた茅を比較するというものです。

　生育途中の７月の写真です。この段階で（防火区

は）前年燃やされず残った茅が、次の新しい茅の成

長を阻害していることが分かります。こちら（火入

れ区）のほうが葉が多く出ています。秋に刈り取っ

た茅の本数、大きさや重さを計ると、穂が出る率

（開花率）、密度、太さ、長さ、重量、均一性が高ま
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ることが分かりました。つまり、バラツキが減ると

いうことです。このことから、火入れによって均質

で良質な茅が維持されていることが分かりました。

　逆に言うと、火入れを１回やめるだけでも茅の質

が低下する可能性があることを示しています。

◆茅場の植物は、カリヤスの茅場だけで見ると30

種類くらいで、種数としてはそれほど多くはありま

せん。言い換えれば、ここはカリヤスを育てる畑な

ので、その点では理にかなっていると言えます。む

しろ、評価すべきは、焼かれて刈り取られているに

も関わらず、30種類もの植物が生育しているとい

うことだと思います。

　オミナエシ、ヤマハギ、クララ、長野県の絶滅危

惧種であるオオナンバンギゼルといった植物が生育

していますが、ヤマハギは茅場にとっては実は邪魔

者であり、敬夫さんが「ハギ退治」とおっしゃってい

たかと思いますが、ハギはカリヤスにとって邪魔な

ので、夏場にはハギを抜き取る作業が行われ、また

ススキが入ってきた場合にも抜き取る作業がなされ

ていました。

◆最近は、夏の手入れが十分にできなくなってきて

いるので、ススキやハギが増えて困っているという

話しをよく耳にします。

◆先ほど少し五箇山の話も出ましたが、五箇山は火

入れができない茅場です。こちらは「中刈り」と呼ば

れる作業を行っており、夏場に茅（カリヤス）以外の

草を刈り取り、秋の茅刈りの後には「掃除」と呼ばれ

る作業によって、残った植物すべてをきれいに刈り

取ります。これは、火入れと同様の効果を持ちます

が、火入れと異なるのは、種子や芽が焼かれないた

め、植物の種数が60～70種類と多様性が高いまま

維持されていることです。カリヤスが成長する前の

春にはカタクリが群生します。

◆昆虫についても調べてみました。結果を一言で言

うと、バッタが非常に多いです。個体数（密度）が高

いだけでなく種類も豊富です。しかし、カリヤスへ

のバッタの食害はあまり見られません。バッタ類は

地中に産卵するため、火入れの影響はほとんどない

し、火入れによって天敵である狩りバチやイネ科を

食べるカメムシも減少しているためか、カリヤスを

食べる虫が増えないようなバランスがうまく保たれ

ていると考えられます。

　ちなみに、イナゴモドキは、近隣の安曇野市では

レッドリストに載っている種ですけれども、牧の入

茅場には非常にたくさん生息しています。

◆昆虫は全部で550種確認されました。調査を行っ

た丸山隆さんによると、こんなに多くの種が確認で

きるとは思わなかったとのことです。希少種や奇妙

な種も見つかっています。奇妙な種とは、私もよく

知らないのですが、例えばヒメトゲヘリカメムシの

ように、生態も分類もまだよく分かっていない種も

あります。ショウリョウバッタモドキに関しては、

これまで長野県での生息地は600ｍが最高地でした

が、標高1,000ｍの茅場でも生息していることが確

認されるなど、いくつかの新しい発見がありまし

た。

◆また、珍しい鳥も確認されました。チゴモズは環

境省の絶滅危惧種であり、ホオアカは長野県の準絶

滅危惧種です。これらの鳥たちは、おそらく隣接す

る森林を営巣地や休息場所として利用しているので

はないかと考えています。

◆総論としては、人の営みがやはり茅場の生態系を

維持しているということです。一言で言えば、人が

生活を営むことで安定した生態系が維持されている

ということだと考えます。

◆課題としては、先ほども多くの意見が出ました

が、古茅の価値をどうにかして見直し、再利用でき

るようにすることです。私も現在、科学研究費を

使って茅の循環利用をめぐる様々な価値を見出す研

究に取り組んでいます。このように皆さんが集まる

場で、さまざまな情報交換ができればと思っており

ます。

◆最後に、今日は皆さんに牧の入茅場の素晴らしさ

を感じてもらうだけでなく、ぜひ自分事としてとら

えていただきたいとおもいます。今日、いろいろな
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方がいらっしゃると思います。行政の方には、茅場

保全策の立案と予算化をぜひお願いしたいと思いま

す。これは昨日思いついたことなので、真に受けな

いでください。半分は真に受けてほしいのですが。

政治家の皆さんには、茅を新築に使える法整備をぜ

ひ。これに関しては進んでいるようですが、引き続

き進めていただきたいです。企業の皆さんには、

SDGsやCSRに乗っかって茅場で活動していただき

たい。研究者には、これは私自身にも言えることな

のですが、茅に関する論文を増やし、熱く語りま

しょう。そして無駄な争いはやめましょう。情報を

共有し、予算の取り合いもなくして、皆で科研を取

れるようにしたいと思っています。農家の皆さん

は、肥料に古茅を使ってみてください。建築家の皆

さんは、茅を内装に使うようにしてください。教師

の皆さんは、子どもたちと一緒に茅刈りや茅葺きを

体験してください。私も数年前、学生さんたちと一

緒に、松澤朋典さんに指導を受けながら「やこぼし」

（古い茅をこぼす作業）を体験しました。

◆まだ続きます。終わりに、自分事にするために。

若い人は、茅場や茅の新たな価値を創出してくださ

い。未来の茅葺き職人として修業をしてください。

そして、若くない人は、記録を残し価値を伝える役

割を担ってください。必要となる時代は必ずやって

きます。そうした時代が来るたびに、記録を残し、

価値を伝える努力が必要です。私もそうですけれど

も、若くない人はその責任を果たすべきだと思いま

す。自然好きな人は茅刈りに参加しましょう。伝統

文化好きな人は古民家に住んでください。食べるこ

とが好きな人は古民家カフェでランチを楽しんでく

ださい。最後に皆様にお伝えしたいことは、学びが

なかった人もあった人も、今日のことを帰ったら身

近な方３人に伝えてください。それでは、これで終

わります。

司会：先生、少しだけお時間があるのですが、質問

を少し受け付けます。

会場参加者：筑波大学でススキの茅について研究を

しております。僕の研究している場所が、高エネル

ギー加速器研究機構という研究所の上にある茅場

で、五箇山と同じく火入れができないのですが、五

箇山で火入れの代わりに実施している「中刈り」や

「掃除」といった作業は、実際に良い茅をつくるため

に成果が出ているものなのでしょうか。

井田：はい、出ています。むしろやらないと悪い茅

になると思います。

会場参加者：その悪い茅というのはどういう意味な

のでしょうか。

井田：作業せずに放っておくと、茅以外の他の種類

がたくさん生えてきます。そして日陰になったり、

成長が悪くなったりして茅の大きさとかのバラツキ

が増えるのではないかと思います。悪い茅とはそれ

らを指します。製品としてはバラツキがないほうが

いいと思いますので。

会場参加者：まさに、高エネ研の茅場もかなりばら

ついてきている状況で、どうにかしたいなと思って

いるので。

井田：どうにかして（手入れをして）ください。お願

いします。

司会：ほかにもう一人くらいどうでしょうか。

会場参加者：早稲田大学のものです。昨年、敬夫さ

んにお世話になりまして牧の入で学生と一緒に茅刈

りをしました。敬夫さんのお話と先生のお話で大変

興味を持ったのは、集落の戸数100戸を２軒ずつ

やって50年でサイクルできるという、この茅場の

面積とか収穫量と集落の戸数が一致しているという

ところに、社会学的にも非常に興味を持ちまして、

増え過ぎてもいけないし、要するに集落の戸数を賄

える茅場が確保されていて、しかも集落が分家しな

いで、戸数を増やさない方法がありますよね。田ん

ぼとか。それがなんか非常に一致している、今、牧

の入はそういうお話だと思います。

　なので、先生の御経験の中で、それがアンバラン

スだったりすることがあるのか。その戸数に合わせ

て茅場を開拓していたり確保をしていたのか、かつ
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ての話はいろいろなパターンがあったと思うのです

が、屋根の数と適当なサイクルでリニューアルをし

ていくということと、茅場の面積に合わせて茅場を

広げたのか、茅場の面積に制約されて戸数が限定さ

れるのか、それから耕作地との関係とか、いろいろ

複雑かとは思うのですが、御経験の中で戸数と茅場

の面積とサイクルの年数、この辺で何か。

井田：非常に重要なご指摘だと思います。ありがと

うございます。私は生態学の専門なので、集落の社

会学的な側面については専門外で、多少不正確なこ

とを言うかもしれません。ただ、経験上、私も集落

に住んでいる身として、資源が非常に重要であり、

それが取り合いになるほど貴重だったのではないか

と感じます。そのため、限られた資源を皆で分け合

い、取り合いを避けるために、最適な集落の規模や

茅場の面積、資源量が自然と調整されてきたのでは

ないかと思います。

　要するに、それが意図的に考えられて行われたと

いうよりも、長い歴史の中で人々が集落を作る過程

で自然と形づくられてきたのではないかと思いま

す。30～40世帯の集落を維持するのに適した山の

規模や茅場の面積が、歴史的に決まってきたのだと

考えます。生物もそうですが、虫や植物が広がり過

ぎないような生態学的な仕組みが働くように、人間

も縄文時代から資源をうまく分配する方法を築き上

げてきたのではないかという感覚です。

栗田：この関係を説明する地元、千国の栗田と申し

ます。この茅場はずっと昔から同じ面積です。それ

で、この集落のうちはもちろん分家も出ますし、集

落自体は加減はあったと思います。でも、集落的に

は維持されてきた部分もありますし、ただ、各家で

持っている茅場もあるわけです。いわゆる家茅場と

言って、それぞれのうちでも小さい分け地みたいな

ところがあったりして、それは生活に使う茅を刈っ

たりもしています。

　幾つも集落があるのですが、ここの茅場は、先ほ

ど言っているように立屋と峰と千国という集落です

が、関係集落はまたそのそばに幾つか茅場がありま

す。ですから、例えば人を入れないとか、茅場で

もって入居制限をするという、例えばある地区に

よってはもう長男しか残さないとか、そういうもの

は一切ないです。それから、茅場の面積も昔からこ

のままだと、私は先輩から聞いています。

井田：ありがとうございます。やはり地元の方に直

接お話を伺うことが、一番確かな情報を得る方法だ

と思います。そのような聞き取り調査も、積極的に

取り組んでいければよいと思っております。

会場参加者：ありがとうございました。先ほどの敬

夫さんのお話ですと、戦後もここら辺は屋根を茅で

葺いていたので、歴史学的にたどるのは難しいけれ

ども、小谷の特徴の一つは、戦前期から戦後の状況

であっても今のお話のようなものを拾って資源量と

戸数と、外に流出した数や残る数というのを、近代

でも調べられるでしょうか。

井田：（そうした情報を得るには）もうギリギリ（の

時期）だと思います。

会場参加者：そうですね。でもギリギリだけれど

も、日本の中にそういうものがあるというのは貴重

なので、それが小谷の特徴の一つかなと今思いまし

た。

司会：それでは、信州大学教授、井田秀行先生の研

究報告は、これにて終了となります。



井田：時間になりましたので、第１分科会を始めた

いと思います。私は、コーディネーターの井田と申

します。引き続き、第１分科会を進めて参ります。

　この分科会のテーマは、「草原の生物多様性」で

す。ただし大事なのは副題で、そういう生物多様性

が維持される仕組みに着目して、今日はさまざまな

ディスカッションができればと思います。

　そのディスカッションに先立ちまして、本日は東

京大学大学院の高橋栞さんをお招きし、調査報告を

していただきます。

　それでは、高橋さんからご挨拶と発表をお願いし

たいと思います。よろしくお願いいたします。

高橋：皆さん、初めまして。東京大学農学生命科学

研究科博士３年の高橋栞と申します。本日は、この

分科会１で研究報告ということで、「茅場の現状と

新しい維持管理の形」というタイトルでお話をさせ

ていただきます。よろしくお願いします。

　私は、もともと修士のときは、千葉県白井市の北

総の台地上の牧と呼ばれる草原で、生物多様性と生

態系サービス評価の研究をしておりました。その

後、卒業して環境コンサルタントの会社に就職いた

しまして、環境省の地域循環共生圏という環境で地

域を元気にしようという事業の自治体の支援をさせ

ていただいたり、北海道の国立公園で計画策定の支

援業務で水草を刈ったりしておりました。

　入社して３年目の終わりの３月の繁忙期で忙しい

頃、茨城の火入れに行ったときに、女性の茅葺き職

人さんにお会いしました。そのときに、その方の手

がすごく格好良く、印象に残りました。今まで、草

原をどうにかしたいという思いはずっとあったので

すが、いい方法が見つからないなと思っていたとき

に、このかっこいい女性の職人さんの話を聞いて、

もしかしたら茅場や茅葺きというテーマだったら草

原の未来が見られるかもしれないと思って学生に戻

り、研究をしています。

　もともと人や自然や文化の掛け算に興味があり、

そこにコンサル時代に地域の課題解決やコミュニ

ティづくり、さらに大好きな草原が加わった結果、

今、茅場をテーマに研究をしています。

　今日は、前半は全国の茅場がどういう現状なのか

傾向を調べた結果、後半は、現在研究している茨城

県の茅場について報告いたします。

　早速、全国の茅場利用の実態把握調査についてで

す。全国の茅場の状況を把握するために、自治体に

過去・現在の茅場の有無、場所、面積、利用年代を

問い合せました。あわせて、文化財の報告書に茅の

調達先が記載されていることがあったので、地域内

の茅葺き屋根の有無、文化財の茅の調達先について

も聞きました。これらはメール送付か問合せフォー

ムを使って一つずつ問合せをさせていただきまし

た。

　また、茅の種類や根拠資料について今回は問うて

いないので、地元のおじいちゃんがこういうことを

言っていました、という内容も情報として利用して

います。また、過去は分かる範囲で年代を聞いてい

ます。

　早速結果に移ります。1,718自治体中965自治体
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から回答をいただきました。全国から網羅的にいた

だいて、56％ぐらいの回答率でした。

　この中で、「過去に茅場がありました」と回答した

自治体が956自治体中290自治体ありました。この

290自治体の現在の状況の内訳では、「今も茅場が

継続しています」と答えたのが43自治体。「今はな

くて消滅してしまった」と回答したのが171自治体、

「今は継続が不明」もしくは回答がなかったのは76

自治体でした。

　地図に落としてみると、全国的に茅場が消失して

いる傾向にあることは分かりますが、消失した場所

の地理的傾向については見られませんでした。恐ら

く人口動態や農地率や文化財の有無などの、地理

的、社会的な要因が関係していると思われるので、

今後細かい解析をしたいと思っています。

　茅場の減少の要因は地域によって様々だと思いま

すが、その一部について、今回自分が研究して深掘

りしている場所があるので、お話をいたします。

　これは茨城県の霞ヶ浦の南側に位置している妙
みょう

岐
ぎ

ノ
の

鼻
はな

という、約52haある湿性草原です。ここでは

「シマガヤ」という、この地域のみで採取されている

茅があり、茨城県内の文化財や民家の屋根材に使わ

れています。 かつて妙岐ノ鼻は、全域が入会地で、

茅刈りや火入れが行われていましたが、この地域周

辺の茅葺き屋根が減少して、茅を刈る人も少なくな

り、現在は丸で囲った一部のエリアで１、２軒の茅

刈業者の方が茅刈りをしているのみになっていま

す。火入れもしばらく中止していましたが、2018

年から部分的に、今年の春やっと全面焼けたという

状況です。また、ここでは近年、シマガヤの質が落

ちていると職人さんの間で言われていたので、この

茅場でどのような変化が起きているのかを植物の長

期モニタリングデータを解析して、明らかにするこ

とを試みました。

　方法として、まずシマガヤを扱う茅葺き職人さん

と茅刈りをされている方にインタビューをして、シ

マガヤと言っている植物の中身と、茅としての有用

性の関係を明らかにしました。妙岐ノ鼻では、独立

行政法人水資源機構というこの場所の所有者の方が

モニタリング調査を長く行っておりますので、その

調査データから、インタビューで得られた茅の有用

性の観点を入れて、植物がどのように変化したのか

を調べました。

　まず、インタビューの結果です。茅葺き師さんか

らは、茅の中にカモノハシが多く含まれていること

が大事で、屋根を葺く際にセイタカアワダチソウや

ノイバラがあると取り除いているということや、シ

ロバナサクラタデ、ハギ、ノハナショウブなどは茅

の中に混ざっていても問題ないのでそのまま屋根に

利用していることを聞きました。茅葺き師さんと茅

刈りされている方の両方から、チゴザサやカサスゲ

のような茎が細い植物が多いと茅が柔らかくなって

しまって使いにくいこと、カモノハシが全体で減っ

ているということも聞かれました。また、インタ

ビューだけではなく、2023年に刈り取った新品の

茅と、茨城県の逢善寺という文化財の葺き替えの際

に出てきたおおよそ50年以上前と思われる古茅を

取りだして、その中の植物を一緒に確認しました。

　これらの情報を統合し、妙岐ノ鼻で観察された植

物を茅の有用性を基に５つに分類しました。シマガ

ヤの主要な構成種である「茅有用種」として、ヨシ、

カモノハシ、トダシバなどのイネ科植物。「茅に混

ざっても問題ない種」としてシロバナサクラタデ、

ミズオトギリ、エゾミソハギなど。「茅に占める割

合が増えると茅の質が下がる種」として、チゴザサ、

カサスゲ。「茅の質を下げるため屋根を葺く際に取

り除く種」としてセイタカアワダチソウ、ノイバラ、

ツル植物などが入っています。今回インタビューや

茅の観察で見られなかったものは不明種として、解

析では扱っていません。

　まず、妙岐ノ鼻全体の変化を見るために、1996

年から2021年の植生図を基に、群落内で優占する

植物を茅の有用性で再分類しました。縦軸が妙岐ノ

鼻全体に対する面積割合になっていて、横軸が年で

す。全域では、「増えると質を下げる種」、「取り除

く種」の割合が増えていて、「茅有用種」と「混ざっ

ても問題ない種」が減少傾向でした。

　次に、1981年から2021年の40年間に行われた植

25



生調査の結果から、各種の被度の変化を茅の有用性

による分類を使って確認しました。植生調査は１×

１ｍのコドラートの中に出現した植物の被度を記録

していて、コドラート内の植物の割合が、茅を束に

したときに含まれる植物の割合と一緒であると想定

して、今回解析をしています。

　まず、「取り除く種」に関しては、年代間で有意差

がなく、過去からの傾向はみられませんでした。

　「茅有用種」の被度は、1980年代から1990年代は

差がなく、2000年代を境に有意に少なくなってい

ました。「増えると困る種」は、逆に1990年代を境

に増えていました。

　今回、茅の有用性と植物種の関係がこの研究で明

らかになり、妙岐ノ鼻での植生の変化がシマガヤの

質に影響していることが分かりました。古い茅から

は過去の情報を知ることができ、重要なサンプルで

あるということも分かりました。茅葺き職人さんや

茅刈りをされている方が感じていた茅の質が落ちて

いる、という変化は、実際に植物の観点から見ても

「茅有用種」が減っていて、「増えると困る種」が増

えていたので、利用者の感覚と科学的なデータが一

致していたということが分かりました。

　この植生の変化が起きた要因として考えられるこ

との一つに、水位の変化が挙げられます。霞ヶ浦で

は、1996年から関東近郊での水需要の増加を見越

して、湖の水位を高く保つ運用試験を始めました。

霞ヶ浦の水位が高くなったことによって、湿性植物

が減っていることは既に研究報告があり、妙岐ノ鼻

でも、特に1990年と2000年代の間で変化が見られ

たことから、もしかしたら要因の一つが、水位変化

である可能性が考えられます。

　かつての妙岐ノ鼻では、茅葺き屋根が身近に存在

し、管理されていたことによって、質のいい茅が供

給されていただけではなく、茅場の生物多様性や草

原環境の維持につながっていたという、社会と生態

系が相互に作用することで茅場が存続してきたとい

うことが考えられます。

　しかし、環境の変化に伴って植生が変化したこと

で茅の質が低くなり、利用価値も下がったと考えら

れます。茅場としての利用がなくなったのは、生態

学的な変化だけではなく、そもそも茅葺き屋根が減

少してしまったり、茅葺きに関わる人やコミュニ

ティが消失したり、社会的な変化が同時に起こって

います。

　ほかにも、妙岐ノ鼻では野鳥の会や行政、消防団

との関係性を慎重に進めている面があったり、高い

水位によって機械刈りや火入れが難しくなっている

という問題も起きたりしています。このような環境

要因や社会的要因によって社会と生態系が関わり

合っている茅場の植生が変化していることが、もし

かしたら全国においても同様に茅場の消失の一因に

なっているのかもしれません。

　では、このような現状の茅場でシステムを回復し

て維持していくにはどうしたらよいのでしょうか。

かつては、付随的で意識されていなかった生物多様

性や、生態系サービスというものが、社会で注目を

浴びていて、実はここが一つの介入できるポイント

ではないかと私は考えています。そこで、妙岐ノ鼻

で考えている例をお話しします。

　妙岐ノ鼻では、種の保存法に指定されているここ

にしか生育していないカドハリイという植物が残っ

ています。カドハリイ

は、カモノハシが優占

している場所に多く、

今も茅刈りと火入れを

行っているエリアと生

育範囲がおおよそ共通

しています。カモノハ

シは在来種の種密度を

高くするファシリテー

ター種としての役割を

持っていることも示唆

されていて、また火入れによって成長率が高くなる

ということも分かっているので、カモノハシを主と

するシマガヤを利用してきた結果、付随的に妙岐ノ

鼻の生物多様性が維持されてきたと考えられます。

　こういった内容は、例えば霞ヶ浦の水を使ってい

る下流の工業地帯の企業や、首都圏の企業、または

自治体さんが関わる動機になる可能性があります。

最近では、自然にプラスになるような経済活動、ネ

イチャーポジティブな動きが求められていて、CSR

やサステナビリティ、TNFDなど、企業活動が自然

に与える影響を開示するような経済の流れがあり、

生物多様性の話ができるようになってきました。実

際に興味を持っていて、自社でも環境にポジティブ

な取組を何かしなければいけないけれども、現場と
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つながりがなくて困っている企業さんも多くいらっ

しゃいます。

　ただ、こういった今まで関わりのなかった企業や

都心部の方々と協働するのは、言語が違って難しい

と思われたり、果たして本当にそういう人たちの理

解を得られるのか、グリーンウオッシュ的な活動に

ならないかということを思ったりする方も多いと思

います。私もそう思っていました。ただ、一緒に現

場に行って、生の声を聞いたり見たりしてもらう

と、使う言葉や入り口が違っても、意外と同じ目線

に立てることが多くあります。様々なステークホル

ダーを巻き込むために、茅場、生き物の保全だけで

はなくて、いろいろな角度からキーワードを出した

り、茅場に対して多様な視点を見いだせる場所を提

供したりすることが重要なのではないかと思いま

す。一見関係なさそうですが、ウェルビーングや健

康、新しい地域コミュニティ、スポーツ、アート、

食など、今まで関わっていなかったキーワードを入

れていっても面白いんじゃないかなと考えていま

す。

　これは茅場に限らない話ですが、ここ３年ぐら

い、週末に関東近郊の千葉や茨城の野外活動に行け

るときに参加する緩いコミュニティとして「若手の

会」というのを動かしています。関東の都市域に住

む環境系のコンサル・IT・サステナビリティや

CSRの担当者など、様々なバックグラウンドの20

～30代ぐらいの若手が、田んぼで活動をしたり、

VRで湿地に行く方法を探したり、火入れに参加し

てみたりしていて、各々が自分の興味で自然に関わ

ることができる新しい形で、コミュニティとして輪

が生まれてどんどん広がりつつあります。

　妙岐ノ鼻でいうと、火入れに参加してその技術を

学んでもらったり、茅講座を開いたり、茅場の観察

会と葺き替え体験を開催したりしています。次は茅

刈りの時期なので、イベントにしてプログラムを組

んだ上で収益化も考えています。このような活動を

少しずつ広げたいと思っていて、新しく組織を立ち

上げる準備をしています。現地に行っても行かなく

ても保全に関われる新しい仕組み・形を考えてい

て、さらに補助金や助成金などのもらうお金だけに

頼らない、収益を得ながら持続可能な形で結果的に

茅場や草原が守られる方法を模索しています。まだ

走り出しなので完全ではないですが、御興味のある

方はぜひ、noteをつくっているのでフォローして

いただけると、今の私の考えや今後の活動が見られ

ると思いますので、よかったら読んでみてください

（https://note.com/i_aristatum）。

　ではまとめです。これまでは、茅場は茅を取る場

所として管理されてきて、結果として草原の生物多

様性も保全されてきました。社会や経済の仕組みが

変わり、環境も変わる中で、茅場や草原がこれから

柔軟に続いていくためには、「多様な人が多様な目

的で多様な関わりができる場所」として、価値を再

認識して、新しい視点に気づいたり、人を巻き込ん

だり、そういったことができる場をつくる。その仕

組みづくりというのが重要になると考えています。

　最後になりますが、今回自治体への問合せでは、

約1,000自治体にご回答いただき本当にありがとう

ございました。引き続き過去と現在の茅場情報を集

めておりますので、もし情報をお持ちであれば、ぜ

ひ私まで連絡をいただけるとうれしいです。

井田：今回、高橋さんに事例発表をお願いした経緯

ですが、茅場に対して非常に前向きな姿勢をお持ち

だったことが大きな理由です。私は「生物多様性を

守るために何かする」というよりも、「結果として生

物多様性が守られる」形が望ましいと思っていて、

このたびの生物多様性をテーマにしたセッションを

行うことになった際、そんな考え方に共感してくれ

る若い人はいないかなとさまざまな話をする中で、

高橋栞さんをご紹介いただきました。実際にやりと

りを進める中で、多くの点で共感する部分があっ

て、今回発表をお願いする運びとなりました。

　それでは、早速ですけれども、ただいまの発表に

対して質問を受けたいと思います。

　いくつかに分けてお伺いしますが、最初に研究内
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容についてお聞きします。自治体へのアンケート調

査に基づく質問がありましたらお願いいたします。

ご意見やコメントでも結構です。何かございました

らお願いします。

会場参加者：阿蘇から来ました。貴重な発表ありが

とうございました。本当に面白い研究だと思いまし

た。結構はっきりと、西日本と東日本、関東から北

とそれ以下で分かれる傾向が見られるんじゃないか

と思いました。

　そもそも過去に茅場がありと答えた地域が東日本

に多いのかなと思いました。理由は幾つかあると

思っています。自治体レベルで見た場合に、やはり

温暖な西日本のほうが早く茅場がなくなっている。

農業や利用の形態が関わっていて、そういった傾向

があるんじゃないかと。岡山にしても、佐賀県にし

ても、小麦葺きとか、茅場じゃないところの茅葺き

の資源を使っている部分が恐らく西日本のほうが多

いのかなと。そういったところもあって、そもそも

茅場があると答えたところも、西日本と東日本で傾

向が見て取れるんじゃないかと思いました。そのあ

たりも恐らく考察していると思うので、お聞かせい

ただけたらありがたいと思います。以上です。

高橋：今回、茅の種類を問わずに聞いたので、うち

は小麦や稲藁だから茅場はありませんという回答は

結構いただいていて、それは確かに西日本のほうが

多いです。ちなみに東北だと、茅場というよりはそ

の辺のヨシを使っていたという話が多いですし、山

が多いような自治体さんですと、その辺のススキを

刈っていたよみたいな感じで、茅場として大きな面

積を維持していたという場所がそもそも限られる場

合もあると思います。あと、北海道はヨシやササ

だったり、沖縄だとリュウキュウチクを使ったり、

地域による材の違いによって茅場の形態が異なって

いる可能性もあります。

会場参加者：西日本の草原は、茅場としての利用も

もちろんあったと思うんですけれども、どちらかと

いうとそのまま田んぼに入れるような農業利用とい

うか、施肥の利用がメインだったんじゃないかなと

思っていて、小谷のような屋根にして田んぼに返す

というパターンと、緑肥としてそのまま使うパター

ンがあり、草の使い方が違ったんじゃないかなと、

この図を見たときに感じました。これは所感なの

で、たぶん調べていただくともっと深い研究になる

んじゃないかと思ったので、質問させていただきま

した。ありがとうございます。

井田：ありがとうございます。阿蘇の事例について

もいろいろお話ししていただけるといいと思いま

す。もしかしたら後ほどコメントいただくかもしれ

ません。ほかにご質問やご意見ありますか。どうぞ

お願いします。

会場参加者：茅場が東と西で違うんじゃないかとい

うことですが、茅場と一口に言っても利用形態が結

構違うと思うので、これを聞くときの文言やアン

ケート内容を知りたくて、「茅場があるんですか」と

いうのは、そもそも「屋根材を取る茅をつくってい

た場所はあったんですか」というのか、あるいは「何

か利用する草を取っていた茅場はありますか」とい

うのだと、結構内容が違うと思うんですけれども、

そこら辺はどうでしょうか。

高橋：ありがとうございます。質問は、「現在／過

去、地域内に茅場として利用されている場所はあり

ましたか？」という内容です。あまり絞らずに聞い

た結果、いろいろな形態について回答が得られてい

る状況です。

会場参加者：ありがとうございます。気になったの

は、人によって茅場の認識が違うんじゃないかとい

ことで、特に屋根に葺くためのものだけが茅場で

あって、牛に与えるのは牧草だから茅場じゃないよ

ねとか、あるいはヨシ原とか、自然に出てきたもの

を適当に切っているから茅場じゃない、管理してい

ないとか。そこら辺の茅場の認識というのが難しい

なと思ったので質問させていただきました。ありが

とうございます。

井田：ありがとうございます。ほかにどうでしょう

か？

会場参加者：環境省の戸隠から来ました。僕も茅場

の定義が気になりまして、結構、長野県は牧草地を

「牧
まき

」と呼んでいたり、霧ヶ峰みたいに、もう茅場利

用はされていないけれども草原として観光のために

維持されていたりするところが消失してしまってい

るんじゃないかと危惧をしています。そういったと

ころをうまくフォローできているのかをお聞きした

いです。

高橋：ありがとうございます。草原に関してはデー

タベースが過去に出されており、先生方、研究者の

皆さんがだいぶ整理されているので、すでに情報が
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あります。ただ「茅場」という名前になったときに、

情報が掲載されていないところもあったため、今回

は網羅的に聞いてみるためにこの調査をしていま

す。

井田：ありがとうございます。

会場参加者：阿蘇などの場合、自治体の人にヒアリ

ングをされても、本当に実態が分かりにくいと思い

ます。阿蘇の場合は草原を管理しているのは牧野組

合なので、牧野組合の方に聞かれたら茅場について

かなり正確な情報が出てくると思います。私が知っ

ている範囲では、阿蘇の牧野にはほとんど茅場が

あったはずです。それは地元の人に聞けば分かりま

す。自治体の職員に聞かれてもほとんど分からな

い。今の世代の人は。

高橋：実は、阿蘇地方の方々からはあまり回答をい

ただいていなくて、回答をいただいた中でも、「阿

蘇グリーンストックさんに聞いてください」という

回答が多く、自治体の人が知らないパターンという

のは本当に多かったです。また、文化財課の方の熱

量によって、回答の差がありました。「分からない

のでこの人に聞いてください」と、職人さんや管理

をされている方、博物館の方なども御紹介いただい

ていています。そういった方々に聞くことで、茅場

がどこにあるか、どこにあったかという情報の精度

が上がってくると思うので、阿蘇について知りたい

ときは、実際に管理されてコネクションをお持ちの

阿蘇グリーンストックさんや牧野組合の皆さんにお

聞きしたいと思います。ありがとうございます。

井田：お願いします。

会場参加者：先ほどから皆さんがおっしゃっている

ように、自治体の職員さんがどれだけ茅場を認知し

ているかということの結果の全国マップが今回出た

のだろうと思います。

　一方で、屋根材に使う茅については、茅葺き職人

さんの数が限られているので、茅葺き文化協会から

職人さんに「どこから茅を取り寄せていますか」とい

う質問をすると、現在の茅場について網羅的に把握

できると思います。以前、国際茅葺きサミットの中

で外国では年間に何束茅が使われているか、何軒の

屋根が葺かれたかというデータまで持っていたけれ

ども、日本の場合はそれが集約されていないという

課題も出ていたので、今回のデータと組み合わせる

と、実際に茅場として使われているんだけれども、

自治体としては認知されていないとか、そのずれが

見えてきたら、今度どこにアプローチしていくこと

が大事かとか、そういうところが見えてきて面白い

なと思いました。非常に面白いデータだと思いま

す。

高橋：ありがとうございます。そう言っていただけ

て本当にうれしいです。たくさんメールを送ったか

いがあったなと思っています。

　最終的には茅場データベースをつくろうと目論ん

でいて、茅葺き文化協会さんにもお話をさせていた

だいておりまして、これをベースに、今まで茅文さ

んが出してきたレポートや文化財の報告書に記載さ

れている茅の調達先、職人さんがお持ちの情報など

を集約しようとしています。

　やはり茅場を維持していくためには、まさに小谷

村さんもそうですが、自治体の方の力はすごく必要

なので、今後のアプローチの仕方を見るという意味

でも、自治体の認知とのギャップを把握するのは重

要だと思います。コメントありがとうございます。

井田：もう少しソフトな話題でも全然構いません。

　では、私からコメントですが、茅の種類をぜひリ

ストアップしていただき、国際的にその価値をア

ピールしていただきたいと思います。海外では日本

が茅の種類の多さが知られていないはずなので、英

語の論文で、茅の種類について記載することが、非

常に重要な価値を持つと思います。

　では、次に移ります。もちろん、さかのぼって質

問していただいても構いません。次は、妙岐ノ鼻の

実際の現場での研究に関して、何か質問があったら

お願いします。

会場参加者：東京農業大学のものです。本日は、貴

重なお話ありがとうございました。植生調査による
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種組成で、昔とちょっと変わっているというような

お話があったと思うんですが、その一つ、気温の変

化でいろいろな種類の植物だけでなく、虫とか動物

とかが北上しているというような認識をしているん

ですけれども、植物で今まで見られなかった種類と

いうのが入ってきたということはありましたか。

高橋：新しい種が入ってきたというよりは、その種

の分布している面積が広がっている可能性のほうが

高いです。例えばセイタカアワダチソウやツル性の

植物、ノイバラは、妙岐ノ鼻でも湖に近い辺縁部で

は1981年のデータでも確認されています。しかし、

火入れ面積が全域から一部へと縮小し、ノイバラや

ツル性の植物が増え、今では簡単には燃やせず残っ

てしまっています。気温の変化で新しい種類が移入

してきたことはないと思います。

会場参加者：ありがとうございます。分布が変わっ

たということで理解することができました。

井田：ほかによろしいでしょうか。

会場参加者：茅の利用者のインタビューで、カモノ

ハシの量が違って短くなっているということや、茅

刈りのときには昔はもっと太かったと言われていま

す。言い換えれば、今は昔よりも小さくて細くなっ

ているというような変化がここのコメントからは予

想されたと。

　今回すばらしいのは、実際に古い茅のサンプルを

もらって比較することができたところで、種組成の

比較はあったんですけれども、長さや太さといった

形質の比較をやったらすごく面白いんじゃないかな

と思っているんですが、もしやっていたら結果を教

えてほしいと思います。

高橋：長さについて比較していたので結果をお話し

します。今回は1981年にコドラート内のカモノハ

シの長さを全部取っていたので、それと同じ方法で

2023年の６月から11月に毎月同じようにカモノハ

シの長さを測りました。

　その結果、1981年に関しては大体100cm前後

で、わりと同じだったんですけれども、2023年の

データを見ると、長さにだいぶばらつきがあること

が分かりました。長いものもあれば、短いものもあ

るみたいなところですね。

　もう一つ、カモノハシに関しては長かったと言わ

れているのと同時に、シマガヤ自体がすごく短く

なっているとインタビューで言われました。その原

因として、コドラート内の被度を見ると、チゴザサ

とカサスゲが60％ぐらい被度を占めていて、恐ら

く茅の束の中で短い植物の割合が増えたことで、全

体的に束が短くなっているということも起きている

んじゃないかなと思っています。

　カモノハシの太さについては、葺くときに刈り込

んでいるので、どこの太さを取るか難しく、保留し

ています。サンプルは色々な年代で取ってありま

す。

井田：ありがとうございます。ほかにあればどう

ぞ。

会場参加者：九重から参りました。シマガヤという

のは植物名ではなくて、そこに生えている草たちを

まとめての総称ということでよろしいでしょうか。

高橋：はい。今回、そもそもシマガヤの中身が何の

植物を指しているのかを調べました。メインの構成

種として、昔はカモノハシが多かったと言われてい

て、そこにヨシ、トダシバ、オギ、ウシノシッペ

イ、ヤマアワのようなイネ科の植物、あとチゴザサ

やカサスゲも昔の茅にも少し入っています。これら

が全部ミックスされた茅をシマガヤと言っていま

す。なので、ほかの地域の茅に比べるとだいぶ特殊

な茅だと思います。

会場参加者：分かりました。ありがとうございまし

た。茅がこんなにたくさんの種類で構成されている

というのがすごく新鮮で、本当に面白かったです。

ありがとうございます。

井田：ありがとうございます。

会場参加者：筑波大学からきました。他の茅の研究

で聞いたのが、セイタカアワダチソウなどと競合し

ている希少種だったり、競合していない希少種がい

るというような話を聞かせていただいたんですけれ

ども、それで気になったのが、そういう希少種は、

別に茅にとって有用な種だけではないと思うんです

けれども、希少種だとしても、地元の方の認識とし

て茅に使えないから除外してしまおうというか、そ

ういうような取組を昔は行っていたのか、それと

も、一応そういうものが点在していたとしても無視

して茅を刈っていたのか。手間と保全の問題だとは

思うんですけれども、どのぐらい茅に関係ない種を

除外していたのか気になったので、その辺の地元の

方の認識についてお聞かせいただきたいと思いま

す。
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高橋：今回のインタビューの結果で、「茅の中に混

ざっている問題ない種は？」と聞いたときに、若い

職人さんなので昔の方がどう言っていたかは把握で

きないですけれども、その方が言うには、シマガヤ

というのはもともといろいろな植物が混ざってい

て、１本違うものが入っていても屋根に影響しない

とおっしゃっていました。また、いろいろな植物が

入っているのはかわいいからそのまま入れていると

言っていました。そのぐらい柔軟な気持ちで使って

いらっしゃると思います。

　茅刈り師さんに関しても、茅を束ねる際に要らな

い植物を抜きますかと聞いたときに、そんなめんど

くさいことはしないと、昔から全部丸めて船に載せ

て出していた、みたいなことをおっしゃっていまし

た。希少種は茅有用種ではないですが、今回の結果

やこれまでの研究を踏まえると、茅有用種と希少種

というのが、妙岐ノ鼻に関してはセパレートするも

のではなくて、質のいい茅と同じ空間に生育するも

のとして一緒に考えられていると思います。ただ、

これはほかの茅場ではどうなるかというのは私もま

だ研究できていない部分で、希少種や生物多様性と

茅の利用の関係には興味があって、ぜひいろいろな

茅場で見てみたいなと思っています。ありがとうご

ざいます。

会場参加者：ありがとうございます。もう一点だけ

質問させていただきたいんですけれども、自分は出

身が茨城なのでわりと霞ヶ浦の辺はよく行かせてい

ただいたんですけれども、妙岐ノ鼻の湿性草原がど

ういう環境か分からないんですけれども、周りが

湿った環境だと火入れに工夫が必要なのかなと思っ

たのですが、火入れをするときに地元の方がやって

いる具体的な工夫などが、もしもあったら教えてい

ただきたいなと思います。

高橋：おっしゃるとおりで、湿った環境で火入れす

るのは大変です。昔は霞ヶ浦の水位は、0.9ｍ前後

でしたが、現在は冬期に1.3ｍぐらいまで上がりま

す。そうすると、かなり茅場が水浸しになってしま

います。ここは平野なので機械で茅を刈っているの

ですが、ぬかるんでいるために機械を入れられず、

火入れをするときにも、茅刈りした場所では水面に

刈られた後のヨシやイネ科の植物の茎がちょっと出

ているだけの状態で、そこに火をつけるのがだいぶ

困難です。茅葺屋根が多かった頃は、全面きれいに

刈っていたと聞くのでそもそも火入れの必要がな

かったとも聞きます。茅葺屋根が減って徐々に刈ら

ない場所が増えてきていた頃も、今より水位が低

かったので、刈り残しを燃料に火入れができたと思

います。今年の春も水位が高く、茅刈りをしている

場所では燃やせなかったところがありました。

　具体的な工夫はまだ見つけられていないという

か、そもそも物理的に難しいですが、水位が下がれ

ばクリアできる可能性があるので、文化の維持とい

う面で水位を下げられないかという交渉は、これか

らも地道に続けていきたいと思っています。また、

燃やせないのであれば茅刈りする面積を少しでも増

やすという工夫もできると思います。

井田：それでは、次のテーマに関する質疑応答に移

りたいと思います。

　３番目のテーマは茅場の未来の在り方についてで

す。個人的には茅場の利用と管理の未来について具

体的な提案に近い形でお示しいただいたと感じてい

ます。おそらくここが今日の話の中では一番大事な

部分になってくるのかなと思います。この部分につ

いて質問やコメントがあれば、ぜひお願いしたいと

思います。皆さんも様々な思いを頭の中にめぐらせ

ていると思いますので、ぜひ声に出していただけれ

ばと思います。

会場参加者：広島から来ました。若手の会は、ゆる

コミュとして活動しているということで、茨城や千

葉の活動に来るから東京の方が多いのか、結構いろ

いろなところから来ているのか、どこから来ている

かの内訳を教えてもらえたらなと思います。

高橋：ありがとうございます。基本的には千葉と東

京、わりと都心部に住んでいる方たちが来ていま

す。ゆるコミュっていいネーミングですね。
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会場参加者：広島でもそういうのを取り入れていけ

たらと思っています。広島も大阪の先となってしま

うと人があまり来られない、東京の人からすると、

「めっちゃ遠いじゃん」と言われてしまうので、こう

いうコミュニティがあれば足を運んでくれるとか、

見てくれる人が増えるのかなと思って、参考にさせ

ていただきます。また詳しく教えてください。

高橋：ありがとうございます。知っている人がい

る、移動手段が確保されている、実際に体を動かせ

るというのが、この若手の会が集う要因になってい

るかなと思っています。

　今年の３月の生態学会の自由集会で、若手がどう

やったら保全活動に参加できるのかというテーマで

話をさせていただき、アンケート調査をしました。

そこで見えてきたのが、野外活動に興味はあるけれ

ども、忙しくて行かれないとか、行くのに時間がか

かる、車を持っていないから出せないという意見が

見られました。逆に参加する要因として、誰か知っ

ている人が先に参加していて、話を聞いてから自分

もそこについていったという回答がすごく多かった

です。

　若手の会の初期は５～６人のメンバーで始まった

のですが、自分の大学や会社の同期を呼んできた

り、この前打合せですごく盛り上がったからその人

を連れてきたり、私も知らない人が輪の中に増えて

いって、人が人を連れてくるみたいな感じで、コ

ミュニティが少しずつ形成されているかなというと

ころです。

井田：ありがとうございます。追加でコメントはあ

りますか。

会場参加者：ぜひ全国区でやってもらって。

高橋：今ご質問いただいた方は茅葺きの若手の中で

いろいろな属性の方が参加するコミュニティを広島

でつくっていて、ご近所の方や茅葺屋根の施主さん

や地域のＮＰＯの方々など、関わる現場の先々でど

んどん仲間をつくっていて、私も巻き込まれている

１人なので、こういった人たちと連携をして、どん

どん人を巻き込む。仲間となって顔見知りが増えて

いく。茅葺きの仲間だったり、草原の仲間だった

り、自然に興味がある人たち、いろいろな分野の人

がつながっていくことができたらいいなと思ってい

て、協働している仲間の１人です。

井田：ありがとうございます。ぜひ広島支部をつ

くっていただければ。まさに今日のような会がその

ための重要な機会でもありますので、みんながカリ

スマになる必要はないですし、できるところをやれ

ばいいのかなと私も思っています。持続可能性につ

いては、一時私も思ってましたが、最近は「まず今

楽しければいいかな」と思うようになってきており

ます。

　皆さんから何かこの未来に向けて、やはり若手の

会として、（実年齢関係なく）若いと思っていればい

いのかなと思っているんですけれども、どうでしょ

う。もし、ほかに意見、質問があれば、ぜひお願い

します。なかなかこういう機会はないと思います。

会場参加者：御嶽山のふもとの開田高原というとこ

ろから来ました。私もそういう若手の人たちを巻き

込んで、地域では火入れを毎年行っていて、村全体

でやっているんですけれども、シューターを担いで

水を出して火を消すんですけれども、山が近いもの

ですから本当に避難するのが怖いところがあって。

　最近は信大の卒業した人や、若手の人で保全に興

味のある方が一緒に手伝ってくれたり、そういう人

たちは開田の自然が好きで、生物をよく観察しに来

てくれるんですが、そういう若い人たちをもっと巻

きこむ。あと、開田では、企業さんが地域の人と一

緒になって、シューターを背負って一緒に火入れの

ときに回ってくれるんですが、こういう人をもっと

巻き込むといいとか、何かいい手はあるでしょう

か。

井田：それはどういうふうに集めていくかというこ

とですね。

高橋：シューターを背負って、かっこいいですね。

　既に若い方々が巻き込まれているとお話を伺って

いて思いました。これまで茅場や草原に関わったこ
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とがない人たちを巻き込んで、その人たちを実際に

連れていって何か新しい活用方法がないかなと話を

聞いてみると、「あっ、そういうところ面白いって

思うんだ」みたいな、自分たちにはない感覚を知る

ことができます。私たちからすると、こういう植物

がいたらすごくきれいとか思うところはあります

が、自然や生き物だけではなくて、きっと響くとこ

ろが人それぞれ別にあって、そういうのをうまくこ

ちらも拾って吸収して、新しい視点で茅場や草原を

捉えたらどうなるんだろうとか、何か一緒に面白い

ことができないかなとか、そういう話が現地ででき

ると、きっと新しい人たちも増えてくると思いま

す。

　そのためには、その場所を管理している我々サイ

ドが、いかに、ただ生き物を守りたいだけの団体で

はないということを示すか、が重要だと思います。

継続のためにいろいろな方法を模索していて、アイ

デアや新規の参加者に対していつでもウェルカムで

すと示したり、具体的なアクセス方法や宿泊場所の

情報が提供されていたり、そういう現地に来るため

のフォローが必要かもしれません。また、来たらど

ういう人たちがいるのかが分かっていると安心感が

あると思いますし、現地に呼び込むために、まずは

現地でないところでアピールしたり交流したり、で

きることを考えられるといいと思います。

　現地ではない今ここで直接お会いしてお話を聞い

て、私も開田高原に行きたくなりました。アクセス

や宿泊をアレンジできたら若手の会のメンバーや茅

仲間を連れて行きたいので、そういう情報をいただ

けると嬉しいです。今日の出会いもそうですし、こ

ういうのを大事にして、一つ一つ積み上げていけ

ば、何か新しい方法が見えるかなと思います。

井田：ありがとうございます。おそらく会場の中に

はすでに自分の地域でしっかり取り組んでいるとこ

ろもあると思います。そのような地域から、今の質

問に対してヒントがあれば、ぜひ教えていただきた

いのですが

会場参加者：僕も皆さんも高橋さんもそうだと思う

のですが、生き物が好きというところから入ってい

る人たちなんですね。世の中そんな人ばかりじゃな

いというか、そんな人じゃないほうが多い。でも実

は共通点があるよねというところが大事かと思って

います。

　例えば、最近お付き合いがあるところでいくと、

ファッション業界の人です。そういう人たちは自然

とは関係がないじゃないかと思うんですけれども、

白馬にあるショップでも、都会でも同じ服を売って

いますよね。でもそれを使う場所として草原があっ

たり、地方というところがあったりすると、そこで

ようやく接点ができると思うんですね。その接点を

どうつくるか考えなければいけないのかなと思って

います。

　生き物を守りたいからこうしましょうというより

も、あなたたちの事業活動ややりたいことは実は草

原でできるんです、という提案の手札をいかに持ち

続けるかというところが大事かと思っています。

　相談に行ったときに、「ジェットシューターが重

たいから、背負える人を探しています」と言っても

多分誰にも響かないですよね。それよりも、「めっ

ちゃ遠くまで飛ぶ水鉄砲で一緒に遊ぼうよ」と言っ

たほうが、人が来ると思うんです。それは言葉の言

い換えかもしれませんけれども、何か相手の懐と

か、業種とか、価値観に入る工夫がすごく大事に

なってくる。その結果、井田さんがさっき言った自

然が守れればいいということに繋がって、相手に合

わせて提案を変えるところが、すごく大事なのかな

と思っています。

　阿蘇でも、岡山県の蒜山高原でも、課題解決とい

うか価値創造ですね。手段としては、大阪の百貨店

さんと連携して、百貨店と草原は全然関係がなさそ

うですけれども、さっきのお話のように、百貨店と

いうのは物を売っているだけじゃなくて、最近は

「コト消費」で、何かしら体験とか購入したものを使

う場所、価値観とか、そういったものをどう表現す

るかをすごく工夫されています。その場所として地

方を選ぶ。

　恐らく白馬に大きなお店があるのもそういう価値

観や遊ぶ場所の表現だと思いますし、小谷だったら

スキー場と連携して草原が守れるかもしれない。開

田高原だったら、もしかしたら馬かもしれないし、

ほかの手段かもしれない。草原が好きじゃないけど

馬が好きな人はたくさんいるとか、山が好きな人

だったらもっといるとか、そういうところがあると

思うので、本当に大事な思いを心に秘めつつ、何か

個別の方策を考えることがすごく大事かなと思って

います。今のところ、そういう思いを持って僕も地
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方で活動しています。

井田：ありがとうございます。ほかにどうでしょう

か。

会場参加者：さっきの井田さんの質問で、たしかい

ろいろなところの方が来られていると思うんです

が、このコミュニティは出来始めたところで、始め

たのは高橋さんですか。まず１個目の質問ですが。

高橋：いろいろな経緯はあるんですけれども、私が

声をかけて始まりました。

会場参加者：それは、やろうとして始める人が１人

いないと始まらないし、さっき言ったいつの間にか

広がっていたというのは、それは次の段階で広がっ

ていったということで、コミュニティはそういう広

がり方をしていくんだと思うんですけれども、もう

一個は、長く続いていく、コミュニティが成熟して

きてどうやったら続くのかなと考えていたんです

ね。阿蘇ではグリーンストックという形ができて

ずっと続いていて、たくさんボランティアの人たち

が来ているんですけれども、今日来られている九重

の皆さんは、10年以上前もたしか同じような服で

来られていて、この活動が何で長く続いているのか

なと。

　若手の会と言いますが、たぶん前は九重の皆様も

若手だったと思うんですね。若手の会が立ち上がる

ことも大事で、広がることも大事だと思うんですけ

れども、できたコミュニティが長く続くというのも

とても大事だと思うので、質問としては、九重の方

に何で続けられているのか、秘けつとか聞ければ、

皆さんの参考になるんじゃないかと思ったんです

が、どうでしょうか。

井田：ありがとうございます。じゃあ、九重の皆さ

ん、ぜひ。次のサミットの担当になりますね。

会場参加者：参考になるかどうか分かりませんが、

私どもは「九重の自然を守る会」で、自然が好きな人

ばかりが集まったんです。というのは、楽しくなけ

れば続かないじゃないですか。苦しいことばかり

じゃ続かない。楽しければ長く続くと思っていま

す。ですから、楽しいことを長くやる。自分も楽し

くなければ人も楽しくないと思います。ですから、

野焼きへ行ったら、野焼きは面白いよ、面白いから

来て加勢してくださいと。

　坊ガツル（湿原）でいうと、九州電力さんにお願い

をして一緒にやりましょうということで始まったん

ですが、九州電力の社員に野焼きをやりますよと、

加勢してくださいと投げかけたら増え過ぎて、今は

最高でも200人、大体150人でいいんですが、多過

ぎて参加者を抽選で今選ぶようになっています。

　それはやはり面白いから。「野焼き楽しいじゃな

いですか」と。「あなたが協力してやってくれたこと

でこんな草原が保たれていますよ」、「また緑の草原

になったときにもいっぱい来てください」とか、そ

んな呼びかけをしてやっています。

　私どもの会もそうです。自然が好きで好きでたま

らない人がここに集まっていて、ですからみんな来

てくれるんですが。何かやるときに募集するとき

も、無理なく参加をしてくださいと。一生懸命じゃ

なくていいですよ、適当でいい。一生懸命走ったら

途中でパタッと倒れて終わりになりますよと。じゃ

なくてゆっくりいい加減でいいんですよ、いい加減

でいい活動ですよと、でもそれは「よい加減」の「い

い加減」なので、じゃないと全力ではなかなか長く

は走れませんから、いい加減な活動でいいと思って

呼びかけをしております。そんなことで、結論には

なりませんけれども。

井田：ありがとうございます。高橋さん、どうで

しょうか。

高橋：ありがとうございます。まず始める人が誰か

いたというのが大きなきっかけだよねというのは本

当にそうで、やはり私が火入れに感動して、「ねえ、

これ面白いからみんな来てよ」と呼びかけたり、「職

人さんたち面白いから、ちょっと一緒に泊まりにい

こうよ」と誘ったら、ついてきてくれた人がいたと

いうのはやっぱり大きかったので、私が動いたこと

がきっかけになったと思います。

　でも、それは恐らく、今現地で活動されている皆

様が私と同じ立場だと思うので、皆さんもできるこ
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となのかなと思って聞いていました。

　あと、九重の皆様の、苦しいことは続かない、で

きるときに楽しく活動して、面白いと思ったことを

続けていらっしゃるというあり方にもとても共感で

きます。私たちの若手の会も、無理なく自分のペー

スで参加してよくて、毎月行っている人もいれば、

私みたいに火入れはたくさん行くけど田んぼには半

年に１回ぐらいしか行かないみたいな人もいて、ど

れぐらいの頻度で現地に行くかは本当に自由で、別

にそれは強制もしていません。

　ガチで頑張りたい人もいれば、そうじゃない人も

いる。地元の方と話すのが楽しい人もいれば、生き

物がどう変化するのかをすごく楽しみにしている人

もいるし、草刈り機やチェーンソーの講習を受けさ

せていただいているんですけれども、そういう技術

の習得を楽しみにしている人がいたりします。若手

のコンサルが集まっていて、同業他社ではなかなか

情報交換が難しいんですけれども、立場を取っ払っ

て好きに話ができる、同じ志を持っているので他の

会社とはいえみんなで仲良く話して、こういう未来

にしていきたいよねみたいな話をしたり、活動で使

えそうな新しい技術の情報を共有したり、そういう

熱い日々を過ごす中で、みんながそれぞれ目的を

持って集まってきてくれていることで、若手の会が

続いてきているのかなと思います。

　まだ十分に茅場にたくさん人を巻き込めているわ

けではないですが、火入れに感動する方がすごく多

いですし、茅葺き屋根というと古い文化と思いがち

ですが、私たちはそういう側面だけではなくて新し

い茅葺の可能性もたくさんあると知っていますけれ

ども、それを知らない方たちもたくさんいるので、

そういう面白さをいろいろな方面に伝えていくこと

ができれば、どこかにそれを面白いと思って引っか

かってくれる人がいると思いますし、そういうきっ

かけを生む場や仕組みづくり、進め方ができたらい

いのかなと思います。

井田：ありがとうございます。あっと言う間に時間

がたってしまって、言いたいことを言えなかった方

もたくさんいらっしゃるかと思います。進行がなか

なか上手にできなくて申し訳ありません。

　高橋さんの研究をまとめると、「多様な人が多様

な目的で」とあったスライド、これですね。今日は

これに尽きるのかなと思います。茅場に限らず、ど

んな課題も今はこれが必要だと思います。里山が荒

れているとか、クマ出没多発などいろいろな課題が

ありますが、多様な人が多様な目的で関わり、さま

ざまな場所や場づくりを行うことが大切ですね。こ

の会も一つの場です。次に何をするかというところ

で、みんな戸惑っているのではないかと思っていま

す。本当にありきたりかもしれないけれども、でき

るところをまず自分でやってみる、一歩踏み出して

前を向いて行動していくことが重要だと感じます。

そして、その後に場を生み出す仕組みがつくられて

いくのではないかと思いました。

　そこで、今日のお願いです。最後のスライドに

あったQRコードから、ぜひ皆さん登録してくださ

い。そうでないと、「集まってよかったね」で終わっ

てしまうので、何かアクションを起こす。QRコー

ドでnoteに登録して、この中に入ればメーリスに

入れるわけですね。そこから、みんないろいろな思

いをぶちまけたり、良い例を共有したりして、つな

がりを持っていければと思います。そんなことでよ

ろしいですか。

高橋：まだ全然私の思いを１枚しか記事にできてい

ないので、これからどういう活動をやっていますと

か、その辺も記事にしたいなと。うちの研究室は面

白いことをやっていて、もしかしたら参考になるよ

うなことをエッセンスとしてちりばめられるような

記事が出てくるかもしれないので、そういった意味

でうまく使ってもらえれば私のfacebookでもいろ

いろ情報発信をしていますので、いろいろなところ

でつながれたらと思います。

井田：では、しばらくここに映しておきますので、

皆さん登録していただいて、また情報交換の場にし

ていただければいいのかなと思います。

　それでは、時間になりましたので、今日はここで

閉じさせていただきたいと思います。ありがとうご

ざいました。
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上野弥智代：こちらは第２分科会で、今日は「茅刈

りと茅葺きを未来につなぐ」というテーマで、皆さ

んと語り合えたらという趣旨です。

　日本の多様な地域性を持つ茅葺きというものが、

そこに未来を考えるヒントがいっぱいあるんじゃな

いかということで、再評価されつつあります。単な

る建築物というわけではなく、今日は草原サミッ

ト・シンポジウムですけれども、その中でもこの第

２分科会は、「茅」ということに着目して、茅刈り、

茅葺きを通じて未来を考える、未来につなぐという

テーマでお話ししていけたらと思っております。

　私はこのコーディネーターを務めさせていただき

ます日本茅葺き文化協会の事務局長をしております

上野弥智代と申します。よろしくお願いします。

　最初にお話ししていただくのが、松澤朋典さんで

す。先ほどの松澤敬夫さんの息子さんということに

なりますけれども、簡単に御紹介します。

　今、株式会社小谷屋根の代表取締役です。ここで

は「茅葺き師」と呼ばれています。松澤朋典さん、昭

和54年生まれ、父・敬夫氏に弟子入りし、文化財

建築の茅屋根を手がける３代目として、伝統技術の

継承及び普及啓発に力を入れている。この小谷で

育って、この山の暮らし、それから技と知恵を受け

継ぐ継承者として松澤さんが取り組まれているこ

と、少しそんなことを最初に15分ほどお話をして

いただいて、それから質問に限らず、皆さんと対談

することでお話をできたらと思っています。　

松澤朋典：私は今、小谷屋根の代表をやらせていた

だいています。もともとは東京のほうに高校を卒業

してから６年半ぐらい出ていました。また、父に弟

子入りする、甘えにならないような覚悟ができたと

きに僕も戻ってきて、現場では親方として、家では

父としての区別をはっきりして、仕事を覚えるため

に本当に一生懸命自分なりに努力して、今、何とか

３年ぐらいで、現場は頭を張ることになってしまっ

て、それは父が伊勢神宮のほうへ行って、こちらは

後を頼むという話になったので、それを機に僕が受

け継いでいます。

　また、小谷のことも含めて、いろいろなことを含

めて覚えていかなければいけないし、それをアウト

プットしていかなければいけない。そんな中で、今

までやってきた、20年少しになりますが、小谷の

ことを発表させていただきたいと思います。

　小谷村に今ある茅場として、茅場といっても茅を

採取はしていないところもあるんですけれども、火

入れを毎年行っているところが、ショクの茅場、池

の田の茅場、あと牧の入茅場、堂の入茅場、大体こ

ちらの西側の山のつながっているところになりま

す。場所でいうと、今、白馬乗鞍温泉スキー場がこ

んな感じでほぼつながっていて、みんなそれぞれ

ちょっとずつ茅の特徴も違ったり、集め方に違いが

あったり、運び出しも違いがあった中で、今一番多

く出せるのが牧の入茅場、あとショクの茅場が、出

しやすさなどで刈らせていただいています。

　全部刈る時期が同じなので、ばらばらになってし

まうと集めるのが大変になるので、取りあえず牧の

入の茅場をまず刈って、足りなければ栂池の堂の入
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㈱小谷屋根　茅葺き師　 松澤朋典 氏
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茅場を刈らせてもらったり、ショクの茅場に行って

ススキをたくさん刈らせていただいたり、あと雪の

量によっても、雪が降らなければススキをずっと

12月頃まで刈ったこともあります。

　ショクの茅場というのは、地域の方が面白いこと

を考えてやってくれて、今ずっと残っているんです

けれども、カリヤスとススキの両方があります。カ

リヤスが約2,000把、ススキが6,000把。１把、２

把と言うんですが、大体刈ったときに直径20cmぐ

らいです。これは山で立てて乾かさなければいけな

いので、あまり大き過ぎると乾かない、小さ過ぎて

も倒れてしまうので、ちょうどいいのが大体７寸ぐ

らい、束ねたところで７寸ぐらいの束が一般的な規

格となっています。６把で立てて縛るとちょうど６

尺の縄で縛れる大きさが、一応単位としてこの小谷

村では標準化されています。

　ショクの茅場はずっと前から刈っていたわけでは

ないんですけれども、ススキが多くて、道がすぐ近

いということで、このように端から刈れるんです

ね。茅場として管理しているからだとは思うんです

けれども、やはり短期間でたくさん集められるのが

管理されている茅場の特徴になります。

　次に、この池の田茅場というのは、僕たちも土倉

集落という集落があって、そこの方たちが山を登っ

て刈って運んで下ろしてきて、すごく高いところに

あるんですが、運び出すのが大変な場所です。で

も、初めて去年見させていただいたらすごいんで

す。いい茅がたくさん生えていることに気づいて、

すごく価値があるものが毎年ただ埋もれていってい

るのはもったいないなと最近すごく思いますが、ど

うしても刈る時期が同じ、雪が降る時期も同じとい

うことで、茅刈りをする人が限られている以上は、

なかなか手をつけられないのが現状です。端から刈

れるすごくきれいな場所で、見渡せるすごくいいと

ころです。火は毎年入れてくれているところなの

で、質もすごくいいです。

　牧の入茅場は、さっきのショク、池の田の茅場の

カリヤス、結構範囲が広いので、上のほうもあれ

ば、下のほうもあって、全部刈ればもっとあるかも

しれないですけれども、6,000把はありそうです。

　牧の入は、今ここに１万把と書いてあるんです

が、僕たちも毎年刈る場所が限られていて、本当は

奥まで刈りたいけれども、雪が早かったりして手が

入れられなくなったところはツルが増えたり、すご

く刈りにくくなってきてしまっていて、今刈ればカ

リヤスは１万把は刈れます。道を造った関係で道の

周りはどうしてもカリヤスが生育できないような環

境になってきて、道の周りがススキ、道から見ると

ススキしか大体見えないんですね。高いところから

下を見るとカリヤスが見える。そのススキが年々や

はり増えてきているのは間違いなくて、それを何と

か絶やしたいなと思ってたまに草刈り機で刈り払っ

たりはしているんですけれども、なかなか減っては

くれないです。

　でも、出しがすごく楽で、立てやすくて、声をか

ければ見渡せるので、牧の入が一番最初に僕たちが

10月20日、土用の入りとともに入って刈らせてい

ただいています。これは茅刈りしたときの風景で

す。

　次に堂の入の茅場というのは、栂池高原のスキー

場の鐘の鳴る丘ゲレンデという、すごく広かったら

しいんですけれども、真ん中がゲレンデになって、

両脇に残っています。右と左、両方とも1,000把ぐ

らいずつカリヤスがあります。緩斜面のなだらかな

ところです。

　牧の入茅場の説明、先ほど井田先生もおっしゃっ

ていたんですけれども、昔は２万把ぐらい刈れたん

です。各家の母屋や土蔵、神社というものも含めて



管理されて維持できた茅場です。５間×８間の40

坪とすれば、大体建坪200把で8,000把というのが

間違いなく足りる。どの家の人に聞いても、この面

積はこれだけあれば足りるからと、数量も大体の人

が知っています。

　１軒当たり100把刈れば１万把そろう。100把と

いうのは家の軒回りに楽に置き切れる量で、管理し

やすい量で、それを冬越えて、春の彼岸過ぎぐらい

に持ち寄れば、この家に１万把というのがさっと集

まる。そういうのが昔の小谷村でも当たり前にあっ

た地域のつながりです。

　今ではもう地域の作業の草刈りにしてもなかなか

出られないとかそういう時代になってきてしまって

います。茅場の茅を必要とする屋根葺き用に使う人

たちしか、今茅場で刈っていないです。２～３週間

しか刈る時期がない。やはりこれはどうしようもな

い。霜が４回も５回も下りると節が飛ぶようになっ

て、材料としては使えないとなるぎりぎりまで刈ら

せてもらって、天気はよくても材料が駄目だから、

１週間ぐらい待ってススキが刈れるようになってか

ら刈ろうかと。本当に刈る時期が少ないので、本当

は20人ぐらいでばっと刈れたらすごくいいんです

けれども、なかなか人が集まらないという課題があ

ります。

　小谷村の茅葺きは、やはり暮らしの中にある。出

稼ぎに行く方もいたり、とにかく食べることが優先

で、稲作は間違いなくやって、その期間は工事はし

ないんですね。田植えの前と田植え後、あとは稲刈

り前と稲刈りの後、ちょっとした時期に、でも稲刈

りの後はもう茅刈りが待っているのでなかなかそう

いうのはできないんですけれども、茅は茅場から必

ず調達できる。あと茅を屋根葺きに使う鉾
ほこ

とか、垂
たる

木
き

、もっと太くなると屋
や

中
なか

、もっと太くなるとサス

というのは、山に入って定期的に取る。

　そのほかに、養蜂をやったり、炭焼きをやったり

する人は山を転々としながら、とにかく山の木を

切って使う。この木は３年後には垂木になるとか、

そういうのも大体の人が分かっていて、自分の家で

数本毎年集めていれば、葺き替えのときには足りる

というのが、もう各家の人たちが山に入って管理し

てきた。だから道も整備されるし、花も咲いて昆虫

が飛び交って、それを求めて鳥も入るような山だっ

たんですけれども、なかなかそういうのが生活のス

タイル、家の形が変わって山に入る必要がなくなっ

て、気づいたら荒れてきているというのが、今の日

本中に見られる山の形。木を切っても切るだけで出

すことを考えないとか、もう使い道がないし、使っ

ても高いとか、いろいろな変化によって山の形、在

り方が変わってきています。

　やはり取るときも毎年間引きながら少しずつ取る

というのが、育てていくことにつながって、一気に

取ると絶えていってしまったり、生態系が変わって

しまうので、商売のためなどでなく、定期的に少し

ずつ無理なく荒らさないように取ります。いろいろ

な家の人に聞くと、「そんなに取っちゃ駄目だ」と

おっしゃいます。

　こういうのは山から調達してくる。天然のもの

で、ちょっと前までは売ってはいたんですけれど

も、今はもう買う人もいなくて、売る人もいなく

なって、取る人もいなくなって、自分たちで取るし

かないので、林業の方は大勢いるので多くの人に声

をかけて、本来捨てているもの、切り倒しているも

のが僕たちは必要なものなんですというのを伝え

て、こういうのがあったらこういうのが多いところ

に道を造るとかして、少しずつ集めたものが集まっ

てきて、今あちこちの山で小谷から遠くは池田と

か、あっちのほうまで林業関係者が増えてきている

ので、少しずつ声をかけて集めています。

　使うときは200本、300本と使うので、１年で集

めるのはなかなか不可能です。長いものは８ｍと

か。こういうものも自分たちで取りにいけないとこ

ろもあるので、多くの人に関係者を増やして集めて

います。

　春、野焼き、田植え、畑。茅くずは全て畑に入り

ます。小谷の人はみんな喜んでもらってくれます。

ちょっと離れたところに行くと要らないというんで

すけれども、やはり使ってみるとよかったからと、

だんだん自分のうちで使う分が減ってきたぐらい、

自分のうちの畑に置いておいたものまで持っていく

人がいるぐらい、茅は畑にすごくいいです。

　除草剤をまいたり、種をまいて肥料をやって、す

ぐ育てて出荷するという方には、スピード勝負なの

で向いていないですけれども、自分のうちで食べる

のは茅を入れるとおいしくなると、みんなが言って

くださっています。

　秋は稲刈り、茅刈りして、保存食を取って冬を迎
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えて、木材の調達、皮をむいたり、冬は屋根雪を

掘ったり、ネマガリダケののし作業、あとは茅拵え

をしています。冬の３月、雪が固くなったときに、

冬の間出た茅くずを燃やして根をあぶって、反対側

に曲げると石臼の穴に挿して反対に曲げたりすると

真っ直ぐになるんですね。それを硬い雪の中にス

ポッと挿して一気に冷やすと形が真っ直ぐになるん

です。そういう形で３月に、10月に刈ったネマガ

リダケを春伸ばす。それで彼岸過ぎの仕事に使って

いくということです。

　小谷村の屋根は、大体今10軒ぐらい、民家で３

軒、資料館で２軒、あとそのほか、レストランや展

示物などが５棟ぐらいあって、それぐらいしかあり

ません。

　豪雪地帯の葺き方の特徴は、「２、３ぷっくり、

４、５、６ぴしゃり」と、ちょうど壁の上辺り、三

葺き目ぐらいを一番高いところとして、結構起こす

んですね。それは、雪の重さが一番かかっていいと

ころ。そこから外は雪の重さがかかると折れやすい

ので、ちょうど三葺き目ぐらいを一番起こして、軒

が丸っこくなるように、ちょっとこれだと見づらい

んですが、三葺き目ぐらい、壁の上ぐらいが一番高

いんです。この内側にありますが、このぐらい起き

ているんですね。これは雨切れをよくしてつららを

つくらないというのと、軒に無理がいかないように

する。雪が３ｍも４ｍも積もってしまうことがある

ので、そういう構造上の特徴があります。

　茅葺き、茅刈りの課題は、野焼きや雑草退治。自

分たちで刈っている場所だったら自分たちで毎年刈

るから、自分たちで刈るところぐらいは自分たちで

刈っておこうとか、大勢の人が入っていたのがだん

だんなくなって、全部僕たちではやりきれないとこ

ろで、なかなかやろうと思ってもうまくいかなかっ

たり、高齢化や保健の問題、農薬も、結構全国的に

問題になったりします。

　あとは刈り子の確保。短期間なのでなかなかいな

いですが、今僕たちはやっているのは子育て中のお

母さんに10時～２時半までとか。山のガイドはも

う10月に半ばになるとみんな終わって下りてきて、

今度スキー関係のほうに行くちょっとの間がちょう

ど茅刈り時期なので、そういう方が入ってくれてい

ます。あとスキー産業の従事者。宿の人たち。従業

員を早く集めて茅刈りをしてもらって、雪が降った

らそっちの仕事をするような方向にシフトしていた

だけるように、早めに人を確保するということ。

　あとスキーヤーとトレイルランナーともつながっ

たりして、茅刈りや茅の引き出しなど、同じ地球で

生活をする人たちに多く関わってもらって、スキー

を滑る場所は実は茅場なんですよということも伝え

ながら、みんながお互いのためになるように動いて

います。

　茅葺きに関しては、やはり道具や機械の発展や開

発がないので、同じことをしていくしかない、手間

が同じだけかかる、昔と変わらない。あとは置き場

の確保、材料の調達。この小谷の葺き方の高田流と

いうのは、何か難しいと。雪国の屋根は葺きたくな

いという方も結構いるんですけれども、掘るのに時

間がかかる、固く締めるので手を痛めるとか、職人

の減少と高齢化が茅葺きの課題です。

　どうやっていったら残せるかというと、関係人口

を増やす、関わってくれる人を増やしていくこと

を、今少しずつやっています。トレイルランナーが

走るトレーニングを兼ねて引き出す、すごく早く集

まるんですね。こういうのを使ったりしています。

　未来へ残すための取組も、小谷村では小学生３、
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４年生がワラビ採りをして茅場に親しんでいるの

で、その延長で、スキー部の保護者たちと生徒で茅

刈りをして、僕たちで買い取って活動資金に充てて

もらっています。白馬高校のスキー部にも声をかけ

て、引き出し作業、行ったり来たり山をずっと走っ

てトレーニングを兼ねて、これも活動資金に充てる

ために、子供たちも先生も来て頑張ってくれていま

す。

　あとはキャンピングカー協会と連携して、平らが

あればキャンピングカーで来て茅刈りをして、観光

して、自然に触れて帰ってもらうイベントを１回

やって、よかったのでまた今年もやるかもしれませ

ん。

　あとは青年部・女性部、地域を越えた仲間たちと

のつながりで、茅刈りをして刈った分を買い取っ

て、それが組織の活動資金として収益活動につなが

る。

　そういうことをやって、だんだん参加者が増えて

きています。長野県には今100もないですけれど

も、スキー場があるところで茅刈りを復活させて、

その地の人たちで茅刈りをやってもらって僕たちで

買い取ることが、今５市町村で行われています。

　県内では、６年生が毎年どこかで立穴式住居を

造っていてそういうのを教えたり、茅刈りからやろ

うということで、今年も安曇野市のほうで一つ、骨

組みはもう終わっていて、茅刈りを待っている学校

があります。

　そうやって関係人口を増やし、触れてもらう、

知ってもらう、ものづくりの良さを子供たちに味

わってもらう。あとは全国の職人さんたち、みんな

忙しいんですけれども、ちょっと空いたときに行っ

たり来たりして、やり方の違いとか、気づきを与え

合ったり、いろいろな発見のきっかけになったり、

技術の交流も積極的にやっています。

　林業従事者を増やしつつ、茅葺きとの両立、除雪

との両立。各地の野焼きに参加。林業というのは谷

に１人ぐらいは絶対必要な職種で、林業だけで生活

するのも大変だから、茅葺きに入ったときは茅の加

工もしてくれるとか、そういう人も今少しずつ増や

そうと思っていて、今年から林業の関係の人が一緒

に働いてくれているんですが、やはり谷に１人林業

をする人も一緒になって増やしながら活動をしてい

ます。

　スキー部との茅刈りが左側で、白馬高のスキー部

の茅の引き出しが右側の写真。年１回キャンピング

カーのときの映像です。

　あとは子供たちと刈り取った茅でアート作品をつ

くって、子供たちが茅でつくった作品がある以上、

二十歳になっても30歳になっても、見たときに当

時を思い出して、ふるさとを懐かしくなってもらえ

たらという思いで、小谷・白馬の辺りから糸魚川ま

でのジオラマみたいなものをつくらせてもらいまし

た。

上野：ありがとうございました。最後のは道の駅に

あるんでしたっけ。

松澤：はい、道の駅にあります。

上野：道の駅「おたり」ですね。ありがとうございま

す。

　では、松澤さんのお話と、お昼からの松澤敬夫さ

んと、井田先生の話も踏まえてですが、この会場に

地元の方はどのぐらいいらっしゃいますか、村長も

含めて。地元の方は５人いらっしゃいますね。あ

と、よその地域だけれども、茅場を持っているとい

うことで参加されている方はおられますか。そうし

たら、茅葺き職人ですという方は？　１人。あと

は、環境保全活動をされている方は？　あと茅葺き

の所有者、茅葺き民家を持っていますという方は？　

２人いらっしゃいますね。　今言われた中に当ては

まらないなという方は？　学生さんと環境省の方。

あとは当てはまらなかったのはどんなことをされて

いる方ですか。茅葺きを使っている方？

会場参加者：今、長野県に移住して家を探している

んです。古民家がいいなということで。

上野：新たな担い手ですね。そんなメンバーです

ね。ではこの第２グループで、最後みんなで四つぐ

らいキーワードを出していきたいと思います。何か

こういうことができるんじゃないのということで。

朋典さんに質問や感想、自分はこうやっているんだ

けれどもどうなんだろうとか、何でもいいんですけ

れども、まずは質問をどなたかいかがでしょうか。
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会場参加者：山梨県北杜市の清里というところから

来ました。環境保全活動みたいなことをしているん

ですけれども、私は裸足で森を歩いて森を豊かにし

ようということでやっていまして、そういうツアー

や森づくりをしている者です。草原ではないんです

けれども、もともと清里も草原が多くて、今みたい

じゃなくて山も見えたと言われていたので、そうい

う再生の仕方というか、環境づくりもどうにかでき

ないかなと思って今回参加しました。

　先ほど10月20日に茅を刈り取り始めるというお

話をされていたんですけれども、こういう一般の人

が参加したい、手伝いたいみたいな窓口はあるんで

しょうか。ちょうど10月20日は、私、そういえば

空いているなと思ったので。

松澤：今茅場で刈らせてもらって、刈った束数で地

権者さんにお金を支払うという形でやっているの

で、小谷屋根の茅刈りという形であれば一緒に参加

できます。もし違うところに持ってきてということ

であれば、申込みをすればOKだと思います。

会場参加者：10月20日は大丈夫ですか。

松澤：ぜひよろしくお願いします。

上野：それは松澤さんに申し込めばいいということ

ですか。

松澤：そうですね。一緒に同じ仲間でみんなで刈れ

ば全然大丈夫です。

会場参加者：ありがとうございます。松澤さんに以

前お会いして、裸足のマラソン大会に出てくれたん

ですけれども、茅葺きとは全然関係ないんですけれ

ども、私も裸足で歩いていてすごく足が発達してき

て、松澤さんの手を見た瞬間に、ちょっとハッとさ

せられたというか、すごい手をしているんですね。

皆さん茅葺き師の方はそうだと思うんですけれど

も、やはり人間は使い込むとこれだけ発達するんだ

というか、発育発達段階である程度体の形は決まる

と言われているんですけれども、そうじゃないなと

いうのは、松澤さんの手や自分の足を見て感じてい

ました。人間の体の限界はまだまだあるなと、全く

違う話ですけれどもそれで感動して、松澤さんを追

いかけてきました。ありがとうございました。

上野：全く関係ないというか、森とかこういうとこ

ろに暮らす人の体だったり、知恵だったりなのかな

というのが、敬夫さんもそうですけれども、思いま

すね。茅葺きに発達しているというより、この山の

暮らしというか、そのものに適した体だったりする

のかなと私も思います。

会場参加者：今日は知人が欠席して、２日前にお誘

いをいただいて来たのでこれに対する知識があるわ

けじゃないんですけれども、茅葺きの屋根を普及さ

せるためには、一般の人に具体的にメリットを分か

りやすく提示するのが大切かなと思ったんですけれ

ども、具体的にメリットを提示するとしたら、どう

いう宣伝文句になるでしょうか。

松澤：茅葺きの建物は、大体自然なもので出来上

がっていて、土間と土壁と草の屋根、木と草の文化

みたいな、全て土に還るというのと、化学物質とか

そういうものを使っていない。あとは自分たちで補

修をしながら暮らしてきた、100年、150年守って

くる。特に塗装とかもなく。まあ差し茅とかは必要

になるんですけれども、自分たちで維持管理してい

かれる。建物は大きいですけれども。

会場参加者：私自身、地球環境にどれだけいい影響

を与えるかがこれからの生活様式では一番大切だと

思っていて、茅葺き屋根以外にはどういう種類の屋

根というか、地球環境にやさしい建築方式だとどう

いう屋根のつくり方があって、ほかの様式と比較し

て茅葺きのメリットはありますか。

松澤：やはり炭素の固定というところで、燃やした

ときに炭素が固定化される、吸収したものが分かる

んだけれども、炭になって残っています。そういう

ものは分解されるのにすごく時間がかかる。草原が

あるというのと、茅葺きにしていくというのと、

カーボンニュートラル以上だと思うんですね。

会場参加者：つくる過程ですごく自然を汚さない。

茅葺き屋根１軒あるだけで、そこのリンゴ農家はす

ごくリンゴがおいしいんです。受粉がすごくできる

41



とか。１軒あるだけで里山が守られる。木を切る、

必要なものを調達する。山に人が入る。やはりそう

いう暮らし。稲作とかとちょうどいい関係性があっ

て、やはり全部やれれば一番いいので。勉強になり

ました。ありがとうございました。

松澤：どこから来られましたか？

会場参加者：長野市からです。

上野：近くですね。すごく大事で、難しい質問です

ね。茅葺きのいいところ、こうだからと説明できな

いといけないのは大事な指摘だと思います。みんな

にまだまだ共有されていないことだと思っていて、

すごくいいなと思っているけれども、うまく言語化

できていないところがあると思います。

会場参加者：茅葺き屋根の家に住んでいます白馬村

からきました。朋典さんに屋根の管理をしてもらっ

ています。住んでみて思うのは、とても涼しいとい

うことですね。この夏とても暑い日もあったんです

けれども、やはり家に入るとひんやりしますし、外

から来られた方がみんな「この家は涼しいね」と言わ

れます。それだけやはり断熱効果があります。

　あと、雨が降ったときに雨音がしないですね。外

を見て初めて「あ、降り出したな」と分かるぐらいな

感じです。ただ、やんだときに分からないというの

もあります。いつまでも雨だれが落ちているので。

住んでみていいなと思うのはその２点です。

上野：ありがとうございます。あとは、家の中で火

がたけるということ、生火をたいても屋根から排出

してくれる、家の中で火がたけるというのはすごく

大事なことじゃないかなと思います。

　今はそれから離れてしまっているから、それがで

きないからとあまり不便に感じないかもしれないん

ですが、何かひとたび災害が起きたときに、やはり

水と火、それから食べ物というのがどれだけ大事か

ということを痛感することが日本の中でもよくある

わけです。そんなときに茅葺きというのは家の中で

も火をたけるので、すごいことじゃないかなと、災

害のたびに思うことがあります

会場参加者：今、筑波大学で茅場の研究をしており

ます。質問ですが、小谷村で茅刈りは鎌で刈ってい

ますか、機械で刈っていますか。

松澤：鎌で手刈りです。

会場参加者：そうなんですか。日本のほかの地域で

は、人が足りなくて機械の導入が進んでいますけれ

ども、ほかの茅葺き職人から聞きますと、やはり鎌

で刈った茅と機械で刈った茅は質の差があるという

指摘がありました。松澤さんはどう考えています

か。

松澤：例えば草刈り機で刈るプロみたいな人、仕事

としてやっている方に刈ってもらったこともあった

んですけれども、僕が手で刈るのとあまり量は変わ

らないんですね。ただ草刈り機で刈ったものという

のは長さがそろわない、草も入っちゃう。駄目な茅

もたまにあるんです。そういうのも混ざっちゃう。

自分の体から遠いところの茅も刈り倒して束ねるか

ら、後の作業が大変で、集めることだけを考えるの

であれば、とにかくいいものも悪いものもかき集め

てしまって、冬の間選別するというのは、それは一

つの手なのかなと。とにかく何でもかんでも端から

刈って、とにかく集めてしまって、冬の間にそれを

選別さえすれば、５分の１ぐらい駄目かもしれない

けれども、8,000把、9,000把、１万5,000把ぐらい

あるかもしれないですけれども、やはり手で刈った

ほうが早い。いい茅がいい状態でそろったものが１

回で集まります。

会場参加者：御回答ありがとうございました。そう

いう大きな面積の茅場で手で鎌で刈っているという

ことにびっくりしました。ありがとうございまし

た。

上野：ありがとうございます。次どなたか。

会場参加者：利根川の上流の奥利根のほうで、

10haくらいの茅場を管理している団体に所属して

います。先ほど、刈り子、刈り手の確保にいろいろ

苦心されているということをお伺いしました。私の

ほうでも、やはり地元の方の高齢化とかいろいろ悩

んでいるところですが、現状として、将来的には万

全な状態でしょうか。それともやはり、先ほどもあ

りましたけれども、いろいろなところ、スキー場関

係者などに声をかけているということですが、その

点について、将来的な見通しも含めてお聞かせいた

だければと思います。

松澤：取りあえず茅場が維持できるぐらいの量は何

とか集まるんですけれども、若い子育て中のお母さ

んたちが、子供が小学校に入ったら働きに出るとい

う形で、取りあえずゆくゆく退職されてまた秋に空

いたら茅刈りに来てくれるというところまで見越し

て、少しずつ関係する人を増やしています。ただ、
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もうしばらくは大変かもしれないです。それから先

になると、「昔、茅刈りしたね」という方が戻ってく

ることを期待しています。

　あとは、若い人たち優先で結構増えてきていると

いうのと、通えないけれども茅刈りをしたいという

人が増えてきているので、戸隠や野沢温泉、木島

平、飯山で茅刈りをしている、それが定着して地元

の人たちで教えに行かなくてもいいふうに集めても

らって、春僕たちが買い取りに行くという形で、

点々とはしているんですけれども、同時期に同時進

行で同じことができているというのは、少しずつ人

口が増えていっているので、そこからまた広まって

くれたらうれしいなと思っています。

会場参加者：ありがとうございます。私のところ

は、首都圏の人間が奥利根のほうに行って刈ってい

ます。それで地元では足りない部分を助けている。

そういって首都圏から通っている人が大半なんです

けれども、小谷村のほうでは、その辺のバランスと

いうか、地元と都会の人の関係はどんな感じです

か。

松澤：都会から刈りに来るのは、やはりイベントご

とで、半日刈って半日は楽しむみたいな、そういう

企画で都会から来る。あとは九州のほうから刈り子

さんたちが、僕たちは刈るのが早い時期なので、九

州はまだ２か月も先の話なので、こっちで茅刈りを

２～３週間して帰るとか、そういう形で来られる方

が多くて、通いで遠くから来る人はなかなかいない

です。

会場参加者：では小谷村では、我々みたいにボラン

ティアみたいな形で参加している方はあまり割合と

してはいないという形ですか。

松澤：そうですね、たまに１時間半ぐらいかけて来

られる方もいますけれども、あまり遠くからは。小

谷・白馬ぐらいですね。

会場参加者：基本的には地元や周辺の地域で、現状

としては何とか確保できていますか。

松澤：そうですね、地元で。

会場参加者：分かりました。ありがとうございま

す。

上野：今質問してくださった方は群馬県のみなかみ

町の森林塾青水
せいすい

に所属されている方ですけれども、

そこの場合は、都会の人が来る理由の一つは、谷川

岳のふもとで利根川水系の自分たちの飲んでいる水

の源流を守るという、その水を守るということを、

最初のほうではそのことをやる人を集めようという

ことで……。

会場参加者：取りあえず飲水思源、「水を飲んだら

源を思え」ということをキャッチフレーズにやって

いるわけです。

上野：直接茅葺きを持っていて恩恵にあずかるとか

でもないし、そこの地域に住んでいるわけでもない

んですけれども、はるか下流で水を飲んでいる人た

ちが、何か役に立てないかということでやってい

らっしゃる取組ですね。

会場参加者：そういう形でやっています。

上野：今、茅葺きの数が少ないのでここだけを見れ

ば足りている話でしたけれども、茅場はあるのに刈

り手がいないということが、わりと茅場がある地域

が抱えている問題だと思います。が、これに対して

何かいいアイデアがあったらもちろんうれしいです

けれども、今しきりに各地に好んで茅刈りに行って

いる若者がいるので、何をもってその茅刈りをして

いるのか、自分が茅葺きに住んでいるわけではな

く、研究はされていますが、その方のお話も聞いて

みたいと思います。

会場参加者：東京科学大学のものです。おととしの

シーズンから、まだ全然なんですけれども、茅場を

巡って実際に茅刈りをするという、それを一応研究

スタイルとしています。すみません、まだ小谷は来

れていないんですが。

　一応、今私の中でかなり遠い長期的な目標という

か、考えている作戦としては、「茅刈りウィンター

スポーツ化計画」。

上野：ウィンタースポーツ？

会場参加者：すごく競技性が高いと思っていて、私
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が行った中で、たぶん一番激しかったのが小谷屋根

さんが教えて茅刈りするようになった木曽の人たち

が、もう暗いうちから刈り始めて暗くなるまで刈っ

て、カリヤスはやはり期間が短いからその限られた

期間の中で、もう束ねるのをそっちのけで、とにか

く刈れるだけ刈ろうぐらいな勢いでやっていてすご

いなと思います。

　御殿場も、自衛隊を上がった人が１日で何十束も

刈って、軽トラの後ろが全然見えないぐらいパンパ

ンにして帰るとか、いろいろな人がいるんですけれ

ども、やはりスピードもそうですが、でもきれい

じゃないと使えないという、どこまで行っても材料

なので、すごくそういう意味では、フィギュアス

ケートとか、スピードスケートとか、ウィンタース

ポーツ各種のいろいろな要素をかけ合わせた面白さ

があるなと思って個人的にはまりつつ、でも趣味で

はまっているだけだと怒られてしまうので研究にも

しているという状態です。

　先ほど子育て中のお母さんがというのもあったん

ですが、ある意味キャンセルできるということも含

めると、単純に楽しさというところで刈ってもらう

のが、まずはいいのかなというのは思っています。

　あと、直接的に関係なくなってしまうかもしれま

せんが、一方で、葺き方を知らないまま刈っている

とどんどん束としても訳が分からなくなってくるみ

たいなところがあって、阿蘇の人たちなどは、１日

の終わりに茅束見せ大会みたいなのをして、職人と

してやっている人が、「この束は使えない」とはじく

束が出るとか、はじかれたら、その束はお金になら

ないので必死なんです、もうその刈り子の人たち

は。そういう実務的なところもありつつ。私は専門

が建築ですが、どちらかというとそういう文化人類

学的な面白さも含めてあるので、単純にやはり１回

来てもらって、刈ることそのものの魅力を何とかし

て伝えたい。でも行くところ行くところで刈り方も

違うし、それもなあと思ってやっています。

上野：ありがとうございます。本当に茅刈りは、面

白いと言ったら悪いかもしれないんですけれども、

何か茅刈りのことしか考えていないというか、没頭

するというか不思議な。プールで泳ぐときはそんな

ところがあるじゃないですか、水の中なので没頭し

てくるというか、茅刈りも基本的にすごく気持ちい

い場所で一束一束だんだん入り込んでくるみたいな

感覚があって、楽しいという感覚は分かる気がしま

す。それとスポーツ性。

　また、これは簡単そうでちょっと難しいからまた

はまってしまうという。簡単そうだけれども、いい

茅束をつくるのはそう簡単ではない。刈れればいい

というものじゃない。身のこなしも、ベテランの年

配の方のほうが動きに無駄がないというか、もう振

り返りながらこれをやるとか、ああいうところは本

当にすごいなと私も職人さんを見て思っています。

会場参加者：大分県の九重町から来ました。阿蘇の

九重は知っていると思いますが、そこで景観の維持

のために野焼きの実行委員会を立ち上げ、650haぐ

らいの野焼きを毎年やっています。やっています

が、だんだん茅が大きく立派な茅ができるように

なっているんです。

　考えてみれば、昔は茅葺き屋根が多かったんです

が、最近はもうほとんどなくなっている状況です

が、昔茅場だったというところがやはりあるんです

ね。そうしたら、この野焼きするためには金が必要

ですが、防火帯をつくるのも大変金がかかる。これ

は金をかけてでも防火帯をつくらなくちゃ焼けない

んですね。だから、そのためには資金を稼がなけれ

ばいけない。我々の地域では、防火帯について満額

は出ないんですけれども、約３分の２近く町のほう

が補助金を出してくれます。それで今600haの野焼

きができています。何とかこの茅を金にすることは

できないのかなと。こういう分科会があるというこ

とで参加をしました。

　御教授をいただきたいと思います。茅場の要件と

いいますか、すばらしい茅というのはどのぐらいの

サイズでどういうものがいいのかというのと、それ

から人の土地なんですね。その土地で茅を取ると

いったときに、礼金とかはどのぐらい出しているの

か、出さなくてはいけないのか。それを商品として

売るとしたら、大体相場はどのぐらいなのか。そう

いったことを教えてほしいと思います。

松澤：まず、いい茅というのは、その地にある植物

としてこれしかないとなればそれを使う。でもよそ

を見るともっとこういうのがあるからそっちのほう

がいいなというものはあるんですが、あまり太過ぎ

ないというのと、青刈りをするとどうしてもカビが

生えて腐りやすくなってしまうので、青いものは極

力刈らない。曲がったもの、特に根っこの曲がった
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もの、あと弓なりになってしまったもの。これはた

ぶん乾燥の仕方が、立てかけておいた状態で固まっ

てしまったものが多いかもしれないんですが、曲

がっていなくて風すきがいいところで日当たりがよ

くて水はけがよければ、わりと風でこういう動きを

繰り返して元に戻るんです。そうすると節が短くな

ります。節が長くなると風を受けない、周りも茅だ

らけ、中も茅だと風の影響を受けないので、スー

スー伸びてしまいます。ちょっとくぼんだところと

か。そういうところは節が遠いんですね。そういう

のはポキンと折れてしまったりします。腰がなくて

硬そうだけど折れやすいとか、そういうものは使え

なくもないのでいいんですけれども、やはり曲がっ

ていないとか、太過ぎないとか、青くない、穂があ

るかどうか。穂があるかどうかというのは、刈り

取った後の乾燥に影響するので、僕たちは穂のない

茅は刈らないようにしています。

会場参加者：穂があったほうがいいんですか。

松澤：僕たちは水分が多い時期に刈るので、穂がな

い茅というのは乾燥がうまくできなくて、春見ても

駄目なんですね。刈るときはすごくいい音がしてい

い茅だなと思って刈るんですが、上を見たら穂がな

かったというやつは、やはり春になって選別すると

きによくないです。虫が食っていたり、いろいろな

病気があると思います。穂をつけたまま乾燥させろ

というのは、結構あの辺では言われます。

　あと地権者や地主にお金を払うというのは、相場

がその辺であれば、例えばお礼で5,000円でも、１

反歩ぐらいで5,000円というと多いような気もする

し、場所によっては１把５円ぐらいだったりいろい

ろあるんですけれども、僕たちが今刈らせてもらっ

ているところは、１把70円というお金を払ってい

ます。8,000把刈れば大体50万円ぐらい、100刈れ

ば7,000円という計算になるかな。そういうお金を

払って刈らせていただいて管理をしていただいてい

るというところもあれば、年間どれだけ刈っても２

万円ぐらいでいいよとか、そう言ってくれるところ

もあれば、刈ってもらえるならお礼なんか要らない

よという人もいたりいろいろですね。特に決まって

もいなくて。

　茅の規格もその地によって結構統一化をされてい

なかったりして、僕たちも刈るときの大きさがその

まま屋根に上がってくるので、直接計算しないと、

例えば何尺締めとか、直径で20cm、25cmと言わ

れても換算でしかできないんですけれども、大体

30cmないぐらいが多いのかな、20cm～30cmぐら

いの束が一般的かなと。あまり大き過ぎても重た

か っ た り す る の で。大 体20cm、25cmぐ ら い で

1,000円前後、この価格も統一がないです。

上野：それは売値ですか。

松澤：売値です。だから刈る人がもらうのは、スス

キでいうと大体300円から400円ぐらい。コガヤで

いうと150とか刈る人もいるので、１日幾らみたい

な感じになったりします。ススキの場合は１把300

円で買いますとか、400円ですとか、その地によっ

て200円とかもあるかもしれないですけれども、

300円ぐらいがいいんじゃないのかなと思ったりし

ます。これからの時代は400円近くとか。

会場参加者：それは乾燥したものの製品でですか。

松澤：それとか、例えば刈ってもうそのまま渡し

て、30刈ったら幾らもらって帰るみたいなやり方

をするところもあれば、つけておいて、後でトータ

ルして計算するところもあるかもしれないし。乾か

した状態で届けて、いいのが幾つあったから幾らで

すねとやるところもあったり、いろいろなスタイル

ですね。軽トラで刈った分運んでお金になるところ

もあれば。業者が販売するときに、屋根屋さんが買

う値段が800円とか、1,200円とか、1,500円とか、

その茅によって全然値段が違うので、見積りに合わ

なければ使えないとか、でもしようがない、それで

使うしかないとかあるんですね。やはり屋根の葺い

ている面積より材料のほうが足りないので、少しで

もススキがあれば集めて増やしていってもらえたら

と思っています。

会場参加者：九重の茅を乾燥させて製品をつくった
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ら、買うような気持ちがありますか。

松澤：輸送費の問題で、僕たち長野県の茅しか使っ

ていないんですね。でも、その地に近づけばそっち

から買うとか、あとは今予約しないと買えないし、

予約していても来年も駄目だ、再来年もあやしいと

か、そういう状況が結構出てきているので、とにか

く屋根屋としては材料をどう押さえるか。仕事はあ

るけれども茅がなければ仕事にならないとか。もち

ろん売ってくださるのであれば。

会場参加者：ちょっと頑張ってみます。それと一つ

だけ。先ほども前の会も出たんですが、カリヤスと

いうのがどうも理解できないんですね。茅とカリヤ

ス。

松澤：茅というのは屋根材のイネ科のものの総称を

言います。茅という植物の名前はなくて、屋根に使

うものが茅、それで葺いたものが茅葺き。ヨシとい

うものもあれば、ススキにもたぶん種類があると思

うんですけれども、あとはチガヤとか、カリヤスと

いうのもその中の一種で、ススキとちょっと違うん

ですけれども、屋根に使う材料です。それは小谷に

はものすごくあります。

会場参加者：カリヤスというのは、茅の種類じゃな

いんですか。

上野：茅の種類の一つです。カリヤスというのは植

物名です。

会場参加者：そうですか。

上野：でも、そちらの茅はススキだと思います。

会場参加者：そうでしょう。だったらススキ以外は

知らないです。

松澤：そうですね、ススキを一般的に茅と呼んでい

ます。

会場参加者：カリヤスは九州にはないような……

上野：聞いたことがないですね、標高が高くて日本

海側の多雪地帯によく見られるようです。関西だ

と、美山の辺りでもあったようですけれども、九州

ではくじゅうに限らずちょっと聞いたことがないで

すね。

　だから、みんなに「茅持って集まって」とここに集

まってもらうと、みんな持ってくる植物は違うんで

すよ。全国それぞれの地域で、茅と呼んでいる植物

が違う。屋根に使うものを茅と呼んでいるので。だ

からススキを持ってこられるし、ここはコガヤと

言っていますけれどもカリヤスを持ってくるだろう

し、ところによってはササを持ってくる地域も、北

海道とか能登は、茅といったらササのところもあれ

ば、ヨシ自体を茅と呼んでいる地域もあります。

会場参加者：分かりました。ありがとうございま

す。

会場参加者：九州にはカリヤスというのはないんで

すね。我々の地域では、やっぱりカリヤスと呼ぶん

ですけどね、それはヒメアブラススキをカリヤスと

呼びます。細くて爪楊枝みたいな。

上野：ヒメアブラススキ、宮崎では？

会場参加者：それはものすごく少ないんです。だか

ら非常に大事なところで、加工しやすい形が、そう

いう大事なところだけに使っています。だから私は

草原も湿原も、茅もいろいろなところで使うんで

す。でも、そのヒメアブラススキというのは、中に

綿が少しあって、カリヤスはほとんど綿がないんで

すね。ススキはありますね。非常に丈夫なんです、

細くて丈夫なんですね。アブラススキは。だから大

事なところだけに使っているというのがうちの地域

です。

上野：では、ここから先は質問プラスこういうのは

どうですかというのも加えていただくようにお願い

します。アイデアつきでお願いします。

会場参加者：神奈川県から来ました。先ほどの皆さ

んと一緒で、群馬県のみなかみの上ノ原茅場の保全

をしています。質問ですが、火入れをされている茅

場が４か所あったんですが、刈り取りをされている

箇所と刈り取りをされていない場所、またはできて

いない場所があるけれども、火入れは毎年されてい

るということだったんですけれども、火入れをやめ

ない理由というか、火入れはするけれども刈り取れ

ていない理由というか、なぜ火入れはするのかとい

うところを教えてください。

松澤：そうですね、火災の問題とかあるので、管理

者はそれぞれ別ですが、山菜採りとかトレッキング

で来たときに火災の原因になったり、そういうこと

かなと。毎年火は入れてくれているんですね、大変

だ大変だと言いながらやってくれるので。牧の入も

火事が怖いからと言っている方もいらっしゃるし、

いい茅を育てたいからと言う方もいらっしゃるし、

やはりワラビ採りがしたいからとか、いろいろな理

由があるのかもしれないですね。

会場参加者：私たちのほうや全国的に山火事が怖い
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から火入れはやめてくれという地区が多いのに、山

火事が怖いから火入れをしてくれというのがあるの

に驚きを覚えたのは文化の違いでしょうか。

松澤：あと小谷は雪がすごく降るので、全部寝るん

です。立ったまま火をつけることはほぼないので。

上のほうを燃やせば、もうそれ以上上には燃えるも

のがない状態をつくる。それで集めておいて上だけ

燃やしてしまう。そうすると、ある程度下から燃や

して大きな火になっても、飛んでいくことがあまり

ないんですね。

　だから、特に無線を持たなくても、お互いの火の

動き方を見ながらそれぞれが動き回ってできてい

る。雪で寝る地域というのは火が入れやすいのかな

と。あと時期にもよりますね。風が強い日は避ける

とか。

会場参加者：ありがとうございます。もう一点、先

ほどのつながりですが、私たちの団体は、先ほど

言った首都圏から、生物多様性というか、水源の森

保全ということで関わっているんですけれども、も

ともと地元の人や入会の仕事が残っていた箇所に

入っていって、地元の方と協力して茅刈りをして、

毎年買っていただける業者があったり、卸先が決

まっていて茅の確保がボランティアながらしなけれ

ばいけない状態ですが、そこでさっき言った高齢化

により地元の人が手薄になり、協力していた地元の

人が高齢で一緒に活動できなくなって、次の世代の

若者にいざなったときに、今振り返ると来てくれる

のは首都圏の人で、地元の若者がついてきていない

という現状があるんです。そこをどうにかしなけれ

ばいけないなというのがあって、先ほどのインスト

ラクターとか、今、松澤さんの話でいいなと思った

のは「森のようちえん」のお母さん方を呼んでみるの

もいいのかなと、ここに来て一つアイデアをもらっ

たなというのがあるので感謝しています。

松澤氏：お母さんたちで、もう行きたくないと思っ

た人は１人もいなくて、みんな気持ちよかったと

か、楽しかったとか、また来たいとか、もう仕事も

されているから行けないけれども、「イベントだっ

たら行くからね。いつやるの？」とか、そのぐらい

楽しんでくださって、すごく一生懸命やってくれ

て、満足して帰っています。この人何だろうという

ぐらい、女の人のほうが感じやすいのかもしれない

ですね、茅刈りの気持ち良さとか。

会場参加者：ありがとうございました。勇気をもら

いました。ぐいぐい行ってみようと思います。

会場参加者：早稲田大学からきました。この会につ

いては、朋典さんが今年の６月に大網でうちのゼミ

にレクチャーしていただいたときに教えていただ

き、お誘いをいただきました。私は地域社会学を教

えているんですけれども、ゼミ生と共に十数年、小

谷村が大好きで毎年やって来ています。

　昨年は松澤敬夫さんに牧の入で茅刈りを教えてい

ただき、今年の６月には朋典さんにレクチャーして

いただきました。それ以前から、真木集落で共働学

舎の皆さんに茅場に連れていっていただいて、ここ

３年ほど学生と共に急斜面の茅場、それから平たい

茅場をいろいろ経験して、学生も非常に喜んで、私

も非常に面白かったです。

　今ちょっと発言しようと思ったのは、先ほども入

門者、関係人口を増やすのが重要だとおっしゃって

いたんですけれども、私も含めて私たちが茅刈りを

経験させていただいたときに、ものすごく感動した

ことがあるんです。それを今思いだしたのでぜひお

話ししたいんですけれども、さっきメリットは何だ

という話もありましたし、涼しいからというのもあ

りましたが、初心者にとってのメリットは、もちろ

んお母さんたちもいいと思うんですけれども、束が

できますよね。初めて経験しているんですけれど

も、この茅は必ず茅に葺かれるのであると。だから

これから全国のいろいろな茅葺き屋根を見たとき

に、その中に自分の刈った束が入っているんだとい

うことを、共働学舎さんにも言っていただいた気が

しますし、敬夫さんにも言っていただいた気がしま

す。それは小谷のあちこちで聞いた言葉です。それ

はすごく驚きなんですね。
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　今日朋典さんのお話を聞いていて、私も感じたん

ですけれども、茅葺きの技術、茅葺き師としての技

術もものすごくプロフェッショナルじゃなければい

けないのと同時に、材料集めも、違う仕事であるに

もかかわらずいろいろな人をリクルートして頑張っ

ていらっしゃって、やはり茅刈り、茅葺きの総合力

というか、今AIにぶっちぎられるようなものの対

極にある総合力、それがたぶん、「あなた方の刈っ

た茅が必ずこの茅葺き屋根の中に使われて、しかも

それが50年、100年使われているんだ、あなたが死

んでも使われているんだ」と言っていただいたとき

に、学生も私も本当に驚いて、しかも刈るのは簡単

にできるんです。気をつけて混ぜないようにすれ

ば。簡単だったのに、それが50年、100年、自分の

仕事がこんなに残るんだと。

　それは論文を書くよりもはるかに簡単なんです

ね。お母さんたちも、子供たちが大きくなったとき

にそうやってこの茅の屋根を差せるだと言うと、た

ぶんすごく感動すると思うんですね。

　ですので、関係人口、飲料水源ということもあり

ますし、いろいろな動機づけは仕方が必要だと思う

んです。それで私が感じたのは、特に初心者にとっ

て、初めてやった人が感動したのはそれですね。あ

なたのやったこと、本当に簡単な仕事が50年、100

年残るものになって、しかも目に見えるということ

ですね。今、家族のやっている仕事でも現場が違う

から目には見えないじゃないですか、仕事の成果

が。だけど、やった仕事と長く残るということと、

自分で目に見えるし、ほかの人にもしゃべることが

できる。だから真木集落に行ったら、「あれはあの

年にうちのゼミ生と一緒に刈ったやつなんだ」みた

いにお話ができるというんですか、そういう動機づ

けの仕方もあるのではないかと思いました。

　それで、この後に提言とかされるそうなので、い

ろいろな提案を出さなければいけないと思うんです

けれども、やはり総合力を日本人の中でとか、特に

子供たちやお母さんたちにかき立てる。そのときに

たくさんの動機づけのオプションを持っていなけれ

ばいけなくて、さっきの飲料水源もそうですし、金

になるという話も当然でしょうし、特に関係人口を

増やさなければいけないという話がありますから、

そのときに、私たちは感動したのでこれはいける

と、殺し文句の一つになるんじゃないかなと私は思

います。

　ですので、教育力という点で、総合力をいろいろ

な生態系の知識であるとか、それから瞬間的な感動

を呼び起こす。本当に50年、100年残るんです。伊

勢神宮のそういうところに残るわけです。私が刈っ

たやつがそうなるとは思いませんが、小谷に来れば

それがあるじゃないですか。それはものすごくロマ

ンをかき立てるというか、世代を超えたストーリー

になると思うんですね。

　ですので、私が言いたいのは、今日いろいろな首

長たちが来ていますね。基本は最初は来るけれど

も、次はお金を出してあげなきゃ駄目なんです、若

者には。最初は先生と一緒に来るけれども、次に行

くかと言ったら、やることがいっぱいあるから、お

金を出してあげなきゃ駄目ですね。お金を出すとい

うときには、教育力であるとか、生態系の何かとい

うと、申請書を書かなければいけないじゃないです

か。その申請書の書き方であるとか、ネタが、もっ

とタイプを増やして、こうやって勉強して、どうい

うふうにつながっているかの書き手側の思いを理解

して、それでいろいろな教育力であるとか、生態系

とか、いろいろな形でたくさんのネタをもっと育て

て、ナショナル・トラスト的に、今回はどうしても

理解系、生態系の話が多いと思うので、これは自分

たちのやったことが自分たちの財産となって、次の

世代に伝えるというのは、ナショナル・トラストの

一つだと思うんです。

　ですので、草原サミットであるにもかかわらず、

ナショナル・トラスト的な発想とかそういうことが

ないことに驚いているんですけれども、ナショナ

ル・トラスト的にすることの中の一つに、そういう

コンセプトをもっと強く入れることの中の一つに、

教育力であるとか、そういうふうにしていろいろな

形で、朋典さんがやっているリクルート力をもっと

つくっていくというか、そういう感じがしました。

　そのときの1発目の殺し文句が、「あなたの刈っ

た茅が100年後ここにある」みたいな、そういうこ

とじゃないかなと思いました。

上野：皆さん、ありがとうございました。時間がも

う５時間ぐらい欲しいところですが、まとめの時間

になりました。

　まず、皆さんの話と朋典さんの話の中で、最初の

ほうにあったかと思うんですが、まず、茅場の保全
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のために保全をしているわけではない。「使って育

てる」ということが一つのキーワードかなと思いま

す。それは山も草原もですが、利用して使うことで

そこが保全されたり、山で言うとちょっと残してお

いて、全部使うのではなくて少し頂いてとか、段階

利用が必要だなと。林業の人が残したものをこれに

は使える。茅も、茅葺き屋根だけといったら、曲

がっているのはちょっととか、真っ直ぐなものじゃ

ないととなるんですけれども、もう少し段階的利用

が何かないかなと。今、茅には茅葺きしかないとい

うことだと、なかなか……、それも一つかなと。

　そのために、まず茅を刈らないとというのは、保

全のためにも利用のためにの両方必要なんですけれ

ども、そのメリットというのは、昔で言うと、自分

のところも茅葺きで、あなたも茅葺きで茅葺きの助

け合いだったんですけれども、それが得るものが気

持ち良さの人もいたり、子育て世代の一つの悩みを

分かち合えるコミュニティーの作業をしながらお

しゃべりする場にもなったり、そういう新しいコ

ミュニティー、茅葺きはそういう場にもなるとい

う、茅と茅葺き両方ですが、共同作業なので、みん

なでやるということで、得るものは自分のうちが茅

葺きというだけじゃないところ。それがある人は

ウィンタースポーツという、トレーニングとか難し

いことにチャレンジしたいという面白さ。ストレス

社会の中で心地よいというものが一つあったり、自

分も茅葺きに住みたいということももちろんあるで

しょうし、自分たちが何か関わったという、茅葺き

に葺かれるという喜び、自分も関われる喜びの一つ

かなと思うんですけれども、そのメリット、最初に

問いかけていただいた茅葺きのメリットは何ですか

というようなこと。これだけ環境にもすばらしくて

複合的な恩恵がたくさんあるのに、うまく共有され

ていないというのがあると思うので、茅刈り、茅葺

きをもっと、茅葺き建物の話だけをしているんじゃ

ないというところをもっともっと広く捉えて、もと

もと持っているものなのでそれは。

　それをそれぞれの人に、関係人口はどこで引っか

かるかというか、裾野が広いところがあると思うの

で、そこに広げていくことが、何か当たり前のよう

でそれができていないのかなと、皆さんの話を聞い

て思いました。

松澤：周りに茅刈りとかがあればどんどん参加して

いただいたり、何をスイッチにされるか分からない

んですが、景色とか、野草とか、虫とか、好きなも

のがいっぱいある中で、どれかがヒットすれば、一

緒に働くとか。だから、誰でもできて、ただ経験を

積めばできるようになる。茅葺き職人は茅刈りをす

る人は少ないんですが、今、住んでいる方、茅葺き

を持っている方が本来は集めて用意してもらうもの

ですが、それを集めることが省かれてくれば、その

分自分たちで集められれば、その辺に生えているも

のと思えば安くできるというふうにつながっていく

ので、何かいいことがいっぱいつながるきっかけ

に、茅刈りにも参加してもらえたらと思います。

上野：「使って育てる」が一つ大きなキーワードかな

と思います。

　11月23日、24日に茅刈り茅葺きワークショップ

を京都の美山でやります。これは一般に広く受け継

いでいくための一つの地域、茅葺き集落で茅刈りを

やって、茅葺きを学ぶということをやれます。どな

たでも参加できますので、早速これから始めてくだ

さる方がいてもいいかなと。あとは小谷に来ても

らってと思います。

　みなかみも茅刈りワークショップが間もなくあり

ます。10月26、27日、標高が高いから小谷と重な

る時期ですが、全国でここが一番早いので、ずっと

10月末から茅刈りシーズンが南に下りていきます、

茅葺き文化協会のほうのFacebookページで、全国

でこんなところでやっていますというのをこれから

載せますので、そういうのも見てください。やはり

そういう情報のプラットフォームもまだまだ充実し

ていないところがあるので、その辺も課題かと思い

ました。
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　きっと関心はいっぱいあるのに、きっかけが得ら

れていないというか、発信がうまく伝わっていない

なと思って、井田先生も言っていましたけれども、

今日来てくださった方は、御自身で茅刈りをしてい

ただくか、３人の周りの人に今日のことを伝えてい

ただければと思います。第２分科会「茅刈りと茅葺

きを未来につなぐ」ということで、これで終わりた

いと思います。



武生雅明：では、分科会を始めさせていただきま

す。この第３分科会の座長を務めさせていただきま

す東京農業大学の武生と言います。よろしくお願い

します。

　何でまた東京農大の教授がこんなところまで来て

と思われるかと思うんですが、私は、2003年に農

大に勤めてからずっと、北アルプスの高山植物の研

究をしておりまして、その関係で白馬村の八方尾根

の研究をしていたんです。あるときに、小谷村の風

吹岳に調査に行ったときに、池原の集落を通って石

坂を通って北のほうに抜けて風吹岳に登ったんです

が、びっくりしまして、池原という集落が本当にき

れいだったんですね。春に来たものですから、春植

物はきれいだし、里はきれいだし、それまでは、小

谷村に来ても国道を通るだけだと集落が見えなく

て、ここにはどんな集落があるのか、何もないん

じゃないかと思い込んでいたのが、一段上って見る

と、本当にきれいで魅せられて、それ以来ずっと通

うようになりました。2011年からは、この対面に

見える辺りの伊折という集落に１軒うちをお借りす

ることができたので、そこを研究拠点にして、もう

ずっと毎週末通うような感じで研究をしています。

　今日はその関係からこの分科会の座長を引き受け

ることになったんですが、この分科会では、茅場を

維持していくにはどうすればいいかという、それを

一つのテーマとして話をしていきたいと思っていま

す。

　先ほど見たんですけれども、約30人の参加者が

いらっしゃいますが、小谷村在住の方は６名ぐらい

で、残りの方は他地域からですが、小谷村に来たこ

とがある方はどのぐらいいらっしゃいますか？　

　案外おられますね。ありがとうございます。小谷

村という村は、先ほども話したとおり、山あいの集

落の村ですが、こういうトタンは載っていますが、

今でも昔ながらの民家がたくさん残る、そういった

景観の地域です。本当に人の生活と自然が調和して

大変美しい景観が今でも維持されている、そんな村

です。里を背景にして、後ろに北アルプスの白馬三

山が見える、そんな地域です。

　僕が最初に入ったのはまさにこっちですが、白馬

岳を中心として、白馬鑓ヶ岳の山頂には石灰岩が

あったりして、国内でも大雪山と南アルプスの北岳

と並ぶ高山植物のホットスポットで、本当にものす

ごく種の多様性が高い、そんな地域です。生き物屋

からすると、この地域はそういう目で見られる場所

です。それと同時にスキーリゾートの地でもありま

す。

　地形的に見ると、これは赤色立体図という地図で

ちょっと誇張していますが、この村の真ん中を

フォッサマグナが通っています。フォッサマグナの

東側は丘陵帯、西側は北アルプスの造山帯の末端に

なるんですけれども、東側のほうはこの丘陵がずっ

と続いていくという形になります。フォッサマグナ

でぼろぼろになった地質で、雪がたくさん降るので

地滑りがものすごく多発します。この平らな部分が

地滑りの土砂の堆積です。この地滑りで崩れた堆積

東京農業大学地域環境科学部　教授　 武生雅明 氏
親沢北観光委員会　 栗田 優 氏
雨中林野組合　 荻澤 隆 氏

東京農業大学地域環境科学部　教授　 武生雅明 氏
親沢北観光委員会　 栗田 優 氏
雨中林野組合　 荻澤 隆 氏
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地に集落が形成されているというのが小谷の集落の

つくられ方です。東側はこの小さいところにたくさ

ん集落があります。

　一方で西側は、地滑りの規模が大きくなります。

こんな感じででっかく崩れるというのが西側のスタ

イル。地形の規模も大きくなるのが西側。小谷で

は、東と西でかなり景色が変わるし、土地利用も変

わってくる、そんな地域だと理解していただきたい

と思います。

　今日話題になる牧の入茅場やショクの茅場はどち

らも西側に位置する茅場になります。こんな地滑り

が発生する地域なので、昔から自然に対する信仰が

厚い地域で、村の中のあちこちにたくさんいろいろ

な神様がいるというのも一つの特徴です。今でもほ

ぼ毎月のように何らかの神様のお祭りが各集落で営

まれる。地の神様の祭りが営まれる、そういう地域

です。

　地滑り地形の地域での土地利用というのは、大

ざっぱに言うと、最初に言ったように堆積面に集落

ができて棚田ができます。この急傾斜地は昔は刈敷

や柴地で使われていて、尾根のてっぺんにようやく

茅場、さらに遠く離れたところに薪炭林がつくられ

るという土地利用が発達していたようです。集落周

りは、今は杉林ばかりですが、ほとんどが草原だっ

たという景色だったようです。

　この小谷村で僕が最初に魅せられたのはこういう

風景で、棚田がすごく発達しているんですけれど

も、棚田の土手に春に行くと黄色い花がいっぱい咲

いているんですけれども、タンポポのように見えた

のが全部福寿草です。こんな地域はなかなか見たこ

とがないんですが、この村では当たり前のことで、

どこへ行っても福寿草がじゅうたんのように咲いて

います。これはエンゴサク。これはミミナグサと言

うんですけれども、関東ではオランダミミナグサと

いう外来種に全部置き換わりましたが、このぐらい

では、まだ普通に在来のミミナグサが出てくる。こ

れも結構僕は度肝を抜かれました。

　生き物屋は、普段誰も注目しないかもしれないん

ですけれども、こういうちっぽけなことに超感動し

て、ここしかないと思ったりするわけです。普通に

カタクリのじゅうたんも見ることができるし、春に

なるとこういう春植物、これはキクザキイチゲと

か、アズマイチゲとかというのは、林内をじゅうた

んのように覆う、そんな美しい村です。

　もう少し紹介させていただくと、スキーリゾート

が発達しているわけですが、日本では先駆けとなっ

ている地域で、昭和30年代後半には栂池など大規

模なスキー場開発が行われています。平成５年、

1990年代前半の最盛期で観光客数は200万人を超

えています。今も、だいぶ減ったとは言っています

けれども、100万人近いということです。そのぐら

いですよね、栗田さん。まだ100万人を切っていま

せんね。

栗田：はい、切ってないです。

武生：例えば、屋久島が世界自然遺産に登録され

て、オーバーツーリズムだと言われたときに、僕は

ちょっと相談に乗ったことがあるんですけれども、

そのときの人数が30万人でした。だから、オー

バーツーリズムだと屋久島が騒いでいるときに、小

谷村はその３倍以上の観光客が来ているという、規

模から考えて分かるんですが、国内でも有数な観光

地の一つです。白馬に隠れているところはあるんで

すけれども、実はそういう一大リゾート地の一つで

す。

　ただ残念ながらスキー場の開発が進んでも人口は

どんどん減って、昭和30年代は8,500人ぐらいいた

のが、今では3,000人を切って2,600人ぐらいの村

になっています。たぶんこれが今日の一番大きな課

題、どこでも同じですけれども、過疎と高齢化が進

んで担い手がいなくなっているということです。

　この地域の土地利用をちょっと追いかけてみま

す。小谷村全域はちょっと無理だったんですけれど

も、南小谷地域ぐらいを対象に土地利用の図面をつ

くって見ていったものです。

　これは1912年、明治の迅速
じんそく

測
そく

図
ず

という地図から

起こしたものです。そうすると、明治の時代には小

谷村全域に、黄緑色が茅場ですが、茅場があるんで

す。姫川の東側にも小規模な茅場がたくさんありま

す。一方で、西側のほうはかなり規模の大きい茅場

がたくさんあるんです。ちょっとこの図面には入っ

ていないんですけれども、この辺に牧の入茅場があ

ります。ここに見えているのは乗鞍のスキー場と

か、コルチナのスキー場の辺りの茅場ですが、西側

はやはり規模の大きい茅場で、明治の段階からある

というのがこの地域の特徴です。

　45年、戦後間もない頃の米軍の写真を見てみる
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と、東側はこの辺にあったはずの茅場がもう全然な

い。昭和20年、戦後間もない頃に姫川より東側の

茅場はほぼなくなっている。西側のほうも、里に近

いほうはもうだいぶなくなっているんですけれど

も、山の上のほうは維持されているという状況で

す。

　若干変なところがありますが、これは乗鞍のス

キー場の周辺ですけれども、戦後間もない頃は、写

真では草原ぽく見えないんですけれども、70年代

の写真を見るとちゃんと草原で、これ以降ずっと西

側のほうの草原は、スキー場ということもあります

けれども、ずっと維持されているというのがこの地

域の土地の歴史ということになります。

　実は、小谷村の茅場は、今回の「草原の里100選」

に選ばれたのはショクの茅場と牧の入りだけではな

くて、この全域ということで選ばれているんです

が、本当にこの辺のコルチナスキー場周辺や乗鞍ス

キー場の周辺にも良質な草原が広がっていて、西側

一帯では、今でも広い面積で、良質と言ってもいろ

いろありますが、僕から見ると非常に豊かな草原が

結構広い面積でしっかりと維持されている、そんな

地域になります。

　今日何度も聞いているかと思いますが、カリヤス

が使われています。カリヤスという植物を、僕は今

注目して研究しているものですから、少しだけ紹介

させてください。大きく見ると、これがカリヤスの

分布地点の図です。主に日本海側の北陸域に分布す

るのがカリヤスという植物です。一番上、ａのほう

がオオヒゲナガカリヤスモドキという種がありま

す。これは全然別種ということが最近分かっていま

すが、最近の宮崎大の西脇先生などの研究による

と、まさにそこの稜線で分布が分かれていて、小谷

村側はカリヤスで、妙高に行くとオオヒゲナガカリ

ヤスモドキになるということが分かっています。だ

からここは、カリヤスとオオヒゲナガカリヤスモド

キの境界になるんです。

　オオヒゲナガカリヤスモドキのほうはそこから新

潟のほうに分布が広がっていますけれども、文化圏

としては、先ほど来出てきましたが、新潟と小谷は

近いので、この周辺はカリヤスなのかオオヒゲナガ

カリヤスモドキかは関係なく、両方を茅葺きで使っ

ているという分布が見られる地域になります。ちょ

うどここが境界域です。

　もう一個はカリヤスモドキと言うんですけれど

も、カリヤスモドキは太平洋側から九州に分布して

います。これは、例えば阿蘇の山頂とか火山の山頂

域にそういう種です。

　カリヤスの自然分布がすごく気になって、北アル

プスなんかを結構歩き回って、どういうところにカ

リヤスが出てくるのかを調べてきたんですけれど

も、そうすると白馬村の小日向のコルというところ

からちょうど鑓ヶ岳に登る途中なんですけれども、

そこに蛇紋岩の露出地があって、傾斜40度を超え

るような蛇紋岩のなだれ斜面で、完全に蛇紋岩が露

出するような、そういうところにカリヤス草原の自

然草原ができます。

　日本海側へ行っても同じで、蓮華温泉の奥に回り

込んだところにも蛇紋岩の露出地があるんですけれ

ども、この蛇紋岩の露出している崩壊斜面に出てく

るのがカリヤス。カリヤスという植物は、本体は亜

高山帯から高山帯の蛇紋岩地のなだれ斜面の植物に

なります。これはどういうことを言っているかとい

うと、蛇紋岩というのは重金属をたくさん含んでい

たり、リンが少ないということで、超貧栄養で毒性

の強いところに生育する植物なんですね。そこにな

だれが来るように頻繁に壊される。貧栄養で壊され

る場所に生育するのがカリヤスという植物です。

　それをこの地域の人たちはわざわざ使ってきた、

ある意味山から取ってきて使っているのかもしれな

いんですけれども、だから本来は他種、他の植物と

の競争にものすごく弱い。そういう植物を使ってい

るということになります。だから、ある意味人が頑

張って刈って燃やしてというような形で維持をしな

いと、カリヤスというのはなかなか維持ができな

い。しかも、カリヤスの草原をこれだけの面積で維

持するというのは相当大変なことだと。普通のスス

キと比べて圧倒的にカリヤスの草原を維持するのは
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難しい作業だと、僕などは自然のところから感じる

ところです。

　毎年こうやって刈取をする。刈取をするのはすご

く大事で、貧栄養にする、もともと生育地がものす

ごく貧栄養なので、刈って持ち出す、栄養を残さな

いというのがすごく大事で、それを茅に使うという

ことも大事なことになります。これまでの基調講演

に始まってずっとそういう話をしているかと思うん

ですけれども、どうやってこのカリヤス草原を維持

するかというと、結局刈って出して焼くと、この行

為をどうやって続けていくかということがポイント

になってきます。

　今日は千国の牧の入茅場の維持に尽力いただいて

いる親沢北観光委員会の栗田さんと、雨中ショクの

茅場の維持をされている荻澤隆さんに来ていただき

ましたので、その辺の苦労話とか、昔話も含めて、

どうやって頑張って維持してこられたのかといった

ところをお聞きしたいと思います。

栗田：ここから、１kmちょっと下ったところに千

国という集落があるんですけれども、そこの栗田優

と言います。もう一人栗田がいるんですけれども、

その人のほうが、実はこの関係の責任者ですが、年

を取っているので、古いことなので話してくれと言

われて私が話をします。

　もう先ほど来ずっとこの茅場の話が出ているの

で、たぶん飽きてきているんじゃないかと思います

ので、関係のない今まで話したことではない話をし

ます。

　実は、この茅場の周りは森林帯です。雑木がいっ

ぱいあります。これは炭を焼いたり薪を切ったりす

る林です。この茅場の管理で一番厄介なのは、実は

これ（火入れ）です。先ほど来、火つけの話をしてく

れと言われたのですが、一番は安全にどう燃やすか

ということでやっているんですけれども、組織とす

ると、僕らの地区、千国が一つ、これが半分くらい

の人数です。それから峰・立屋という地区がこの辺

にあって、二つの地区に分かれて地区の運営は違っ

ているんですけれども、財産区が一緒です。

　昔は１年おきに、千国の人が焼く、次の年は峰・

立屋の人が焼くというふうに交互にやっていたんで

すけれども、ここ近年、やはり人口が減ってしまっ

たものですから、もうその一つの地区ではとてもこ

の仕事ができないということで、今は一緒にやって

います。

　この作業の責任者は誰かというと、これが一番元

ですが、年番という、皆さんの地区へ行くとその年

の当番の人がいると思うんですけれども、年番とい

う人たちがこれを仕切ります。年番が仕切ること

は、この茅焼きと、道普請と言って、道の荒れたと

ころを直したり、草を刈ったりする、堰を直す。そ

んなような仕事がこの地区に住んでいる人の義務な

んですね。これもそうなんです。

　これは、先ほど話がありましたように、50年ぐ

らいで葺き替えますから、自分が葺き替えていく間

にまたどんどんやっていくのでつながっているんで

すけれども、正直言って、昭和40年ぐらいに地区

の人が葺き替えて、去年葺き替えるという話があっ

たんですけれども、残念ながら、いろいろやってみ

たんですけれども葺けないということを言われて、

その家はトタン葺きにしてしまいました。というこ

とは、もうこの地区はこの茅を焼く意味がなくなり

ます。

　私どもも一番思っているのは、焼くというのは大

変なことで、義務人夫ですから、各家で１人ずつ出

てくるんですね。でも高齢者が多いので、今はもう

出てこられない人は出てこなくてもいいよと言うん

ですけれども、その代わりほかの仕事に、例えば１

年のうちに違うところの雪囲いとか、何かあったと

きにそこに出てくださいと言うんですけれども、一

応義務人夫なので出てきます。そうすると、去年、

最後のうちが屋根を葺けないと言われてしまったの

で、たぶんこのことは今度は何か違う意味があれば

つながっていくかもしれませんけれども、考え方は

変わってくるだろうと思います。

　焼き方ですが、一番は、まずその年番の人たちが

集まってどうしましょうという話を春に決めます。
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随分昔は雪の消える側から細かく焼いていく焼き方

もあったみたいです。この頃はこういう焼き方でな

くて、今は結構大勢の人が集まって、これは線が

入っていますが、これは防火帯ですが、昔はこれが

なかったんです。こういうのができてきたので、例

えば千国だと五つのまとまりがあるんですけれど

も、その中でその年番の人たちで決めて、じゃあ自

分たちはどこの辺をやると決めて焼いていきます。

　ずっとこれは上じゃなくて１周するようになりま

す。何かというと、外を焼いて外に出さない。中に

向かってみんな火をたいていく。もちろん火は上に

延びますから、上からやっていっても下からでも焼

き上がっていくんですけれども、大体がずっと尾

根っぷちから周りを刈ります。そして先ほど話した

ように、この奥のところや脇の林の中に火が入って

しまうと大変で、実は何回も入ったことがあります

が、入ると大変なので、今はそういうやり方をして

います。

　それから、この焼き方そのものは別に決まりがあ

るわけではないです。皆さん見よう見まねで、自分

が安全なところにいて、この火を燃やすとどこに火

が行くか、そんなことは分かっていて、上の人が焼

き切っていないのにこの斜面に（火を）つけたら大変

なことになってしまいます。そんなことは誰が伝え

たわけでもないですけれども、何年かやっているう

ちに学んでやっています。

　これも下に下りてきたときに一番最後につけるん

ですけれども、余談を申しますと、昔は僕らも若い

ので上のほうをずっと焼いてくると、結構長老で年

数のたったキャリアのお年寄りがいると下から火を

つけてしまうんです、待ちきれなくて。そうする

と、上にいる人たちは大変なんです。逃げなきゃい

けないし、林に入れたら大変だしというのは何回も

経験しました。だから完璧にルールがあって、この

やり方をすればうまく焼けるよというものはそんな

にないと思います。

　それから、周りの林の話ですが、実は里のほうと

いうか、脇のほうは雑木のコナラとかいろいろな林

ですが、この上に行くと植林とか官公造林で植えた

林があります。ですから、もともとはここはそうい

うふうにしようと思えばできた土地ですが、先ほど

話がありましたように、ここもやはり２軒分です。

１軒が大体１万3,000把です。２軒分の2万6,000把

ぐらいがここで取れます。ですから、それは春先

に、今年はうちをやるよと、丸葺きというんです

が、丸葺きをやりたいんでと申し出て、春のうちに

相談して決めて、じゃあ今年はこのうちとこのうち

と決めて、その方たちのためにみんながやります。

　先ほども話が出ましたが、大体朝３時から集まっ

てやるということで、昔は目覚まし時計がなかった

せいか、僕が聞いている話だと、その親戚の人たち

が各家を３時に全部回って、「お願いします」と。そ

れで全員が上がっていくと。大体暑くならない前に

一段落して、日が入る前にはやめたと。

　大体１人で刈る束が200把。それも刈る人が10人

で、縛る人が１人いて縛っていく。縛ったものは

「タテ」と言うんですけれども、そこに立てて干すん

ですね。最終的にそのタテを今度まとめてきて、

「ニョウ」と言って大きな茅のうちにします。それが

秋口までにタテをつくって干して、雪がだんだん解

けて見える頃になると、雪の上を茅ぞりと言って、

茅の上に乗っかってずっとこの下まで、これは斜面

ですから持っていってやってきます。それをニョウ

にします。

　この地区は面白い地区で、谷あいの地区なもので

すから、周辺に四つ、それから川の反対側に二つ、

架線を谷から谷へ線を渡して、そこへ持っていって

架線で他地区へ持っていったという感じです。

　そんなことで集めて屋根葺きに使っていたわけで

すけれども、先ほどの先生方の話を聞いていると、

こういうことそのものが、大切なことだというのは

分かるんですけれども、たぶん今までの経緯の中で

も、何でこのことが残らなかったかといえば、やは

り後継者の問題だと思います。

　僕は30年ぐらい生きたいなと思っているんです

けれども、なぜかというと、たぶんこの地区は３分
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の１ぐらいの人口になってしまいます。もう高齢者

だけのうちもありますし、いろいろな事情のうちが

あります。そうすると、こういう今の集落社会がど

ういう新しい形態になっていくのかなと思ってはい

ます。それが茅焼きの問題です。

　それから、先ほどの茅の話を少ししますけれど

も、この辺の茅は、一番先に刈る人は土用、ここで

この茅を先に刈ります。それが大体１日、延びて１

日半ぐらいらしいんですけれども、その後開放して

山の口を開けて、今度は自分で刈りたい人が刈って

いきます。屋根の茅はこういった茅ですが、使った

茅は何に使ったかというと、一つは先ほど暖房とい

う話もあったんですが、僕が聞いているのは、雪が

多いものですから、壁がみんな土壁なんですね。そ

の土壁を守るためにずっと家の周りを、これは遠野

なんかに行ってもみんなうちの周りに巻いてあると

思うんですけれども、そんなのに使った。それか

ら、堰があってそこに用水があると、そこが雪で埋

まらないために、細木を使って茅を当てていくとい

う、雪囲いとして使った記憶は僕はあります。

　それが終わると、昔は大根を洗ったりするときに

敷いたとか、ハエウリのところに草が出ないように

茅を敷いたと。最終的にその茅は腐らせて畑に入れ

たというのが、うちで使っている茅です。あとは、

さっき先生が言った「やこぼし」というのが出てきま

したね、家を壊して。それが古い茅ですけれども、

近年は結構燃やしちゃいましたけれども、それまで

は肥料に使っていたみたいです。あとは、先ほど

ちょっと話が出ましたが、ここは焼くと後にワラビ

が出てくるので、ここを焼いた後に楽しみにしてい

る人はワラビ採りに入ります。もう燃えて何もなく

ワラビだけしか出ていないので、非常にここはいい

かなと思っています。いずれにしても、集落的にも

もう目いっぱいでやっているので、どんな形でこれ

がつないでいけるか、また何の目的をもってするか

というほうが、地元でこれをやっていくための一つ

のエネルギーというか、このためにやるんだよとい

うのがないと、なかなか難しいかなとは思います。

ただ趣味的にやるのだったら、焼きやすいところを

焼けばいいんですけれども、それではどうなのかな

と思います。

　それから、今、茅を持っていってくれるところ

は、松澤さんも２年ほど刈らなかったですけれど

も、ここのところまた刈りました。それから、ここ

に共働学舎さんという組織があるんですが、共働学

舎さんは毎年刈っています。先ほど昔は東山に茅場

があったと言ったんですけれども、真木という場

所、昔、緒形拳さんの「楢山節考」という映画があり

ましたが、あそこで共働学舎さんは農業をやってい

るんですけれども、そこに民家があって、その茅を

葺くのに、ここから何キロもしょってあの山を上

がって持っていっています。ですから、使ってくれ

ている人はそんなところかなという現状です。以上

です。

武生：貴重なお話ありがとうございました。なかな

か聞いていただけでは複雑な話だと思いますので、

資料をお配りしました。資料の中でどういう組織運

営をしているかとか、今どのぐらいの人数がいると

か、構成者というのを一通りまとめていますので、

もし御質問があるときは、この資料を見ながら聞い

ていただければと思います。次は、雨中ショクの茅

場の代表で、荻澤さん、お願いします。

荻澤：今、紹介いただきました雨中の荻澤隆と言い

ます。よろしくお願いします。うちの茅場は、37

人の共有地ということになっています。雨中という

ところは面白いところで、昔から集落があって住ん

でいた人というのは、今の37人ばかりじゃなくて

もっと多いわけです。というのは、経済の発展に伴

いまして、雨中は国道沿いにありますので、村内各

地からいろいろ商売を始めたりする人が移り住ん

だ、そういうチームでもあります。ですので、牧の

入さんとは違って規模的にも面積が少ないですの

で、火入れするときにも人数的にはもっと少ない人

数でやっております。

　やり方は全く同じで、上のほうから、どちらかと

いうと森林に移したくないところをまず先にやっ

て、それからどんどんと下に広げていくというやり

方です。林野組合のほうは、組合長がいますので、

組合長、副組合長、それと会計、それぞれ班長が

あったりして、その中でいろいろ日程等決めて行っ

ております。

　火入れのやり方については、もう皆さん画面を見

ていただいて分かるとおりなのであまり詳しくは言

いませんけれども、どちらかというと、この林野組

合、少し前の組合長の頃、このままだとなかなかみ

んな組合員が年を取って成り立たなくなるというこ
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とから、もっと新しい組合員を増やしていこうとい

う方針転換をしました。

　ですので、村外へ出て行って名だけの組合員に対

して、ぜひ権利を組合のほうに売ってくれないか

と。組合のほうで買い取って、新しく雨中地区に住

民となってきた人たちにその権利を買っていただい

て、新しい人を入れながら、今やっています。です

ので、今37人の共有地の中でも組合が買い取った

権利が９件ありますので、実際には残り28ありま

す。そのうち９人が森林組合ですので、約30％以

上の方が新しい組合員、そんな形になっています。

ですので、確かになかなか維持するのは難しい中で

も若い人たちも増えてきて、まだ５年、10年ぐら

いはいいのかなと思っていますが、資料のほうにも

書いてありますけれども、最終的に、そうは言って

も60代、70代が圧倒的に多いわけなので、これか

らの維持管理が非常に厳しいのかなと感じておりま

す。

　この茅場は、昭和40年頃に茅屋根にみんなトタ

ンをかぶせて、茅を使わなくなった。その頃になっ

てもずっとこの火入れの作業は続けてきています。

昭和46年に今のコルチナスキー場が開発されまし

て、この今燃やしているところもゲレンデになっ

て、最終的にゲレンデになっても、一応組合のほう

でもって火入れの作業はずっと続けてきたという経

過もあります。ただ、ゲレンデになったので、茅屋

根の材料としては使い方は少なかったんですけれど

も、スキー場として全体的に茅を刈ったと、そうい

う意味では茅刈り作業というのは、スキー場のほう

でやってきたという経過がございます。

　最終的に地区もお祭りをはじめいろいろな行事が

あるんですけれども、なかなか若い人たちが少なく

なってきて大変だと。それはどこも皆同じでありま

す。私もここの地区に移ってきたのは高校時代でし

たので、新しく組合から権利を買って加入した１人

でもあります。そんな中、私が住んでいたのは東山

というところでありますので、そこは先ほど牧の入

の皆さんが言ったように100軒もあるようなそんな

大きな集落でなく、大体15軒ぐらいの集落が点在

していたわけです。それが大体80軒、90軒ぐらい

の集まりをもって、それぞれの茅場の維持管理をし

てきている。それぞれ茅を刈って、最終的にはそれ

ぞれの集落で、今年はこの地区の誰それが茅を葺き

たいと言っているからということで、そこに４集落

から５集落の皆さんが茅を持って集まっていたよう

なことであります。

　そういうことでありますので、茅屋根の文化とい

うのは結
ゆい

の世界だったんですね。お互いに助け合う

という。それがもう完全に茅屋根がなくなってから

は、そういう文化もなくなってしまったというとこ

ろが一番寂しいところかなと思っています。

　昔は農業にしてもほとんど手作業でやっていて、

それぞれのうちで子供たちに、例えば縄の結び方か

らいろいろな作業の方法を教えていたんですけれど

も、今はそういうことはほとんど機械化されてな

い。そういうことは、逆に言うと、いろいろ小谷の

伝統文化というものをつなぎ留めることができなく

なりつつあるのかなと危惧しております。

　この雨中地区は役場という大きな存在があるんで

すけれども、その地区でさえ、今、老老世帯、それ

から若い人たちがもう帰ってこないだろうという家

が散見されます。この茅場の火入れもそうですけれ

ども、どうやって維持していくかというところは非

常に大きな課題になっています。これは地区として

も非常に心配なことで、空き家ができたときに、そ

こにどういうふうに人に入ってもらうか。それを地

区として全体で考えていかないとなかなかできない

です。これは行政のほうの村でも、当然空き家対策

はいろいろやっているんですけれども、地区ごとに

文化も違うし、同じ小谷の中でも考え方が違う。雨

中みたいに、昔から外からの流入の多いところはウ

エルカムで迎えられる姿勢があるんですけれども、

そうでないところもありますので、行政とすればや

りづらいところもあるんですけれども、逆に雨中地

区としたら、どういうスタンスで新しい住民を呼び

込むかというところを、やはりこれから考えていか

ないと、この茅場の維持もなかなか難しいのかなと
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思っております。

　私が東山にいた頃は、堰普請というのがあるんで

すけれども、この西山のほうに比べて非常に水が少

ないところですので、昔の人たちが、３km、５

kmという長い堰をつくって、その維持管理だけで

も非常に大変なことです。私がまだ中学とか高校の

頃、おやじがいないときには代わりに学校を休んで

堰普請に出ました。そのときに、鎌の研ぎ方を教

わったり、いろいろパイプやなんかをふせたりしま

すので、そういうときの作業の方法だとか、番線を

シノを使って締める方法だとか、トラック結びだと

か、そういうのをいろいろな人から教わってきた経

緯があります。

　ですが、今はそういう作業をみんなやることがな

くなってきているので、そういうのをどうやってつ

なげていくかということも非常に大きな課題ではな

いかと思っています。これは、今言ったように、た

だ火入れ作業だけではなく、この茅場をやるにはや

はり最終的にそこに看板を立てたりいろいろな作業

があるんですけれども、そういうものも若い人たち

にどうやって教えていくかというところも非常に頭

の痛いところであります。

　だから、これから私たちがこの茅場を維持しなが

らやっていくというのは、どういうふうにしていけ

ばいいかというところをもう少し掘り下げていかな

ければいけないなと。ここもそうですが、非常に茅

を燃やした後、大体10日から２週間ぐらいでワラ

ビがどっと出ます。そのワラビ狩りツアーだとか、

そういうのも観光連盟を通してやったこともありま

す。ですので、やはりこの組合としては、いかにこ

の茅場の価値を、茅を使うこともそうですが、それ

以外にも高めていく、そういうことも非常に重要に

なってくるんじゃないかと。それと同時に、ある程

度そこでもって収益的なものが上がって、組合員に

ある程度配付ができるような、そういうような方法

を取っていかないと、なかなかこれから先は残って

いかないのではないかと、そんな思いもしていま

す。

　ただ、不思議に、今、私ちょうど70歳になるん

ですけれども、お祭りのときもそうですが、この雨

中地区というのはそこらの地区から集まった人たち

なので、昔からある神社というのがないんです。だ

から由緒のある獅子舞があるだとか、浦安の舞があ

るとか、そういう文化はないです。みんな戦後の青

年団の頃、若い人たちが今の祭りをつくってきたん

ですね。それと同じように、ずっと今も若連中とい

うのが、まだ幸い祭りを仕切ってやっています。だ

から、小谷村の中で若連中が祭りを仕切ってやって

いるというのは、うちの地区だけじゃないかと思い

ますので、そういう面で言ったら、この雨中地区と

いうのは、ほかにないちょっと面白い集落なのかな

と思っています。

　そういうところをうまく生かしながら、どうやっ

てこの茅場を維持していくかというところを考えて

いかなければいけないのかなと。だから、いかに地

区のほうに新しい人たちを呼び込んで、多くの仲間

を引き込みながら、なおかつこちらの作業のほうに

も参加していただくような機会を与えていくという

ようなことを考えていきたいと思っています。

　また新しく入った人たちもそうなんですけれど

も、この雨中地区というのは、わりと酒飲みが多い

んですね。お祭りもそうですが、作業も、今日の武

生先生も何回も手伝いに来ていますし、東京農大の

学生たちも参加してくれています。その後、地区の

食堂で一杯やるんですね。そのときに武生先生も参

加するし、東京農大の人も参加する。そうやって地

区の皆さんが飲むという文化も非常に好きなんです

けれども。だから、今、茅屋根をどうとかそういう

ことでなく、この野火をつけることに生きがいを感

じてやっているような、そんなところもあるんです

ね。そこら辺はほかのところと違うところかもしれ

ません。

　特異なところもあるかもしれませんけれども、で

もそういう生きがいを持ってやってくれている人た

ちがいるうちは、私はまだ大丈夫じゃないかなと

思っているんですが、ただ私も70歳ですので、私

と横並びの人が多いので、あと10年、10年の間に
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やはりどうやって地区のほうに新しい風を呼び込ん

できて、また逆に収益が上がるようなことを考え、

それを楽しみに林野組合にも参加してくれているよ

うな人たちを募るかというところが、大きな問題で

はないかと思います。

武生：荻澤さん、ありがとうございます。最初にも

う少し紹介すればよかったと思うんですけれども、

千国地区というのは、小谷の中でも歴史のある、非

常に小谷の中心地として栄えてきた地区の一つで

す。ある意味歴史の中で培われてきた茅場を含めた

土地利用の維持ですね。雨中地区は、今、荻澤さん

がおっしゃられたとおり、移住者が多い新しい地区

で、移住者を受け入れながら地区そのものが運営さ

れてきたということがもともとあって、茅場の運営

も比較的寛容な形で維持されてきたというのが、実

は二つの地区の大きな違いです。今日はこの２人の

方にお話をしていただいたというのは、とても対称

的で面白いかと思ってこういう企画をしたところで

す。どの地域ももう過疎、高齢化で担い手がいない

という同じ問題を抱えているかと思うんですけれど

も、ここから会場の皆さんに話を伺いながらこの問

題にどう対処していこうかということを、できれば

考えていきたいと思います。

　大きくは課題が二つあって、一つは組織運営をど

うするか。特に若い人たちや、先ほど話がありまし

たが移住者を含めたボランティアとかという外の人

を入れていくかどうかということ。もう一点は、そ

うやって来た人、もしくは地区の若い人をどんなふ

うに教育していくかという、この２点があるかと思

います。

　まず最初に、運営面について話をしていきたいと

思います。運営については、人の面とお金の面があ

ろうかと思います。最初に、あまり意見がないかも

しれないんですが、お金から聞いていこうと思うん

ですが、今、会場にいらっしゃる地域の中で、茅場

からそれなりの収益が上がっているという地区はあ

りますか。もし何かあったらお願いします。

会場参加者：群馬県のみなかみ町から参りました。

私のところはそんなに広くはない、１haくらいの

茅場を管理しているんですが、毎年各県の文化財の

屋根材用の茅材として出荷しています。刈っても

らっている人の日当ぐらいは収益は上がっているか

なと思います。

　去年から、また全然別のところから、ススキの種

が欲しいという商社がいて、崩壊地なんかも緑化材

として使いたいということで、キロ3,000円で買っ

てくれるんです。穂がでかいのは１時間で１kg取

れますから、茅を刈るよりもこっちのほうがいいな

という感じで、今までは中国から入れていたらしい

んですが、こういう御時世なので国産のを使おうと

いうことで。まだ去年30kgで、今年もまた30kgぐ

らい、ちょうど今取っているんですが、増えるとい

いなという感じです。

武生：ありがとうございます。ほかにありません

か。

会場参加者：京都府の南丹市の美山町から来ました

茅葺き職人をしております。今回御紹介されていた

松澤さんと同じように茅葺き職人ですので、実際に

自分たちで消費する分を自分たちで生産していると

いう形で、事業としてやっています。

　美山町も茅葺きの里として、最近は観光地として

名が売れてきたんですが、そこは伝統的にススキで

葺かれているとなっていますが、実際には美山の茅

も実はカリヤスで葺かれております。現在我々が

刈っている茅場というのは、休耕田や裾刈り地に生

えてくるススキですが、そういうところは、今日の

お話があったんですけれども、本来は刈敷や牛馬の

えさとして使うための採草地で、茅葺き用の茅場と

いうのは稜線上にあった、今はみな杉が植林されて

しまったので残っていないんですけれども、我々の

ほうではネガヤと言うんですけれども、ここら辺は

コガヤと言っていますけれども、そういうカリヤス

の草原を何とか再興していきたいなとは思っている

んですが、なかなか身近なススキの茅場の管理もま

まならないという中で。ただ、茅葺き職人として

は、やはり圧倒的に茅刈りとしてはカリヤスのほう

がいいので、何とか目指していきたいなとは思って

いるんですが、今日のお話の中からお知恵をいただ

けたらと思っている次第です。

武生：ちょっと聞いてもよろしいですか。例えば、

ススキではなくてカリヤスであれば、１把幾らぐら

いで流通するものですか。

会場参加者：今カリヤスが流通していないので、全

く流通していない、市場に出てきていないので、値

段がつけられないんですけれども、当然、例えば白

川郷なんかは、あそこはいっときススキ葺きだった
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こともありますが、やはり文化財としての価値を正

しく取っておくことでカリヤスに回帰しているとい

う流れがありますし、あとは今もお話がありました

けれども、松澤さんのお話であったように、ススキ

よりもカリヤスのほうが長持ちするので茅材として

優れていますから、当然ススキよりも高い値段で出

荷できるであろうということを期待しています

　最近茅をつくりたいという相談は多いんです。茅

葺き民家を保存しようというときに、茅葺き民家を

保存するなら、まずみんなで茅を刈りましょうみた

いな話を、みなかみ町の人なども一緒に、茅葺き民

家を守るためには茅を刈りましょうみたいな話は

30年前にはなかなか通じなかったんですけれども、

今は逆に、茅葺き民家を残したいので茅場をつくり

たいんですというお話が来るんです。そういう実生

から増やして、在来11種子の散布という話があり

ましたけれども、そういう御相談とか、株分けする

みたいな話があるんですけれども、新しく茅場をつ

くっていくよりも、伝統的にやはり茅場として利用

されてきたところを復元していくほうが長く使って

いけるんじゃないかという期待値もあるので、商品

価値を高めるために、具体的にこれとは言えないん

ですけれども、やはりススキよりはプレミアムなも

のであろうと思います。

会場参加者：１束の値段は、ススキの値段。

会場参加者：１束、ずっと1,000円ぐらいだったん

ですけれども、最近値段が上がってきて、1,500円

から2,000円ぐらいに急に上がっていますけれど

も、それは物価高の。

栗田：１把はどのぐらいの大きさですか。

会 場 参 加 者：２ 尺 締 め な の で、90cmで 周 囲 が

60cm。

栗田：結構な大きさですね。

会場参加者：でも、カリヤスだとこんなものですか

ら、カリヤスの１把とススキの１把は全然違うんで

すけれども、刈る手間はカリヤスのほうがかからな

くて、かつ高く売れるのであれば、商品としては価

値があるのかなとは思います。

武生：１把が1,000円を超えるということですね。

（中略）

栗田：昔から、それは別にお金のためにやっている

わけじゃなくて補っていくという。

会場参加者：僕も牧の入に関しては、火入れされる

方の立場も、刈る方の立場も、つくられる方の立場

も全部知っているので、難しいのは承知しているん

ですけれども、みんなが幸せになればいいなと思い

ます。

武生：経済的な部分でも意外と今行けるかもしれな

いという可能性の話をしているので、それもありが

たいと思います。モチベーションの一つになろうか

と思います。ほかに茅の直接的な利益以外のもの、

先ほど種とかもありましたけれども、ほかにも茅場

から何か収益が上がっているという事例とか。

会場参加者：お世話になります。静岡県の東伊豆町

というところから来ました。先ほど、安藤先生の中

にあったミカン畑にひいてあるあの地区になりま

す。もともとそこが稲取の中に入谷という地区があ

りまして、そこが畑の下草ということで利用して、

昔は牛とかも飼っていた時期もあったのでそういう

ものの利用が多くて、山の管理そのものをその入谷

というところが担っていたんですけれども、現在

は、需要と人手が減ってきているというのもありま

すし、そもそもの細野高原というところですけれど

も、そこの稲取地区に四つの町内会があって、ここ

が４区の共有財産という形で、今管理をし始めてい

るというところです。

　ほとんどが、先ほどから茅場が生活に根差した使

い方というか、そういうものから、ミカンのほう

も、ハウスミカンとか栽培方法がかなり変わってき

たりして、そもそもの畑の下草に必要な量というの

はすごく減ってきています。今はそういう生活利用

から観光利用にシフトしてきている段階です。

　その中で、やはり環境保全と同じような環境を維

持していくために火入れが必ず行われるということ

で、この火入れも４区でやっています。火入れが終
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わった後ワラビが出たりしたときには、当然山菜狩

りということで、入山料を取って山菜狩りをしてい

ただく。それから、今年は非常に夏が暑かったの

で、これからススキの鑑賞会というのを約１か月、

それも入山料という形でお金を頂きながらやってい

くと。将来的にはそういうお金は山を維持していく

ために使用されていくという形にはなっていくかな

と。

　担い手不足とか、そういう面も今後非常に考えな

ければならないということで、今年、そこをどう

やって守り維持していくかという、そういうことの

ために協議会が出来上がって、今日はうちの職員

と、それから１名は地域おこし協力隊が来ていま

す。その地域おこし協力隊がそこの管理の部門に直

接入って今活動を始めている状況で、観光的な要素

でそこからいくばくかですが、収益が上がるような

状況というので活用されている状況です。

武生：観光も一つの方法かなと思いますが、ほかに

ありますか。

会場参加者：広島県の芸北から来ました。僕は環境

保全団体のNPOに所属しているんですけれども、

そこで芸北茅プロジェクトという、茅を直接売るの

ではなくて、１回仕入れて販売するという市場みた

いなものをやっていまして、そこで買い取りの価格

と販売の価格の差額で収益を上げるという事業を

やっています。

　それはNPOがやっているのではなくて、地元の

教育委員会と中学校と実行委員会を立ち上げてやっ

ていまして、教育の一貫として中学生が主体となっ

てその市場を運営するというようなプロジェクトに

なっていて、年間20万円ぐらいの売上げが、少な

いんですけれども毎年上がってきているということ

をやっています。

武生：そうすると、直接的な収益というよりは、中

学生の教育効果を狙っていると。

会場参加者：そうですね。やはり草原の維持という

のはNPOとしてやっていきたいことなので、もう

少し市場の収益を大きくして、管理されている草原

を増やしていくというのを今年からやっていこうか

と思っています。

武生：直接的な収益プラス教育という流れというこ

とですが、ほかにありますか。

会場参加者：長野県の菅平高原にある筑波大学山岳

科学センター菅平高原実験所から来ました。菅平高

原も草原地域で、スキー場もたくさんあって、そこ

に結構いろいろな希少植物が分布しているんですけ

れども、ゲレンデが端から順に、スキー人口が減っ

てしまったので利用が減って森林化が進んでいるよ

うな状況です。

　そこにムラサキというかなり希少性の高い植物が

分布していて、もともとそこは菅平の中でも昔から

神社の茅葺き屋根に使われていた茅場だったところ

でしたが、ササとか樹林になってしまったので、有

志で木を切ってササを刈って、そうしたらすごく勢

いのいいススキがぼーぼー生えてきたので茅刈りも

して、小谷屋根さんに指導していただいて出荷も今

しているんですね。それは有志と地元のNPOと一

緒にそれを運営していて、菅平中学校の子供たちに

も体験してもらっているという状況です。

　このお金は茅刈りに出てくれた人の日当がまずあ

るんですけれども、１年間刈らなかった余分な草を

春にもう一回刈ってきれいにしたり、年間を通すと

実働よりはやや収益のほうが超えるぐらいにはなる

のかなと。だから、希望者がいたら、そういう茅場

とかを広げていくこともできるのかなとは思ってい

るんですけれども、一番は希少種を守るということ

と、中学生の教育にも活用されているというところ

が我々としては大事にしています。

武生：菅平は、本当に長野では有数の草原生植物の

宝庫なんですけれども、例えば、植物や生き物を観

察するというような観察会とか、そういったガイド

は収益が上がることはあるんですか。

会場参加者：ガイドを専門にやっているNPOと一

緒に茅刈りをやっているんですが、ある程度その

NPOは７人ぐらいの職員はなりわいとしてやって

いますけれども、やはりコロナのときにガクンと

減って、ほとんどの職員がいったん解雇になってし

まったんですね。コロナ後に、今インバウンドも含

めて戻ってきたので、また７人ぐらいでやっている

体制に戻ってきているところです。でも、お金を

払ってガイドを求める人は、一般の人にはそれほど

いないので、やはり修学旅行とかインバウンドツ

アーみたいなところが中心になっているようです。

武生：ありがとうございます。でも、その可能性も

ありかもしれないですね。

　時間的にはこの辺で切り上げようと思うんですけ
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れども、直接的な利益の方法はまだあるし、教育と

かも含めて、観光も含めて、間接的な利用でもそれ

なりの収入を得る方法はありそうだと。ただ大もう

けはできない。人件費が出るぐらいだというのがど

うやらありますね。こういう中で、どうしても維持

しようとなると、なかなか人を集めるのはやはり難

しいですね。組織だてて収益を上げるための活動と

しての茅刈りであったり、野焼きとして難しいとな

れば人を入れるのは難しいかと思うんですけれど

も、今、茅刈りもしくは野焼きを担ってくれる人を

ボランティアとか、外部の人まで含めてやっている

という地域があったら教えてほしいんですが、お願

いします。

会場参加者：九州の大分県の飯田高原「九重の自然

を守る会」から来ました。ボランティアの参加とい

う話ですが、野焼きの対象は、今、九重山系の真ん

中にある中層湿原のラムサール条約に登録された坊

ガツルというところがあります。それともう一つ、

登山口の長者原というところにタデ原湿原というと

ころがあります。それから飯田地区の中も野焼きを

やります。そのメンバーですけれども、もともとは

地元の方々がやっていたんですけれども、最初にお

話がありましたように、もうそれを担う人たちが高

齢化が一番多いと思うんですけれども、高齢化があ

りましたので、ボランティアを募って今はやってい

ます。

　坊ガツルの野焼きをするときには、周りが全部国

有林ですから防火帯をつくる、これを輪地焼きと言

うんですけれども、防火帯をつくってそれを取り囲

んで真ん中を焼く。そういう手段でやっています。

坊ガツルというのは、ボランティアの人を含めると

総勢100人、あるいは120～130人ぐらいの規模で

やっています。よろしいでしょうか。

武生：ありがとうございます。ほかにボランティア

を入れてやっているという地域は。

会場参加者：群馬県のみなかみ町のものです。基本

的にはやはりボランティア主体にやっていまして、

茅場として放棄されたところを、また都会の人たち

がそこを再生しようと、20年ぐらい前から火入れ

を始めて元の形に戻しました。地元の人たちにも教

えてもらいながらやっていたんですけれども、地元

の人たちはみんな高齢化してしまって、逆にむしろ

この（小谷の）地域がずっと地元の人たちがやり続け

られているのはすごいなと感じがしています。我々

の地域の人たちは、そんな危ないことはやめてくれ

みたいな雰囲気のほうが強かったりもするんです

が、ただオーナーにも協力してもらいながら、地域

の人たちはどちらかというと移住者の人が多く、私

も移住者ですが、移住者と都会の人と地元のお年寄

りがちょっとという形で一緒にやっています。

武生：そういう移住者の人を受け入れながらうまく

やれているという地区はほかにありますか。いかが

でしょうか。たぶん、一番そこが難しいところだと

思うんですね。地元の人だけでやっていくのがだん

だん難しくなってきたところで、移住者の人とかボ

ランティアでやりたいとか、都会の人をどう受け入

れていくかというところが、今後一番のポイントか

と思うんですけれども、その辺で何か御意見のある

方はいらっしゃいませんか。

会場参加者：質問でもいいですか。先ほどの九州の

ほうでボランティアの方を募ったりして、人数が

100人から120人の方を集めるということですが、

何か集めるに当たって特徴がある発信の仕方をして

いるんじゃないかと思うんですが。

会場参加者：やっていません。

会場参加者：でも、100人から120人を集めるとい

うのは……。

会場参加者：九州の中でも九重山を中心にして西側

に阿蘇の草原の維持という、グリーンストックとい

う組織があるんですね。あそこはほとんどボラン

ティアの方ばかりです。火をつけるのは地元の人、

延焼を防ぐために周りを取り囲むのはボランティア

の人でやっています。ボランティアに参加すると丸

一日の講習会をやります。火はこういう形でつけま

すよと、先ほど来話があるように、上のほうからつ
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けて、下からは絶対つけません。真ん中に残ってや

けどをするからと。そういった意味の教育も１日や

ります。そんな形で募集をかけています。今のとこ

ろ牧野組合ごとにやるんですけれども、一つの牧野

組合は40～50人集まっています。同日に２か所、

３か所やるのもあります。その牧野組合が同じ日に

３か所やることもあります。そういった意味で100

人前後集まってきます。そんな形でやっています。

会場参加者：すごいですね。それだけ人を集めると

いうのは内緒の秘密があるのかと思いました。あり

がとうございました。

会場参加者：私も九重から来ました。補足ですが、

九重の場合は実行委員会形式を取っています。その

実行委員会に所属する各団体さんですとか、事業者

とか、基本的に一般ボランティアは受け入れていな

いです。地元で事業をされている方とか、九重の自

然を守る会のボランティア団体の方とか、地元で活

動されている方の中からボランティアに参加する方

を募って実施していて、それで多いときは100人ぐ

らいになります。

　坊ガツルについても、基本的に一般ボランティア

は募集していなくて、事務局に九電みらい財団さん

が入っていまして、九州電力の社員さんですとか、

事業会社さんの中から参加したい意思のある方が参

加して、100～120人ぐらい御参加いただいていま

す。

武生：要は、地元に住んでいる方の中で選ぶという

感じですね。

会場参加者：そうですね、基本的に外から地元の所

属する団体さんとか事業者さんの社員さんとか、関

係のある方しか来ません。

武生：分かりました。ほかに、まだ今日しゃべって

いない方がいらっしゃるんですけれども、どうぞ。

夏にお会いした開田高原の。

会場参加者：木曽の開田高原から来ました。茅屋根

とはちょっと関係なくてといいますが、木曽は馬の

産地でして、逆に茅屋根ではなく板屋根を使ってい

た場所で、ヨシ材は茅の屋根にしろというお達しが

あったんですけれども、それも住民からの訴えで、

馬にやるので茅を使わないという地域です。

　そういうこともあって、残された小さい草地を馬

と重ねて保全できないかということで、先ほどおっ

しゃった移住者ということですが、本当にごく少数

ですが、馬を飼いに移住してきた方がいます。移住

してきた方は土地を持っていないので、草を自由に

買えない状況ですので、その人たちと一緒に会を立

ち上げて、ごく少数の10人にも足らないような感

じの作業者ですけれども、馬のために草を刈るとい

う形で今活動をしています。

　火入れのほうは集落でやっておりまして、集落も

高齢化をしてきていて、大きな面積ではなく、小さ

な集落のそれぞれの地区で小さな面積をやっている

ので、構成人員は10人とか20人いればいいほうと

いう感じです。そこにこれからどうやって関わって

いけばいいのかなと悩んでいます。大面積でなく、

そういう集落管理で火入れを維持しているところの

御意見とかいただければと思っています。

武生：ありがとうございます。こんなに意見が活発

に出ると予想はしていなかったんですけれども、い

ろいろな形で皆さんから御意見をいただいて、あと

５分しかないところですが。経済的にも何とかなる

可能性はあるという示唆をいただいたり、ボラン

ティアを含めていろいろな人が参加することで維持

できる可能性もあるという、ほかの地域からの人も

あったんですけれども、最後一言ずつ頂いていいで

すか。

栗田：すみません、話の中で言わなかった部分が

あって、ここにあるんですけれども、コガヤがなぜ

もつかというと、写真があるんですが、本当に細い

んですね。ですから密度が高いので、先ほど茅を刈

る話が出ましたけれども、量的には相当密度が高

い。うちはコガヤをナガヤというんですけれどもそ

れが一つですね。

　それから刈る鎌ですが、これもついでに話してお

くと、普通の鎌は７寸ですが、茅を刈る鎌は８寸を

使っていました。それから、先ほどの話の中でも出

たんですけれども、きれいにしたほうがいいんじゃ

ないかというんですけれども、まさにきれいにしな

いとオオガヤになってしまう。ですから、刈ったと

ころはきれいにする。特に牧の入の場合は河川が

あって土が肥えてしまうので、そこが草地化してく

ると灌木が出たりしてしまいます。それはたまに切

るんですけれども、このコガヤを管理するのは、要

するに周りをきれいにしていく。そのときに、先ほ

ど出たハギ刈りをしておかないと、ハギの根はすご

く張るので大変で、これは松澤さんからも言われて
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やったんですけれども、ハギ刈りをするために根を

やったんですが、なかなか全部取れないですね。そ

んなことがありました。

　もう一つ、あした見ていただくと分かるんですけ

れども、小谷の屋根というのは茅の下に白いこうい

うものがあるんです。これは実は「麻幹（おがら）」

というんですが、麻を昔つくったものですから、ま

ず麻をどのぐらいですかね、５～６cm、もっとあ

るかな。これを敷いてその上に茅を敷いているん

で、たぶん明日見てください。そのところを言い忘

れました。

　それと、今いろいろお話が出ましたけれども、本

当に最後は後継者に尽きるんじゃないかと思います

けれども、ボランティアの大変なのは安全管理と、

先ほど言い忘れましたが、実は日にちが確定しない

んですね。特に牧の入は風をものすごく心配してい

て、風のある日は絶対にやらないです。今、土日に

やるので、１回延ばすと１週間延びるんですね。で

すから下手すると14日延びると結構大変になった

り、燃えなくなってきたりしますので、その辺のバ

ランスを取りながら、地元ですと、出てくれという

日にある程度出るんですけれども、先生も来ました

けれども、飛んでいったらやっていなかったという

こともあるので、そんなところを思っています。以

上です。

荻澤：組合の維持を考えたときに、やはり収益をど

うやって上げるかというところだと思うので、先ほ

どカリヤスなどは結構いい値で売れると、ただしう

ちの組合員のメンバーには小谷屋根さんも入ってい

ますので、小谷屋根さんにその値で売るわけにはい

かないので、そこら辺を加味しながら、やはり収益

を上げる方法、普通の茅でも売れるという話ですの

で、そこら辺はどうなのか、もうちょっと研究し

て、やはり新しい人を増やして、何とか今の体制を

保っていかれるように努力していきたいと思ってい

ますので、またぜひ皆さんからいろいろとアドバイ

スをいただければありがいと思います。どうもあり

がとうございました。

武生：最後荻澤さんに見事にまとめていただきまし

たので、私が言うことはあまりないですが、この会

を通じていろいろな情報交換をしていただいて、そ

れぞれのうまいやり方も今日はちょっと聞こえたか

と思いますが、お互いにいいところを取って、各地

域の草原の維持に役立てていただければと思いま

す。
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町田怜子：私は、本日コーディネーターを務めさせ

ていただきます東京農業大学地域創成科学科の町田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　この第４分科会では、「草原資源を地域に生かし、

次世代につなぐ」ということで、小谷村の中学生の

皆さんが、５月、６月から一生懸命茅葺きの葺き替

え作業や、私も一緒に行ったんですが、草原での野

外学習、そのほか養蜂見学や高齢者福祉体験活動な

ど、様々な中学生での学びと、そしてふるさとの草

原をかけ合わせて、今日はそれぞれのテーマで発表

してくれます。

　まず、今日の流れを御説明したいと思います。最

初にオープニングで中学生の皆さんからのサプライ

ズのプレゼントがあります。その後、中学生の皆さ

んに御発表いただきます。この御発表では質疑応答

の時間を設けることができないんですけれども、中

学生の発表が終わったら、それぞれ４班の中学生が

四つ角に集まりますので、この生徒にもうちょっと

質問したいなというところに集まっていただきたい

と思います。ただ、２班しか回る時間がないので、

２班を決めていただいて、10分ごとに子供たちに

いろいろな質問をしていただきたいと思います。４

時20分から４時35分、最後にまとめをして、中学

生の皆さんからもこんな御意見をいただいたという

フィードバックをしていただいて、あと会場の皆さ

んからも一言いただいて、最後皆さんと、この生徒

たちと一緒に草原から未来を考えることを共有して

終わりにしたいと思っています。それでは、中学３

年生の皆さん、プレゼントの準備お願いします。

【歌の斉唱】

町田：小谷村中学校３年生の皆さん、本当にすてき

な歌をありがとうございました。それでは、最初の

班の方、どうぞ。

中学生：これから３年生の発表を始めます。テーマ

は「ふるさとの課題に向き合う」です。

　私たちは１年生のときに小谷村の自然について、

２年生のときに棚田を復活させたらどうなるかにつ

いて考えました。集大成となる今年は、これまでの

学習を発展させて、「ふるさとの課題に向き合う」を

テーマに、草原や里山、高齢者の視点から課題に対

して行動を起こしてきました。

　まずは、小谷村の草原を残すという視点から発表

します。

中学生：私たちは、「わらびに付加価値を！」という

テーマで発表します。そもそも、なぜ小谷村でワラ

ビなのかというと、江戸時代にまでさかのぼりま

す。当時山菜の代表格として知られていたのがワラ

ビで、特に塩漬けにされたワラビは、松本藩の特産

品として高く評価されていました。そのワラビの品

質は幕府にも献上されるほどで、献上されたワラビ

は、殿様ワラビと呼ばれていました。また古文書に

は、ワラビとだけ記されるのではなく、「御ワラビ」

と表記されるほど気遣いがされていたことからも、

その特別さが感じられます。

中学生：またワラビ漬けに使用された塩は、千国番

所の運上塩が使われており、漬け込みは、主に千国

村で行われていました。松本藩から江戸幕府への献

東京農業大学地域環境科学部　教授　 町田怜子 氏
小谷中学校３年生の皆さん
東京農業大学地域環境科学部　教授　 町田怜子 氏
小谷中学校３年生の皆さん
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上品であったため、ワラビ漬けの運搬には藩の役人

が付き添い、大切に管理されていました。これらの

ことから、小谷村の人々はワラビに対する誇りを持

ち、その思いが今に受け継がれています。

中学生：ワラビを収穫することには、茅をスムーズ

に刈ることができるというメリットがあります。小

谷村の茅は全国的に見ても質が良く、今後残してい

きたい茅場トップ100にも選ばれています。このよ

うな茅をより良い質でたくさん収穫するためにも、

ワラビを採ることが里山の貢献にもつながります。

中学生：また、多くの人はワラビは大きくても腕の

第一関節ぐらいまでだと思っているかもしれません

が、実際にはワラビは成長し過ぎると人の身長ほど

の高さに達し、とても硬くなります。こうなってし

まうと茅の中に成長した硬いワラビが入り込んで成

長し、茅を刈る際に邪魔になってしまうことがあり

ます。また、その成長したワラビがずっと茅の中に

残ってしまうと茅の中で腐ってしまい使えなくなっ

てしまいます。そのため、ワラビを収穫することで

茅刈りをスムーズに行えるようになったり、茅の質

を守ることができます。

中学生：池ノ田に着いたときは、ものすごく広かっ

たので、みんなが散らばっていきました。私たちが

採ったワラビの収穫量は、何と約30kgです。そし

て収益は約1万2,000円になりました。こうした小

谷村のワラビをもっといろんな人に知ってもらいた

い。そのため私たちは道の駅の「鬼の厨」というとこ

ろで、ワラビを使ったメニューを取り入れてもらえ

るか伺いに行きました。

中学生：まだちゃんとしたメニューは決まっていま

せんが、取り入れてもらいたいメニューがありま

す。今考えているメニューはわらびおこわ、わらび

の豚肉巻き、わらびと人参のナムル、山菜汁、ごま

豆腐のわらびペーストがけを考えています。特に豚

肉巻きは、小谷野豚を使い、その肉でわらびを巻き

ます。この五つが今考えているメニューです。

　まだはっきりはしていませんが、11月、12月以

降にメニューに取り入れてくれるそうです。ぜひ皆

さんも、実際に行って食べてみてもらえたらうれし

いです。これで終わります。

町田：ありがとうございました。ふるさとの課題に

向き合う班の皆さんは、草原と、わらびのつなが

り、また管理のところも考えながら、皆さんに届け

るためのメニューまで考えてくださって、食の恵み

とか草原の恵みのつながりも感じられたかなと思い

ます。

中学生：私たちは「草原の魅力を発信する！」という

テーマで発表します。私たちは、小谷村の魅力を動

画にまとめてSNSで発信しようと考えています。

皆さんは、TikTokやYouTubeショートを見て

いますか。今は見ていない人のほうが少ないのでは

ないでしょうか。今どきはTikTokやYouTube

ショートではやりが決まると言っても過言ではあり

ません。

　地球グミや氷タンフルもTikTokを中心にはやっ

てきたのではないでしょうか。若者をターゲットに

TikTokやYouTubeショート動画を使い、全国

に向けてSNSを活用して発信しようと考えました。

なぜSNSで発信するの？

中学生：図を見ていただくと、10代から30代の方

は、ソーシャルメディアやパソコンやアプリの閲覧

時間が、新聞やラジオよりも圧倒的に多いです。そ

れから、SNSには気軽に情報が発信できたり、海

外の情報も収集しやすく、海外にも気軽に情報が届

きます。

　テレビや新聞などでは特定の地域にしか情報が届

けられず、全国に向けて発信するのは難しいと感

じ、若者がよく見るSNSアプリを活用して発信しよ

うと考えました。

　小谷村は年々人口が減っているのは皆さんも御存

じだと思います。今年４月に発表された2050年に

はなくなってしまう市町村に小谷村が入っていまし

た。小谷村がなくならないように、移住者を増やし

たいという気持ちで若者がたくさん見るTikTokな

どのアプリを活用しようと考えました。

　小谷村の自然を生かした茅葺き屋根が最近世界中
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で大注目なのを知っていますか。今回は茅葺き屋根

の魅力をテーマに動画をつくりました。それでは御

覧ください。

【動画再生中】

中学生：いかがでしたか。このように茅葺き屋根に

はたくさんの魅力があります。皆さんも、ぜひ茅葺

き屋根の魅力を通じて草原を守っていきましょう。

これで草原班の発表を終わります。

町田：草原班の皆さん、ありがとうございました。

情報発信というとても大事なところで、こんなすて

きな動画を中学３年生がつくれたことにびっくりし

ました。とてもすてきな動画だったと思います。

中学生：私たちは養蜂は里山にどれだけ重要なのか

について学習しました。最初に、里山について説明

します。里山とは、人里の近くにあり、人々が生活

するために利用してきた山や森林のことです。林は

人が手入れをしており、薪や炭の材料を集めたり、

落ち葉を拾って肥料にしたりしていました。また里

山にはハチは不可欠であると言われています。

　しかし、農薬の使用や石油製品の普及などによ

り、里山は利用されなくなりました。里山が利用さ

れなくなると荒れ地が増加し、災害が増加したり、

熊などの動物が人里に現れやすくなってしまいま

す。

　そして日本全体としても様々な問題が起こってお

り、過疎化や少子高齢化を原因とする休耕田の増

加、地球温暖化等を原因とする動植物の減少によっ

て、里山の崩壊を深刻化させています。

中学生：では皆さんに質問です。もしもこの世から

ハチが消えたら、世界はどうなると思いますか？　

アインシュタインは、ミツバチが絶滅したら、４年

後に人類も滅びているだろうという言葉を残してい

ます。なぜアインシュタインはこのような言葉を残

したのでしょうか。それを調べるために、小谷村で

養蜂を行っている細田さんにインタビューをして、

養蜂の体験もさせてもらいました。

　ミツバチを落ち着かせるために、煙を出す道具を

使いました。何回も空気を送って煙を出さないとい

けないので、手がとても疲れました。落ち着かせた

後にスズメバチを捕まえるわなを交換しました。ス

ズメバチはミツバチを連れ去って、女王バチのえさ

にしてしまうそうです。わなの表面はベタベタに

なっていて、一度くっついたら逃げられないように

なっています。

中学生：また、ミツバチがどうやって蜜をつくるか

について調べました。ミツバチは、羽化してから

20日ほどの働きバチが外へ飛んで行き、花から花

へと飛び回ります。ストローのような口で花の蜜を

吸い胃の中にためます。巣に帰ると待っていたハチ

に口移しで蜜を渡します。このときに唾液が混ざ

り、花の蜜が分解されます。巣にいたハチは受け

取った蜜を巣穴にためます。それを何度もして別の

穴に移すうちに、唾液などで分解が進みます。また

羽であおいで水分を飛ばすことで薄かった蜜がとろ

りとしたハチミツになるそうです。

　ミツバチは自然にとってとても重要な役割を持っ

ています。そのうちの一つが受粉です。ミツバチは

花の蜜や受粉を求めて飛び回るうちに、野菜や植物

の受粉をしています。世界の食糧を賄う重要な作物

のうち、７割以上はミツバチが受粉をしているとい

う報告もあります。もしミツバチがいなくなってし

まうと、植物の受粉が難しくなるので、食料の生産

ができなくなってしまいます。そうなったら、アイ

ンシュタインが言ったように人類が滅びてしまうか

もしれません。細田さんからも、このようなミツバ

チによる受粉があるからこそ、おいしいキュウリや

トマトがたくさんできるんだよと教えていただきま

した。

中学生：また養蜂は地域でも重要な役割を持ってい

ました。ミツバチの販売によって経済が活性化する

ということです。細田さんは取れたハチミツはオタ

リアンジェラートさんに買い取ってもらったり、近

所の方にお裾分けしたりすることが多いそうです。

　ハチミツは風味も良く自然な栄養でできているた

め、とても体にいいそうです。私たちも細田さんの
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つくったハチミツを頂き、食べさせてもらいまし

た。細田さんの言うように風味が良く濃厚で、とて

もおいしかったです。このことから、ミツバチの受

粉によって作物の育ちが良くなったり、ハチミツを

販売することによって経済が活性化したりすること

がメリットとして挙げられました。

　しかし、養蜂は費用が高くたくさん飼わないと利

益を得ることが難しかったり、世話が難しく数を増

やしにくかったりして、管理が難しいということも

おっしゃっていました。また、養蜂を行うだけでは

なく、里山に田んぼをつくるなど、ほかにもいろい

ろな活動を行ったほうがいいと考えました。皆さん

は、里山のために養蜂を行いたいと思いますか？

町田：ありがとうございます。こちらの班は里山の

問題、草原課題のフレームワークをつくっていただ

いていました。養蜂のつながりをつなげてお話しし

てくださいました。最後の問いかけもあってとても

良い発表だったと思います。

中学生：私たちは高齢化について考えるために、高

齢者福祉体験を行いました。これから発表すること

は、農業や食などの視点を高齢化の問題と絡め、ど

のように結びついているのかを一人一人が真剣に向

き合い考えました。まずは、小谷村の高齢化が進ん

でいる現状を見てください。

　小谷村在住の65歳以上の高齢者の割合をグラフ

にまとめました。昭和35年から令和６年の高齢者

の割合は28.6％増加していることが分かりました。

小谷村は、全国と比べて高齢化が急速に進んでお

り、2050年には全体のおよそ50％を占めるともさ

れています。

　この現状を、皆さんだったらどう捉えますか？

中学生：認知症サポーター研修という貴重な場をお

借りし、感じたことが幾つかありました。学んだこ

とは、いきなり話しかけないこと、大人数で話しか

けないこと、「認知症＝物忘れ」だけではないこと、

何もかもが分からなくなってしまい、不安な気持ち

が認知症の人を襲うということです。

　特に３番目の認知症の方は物忘れをするだけでは

なくて、精神的ダメージや思いどおりにいかずいら

だってしまうことなどがあるそうです。またそれは

認知症の方自身も自覚があるそうです。私たちはこ

のことを知り、とても驚きました。

　これは私たち３年生に出されたある場面です。皆

さんだったらどう考えますか？　考えてみてくださ

い。

　私たちはロールプレイを通して様々なことを学び

考えました。それは接し方次第で認知症の進行状況

が変わるということ。認知症の本性をしっかり知る

ことが大切だということ。心に余裕を持って接し、

行動することが必要だということです。この活動で

学んだことを通して、実際に高齢者のお宅に訪問し

てきました。

中学生：私が行ったＴさんのお宅は大網地区にあり

ます。大網地区に行くには学校からバスで１時間、

一度新潟県に出ないと到着できません。着いたとき

にはほぼ昼ぐらいになっており、Ｔさんの家につい

て、すぐにお昼御飯をもらいました。

　御飯を食べた後に大網周辺を散歩したりしまし

た。その後おうちに戻り笹寿司をつくらせていただ

きました。具材を少しずつ載せて、最後に上から押

しつぶしたら出来上がりだそうです。とても上手に

できたし、おいしかったです。

　大網に行って最初に感じたことは、家がこんなに

あるんだなと思いました。大網を歩いていると大網

分校という学校がありました。今では民間施設とし

て活用されているそうです。武田さんは、大網には

コンビニなどがなく、山を下りなければ必要なもの

が手に入らないという大変さがあるとおっしゃって

いました。山の中ということから若者が少なく、住

人も暮らしやすいところに移住してしまうため、人

が減り空き家が増えていっているそうです。

中学生：小谷村には農業をやっている方々が多くい

ます。私は伊折地区の酒井さんのお宅にお邪魔して

きました。酒井さんは小谷中の給食のメニューにも

あるおいしいトマトや雪中キャベツを育ててくだ

さっています。私は酒井さんと畑の電柵作業をしま

した。

　この活動を通して感じたことは、私たちよりも高

齢者の方のほうが力と体力があるということです。

また、農業をやっている方が多いので健康で長生き

だということです。しかし、小谷村は傾斜が急なと

ころが多いため、高齢者の農作業はとても負担がか

かり、大変だと感じました。

　高齢化の影響で、これからさらに農業をする高齢

者が増えていくと思います。その中、私たちにでき

ることは高齢者との関わりを増やし、生きがいの支
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えになることが重要だと考えました。

中学生：僕は「ひじくらアッチ」に行ってきました。

ひじくらアッチで高齢者と一緒におやきをつくって

食べたり、遊んだりしました。その後、僕たちが考

えた遊びで、高齢者と一緒に楽しく遊びました。僕

たちが考えてきた遊びは、高齢者でも楽しくできる

ボーリングと輪投げです。その後、紙芝居をしても

らったり、一緒に話したりしながら時間を過ごし体

験を終えました。高齢者の皆さんは、この小谷村の

自然がこのまま残ってほしいし、この村も残ってほ

しいなと言っていました。その言葉には、小谷村の

自然の大切さや小谷村の愛が僕の胸に深く伝わって

きました。

中学生：私は高齢者のお宅へ福祉体験に行ってきま

した。初対面の私たちを温かく迎え入れてください

ました。キノコのコマ打ちや販売用のハチミツを瓶

に入れる作業を教えてくださったり、中学生が好き

そうな豪華な御飯を食べさせてくれました。高齢者

福祉体験を通して、私たち若者にとってのメリット

や高齢者にとってのメリットを考えました。若者に

とってのメリットの一つ目は、地域の方々と関わる

ことでコミュニケーション能力の獲得や視野が広が

ることです。大人の方と会話をするとき言葉遣いに

気をつけたり、相手のペースに合わせて声の大きさ

や話すスピードを考えて会話をしたりなど、配慮し

ながら関わるという力が身につくと思いました。

　二つ目は、人生経験が豊富な高齢者の方から、知

恵や知識を得ることができるということです。代々

受け継がれているわざや伝統文化について理解を深

められると思いました。

　では、高齢者にとってのメリットはあるのでしょ

うか。インターネットによると、社会的なつながり

の維持、精神的な刺激、テクノロジーの学び、体力

や活動性の維持があるそうです。私たちは、高齢者

福祉体験を通して多くの学びと気づきを得ることが

できました。浮かび上がった課題は、高齢化が進む

ことによって空き家が増えてしまったり、農業での

体の負担、食文化の継承がありました。このような

課題を解決する一つの方法として、若者との関わり

が大切だと思いました。

　小谷村は高齢化が大幅に進んでいるという問題を

抱えていますが、それは悪いことばかりではないと

思います。高齢者の方々の豊富な知識や経験を共有

することができたり、世代間の交流が活発になった

り、社会に貢献する機会が増えるなど、ポジティブ

な面もあると思いました。今後は若者と高齢者が互

いに助け合い、幅広い世代間の交流の機会を大切に

したいと思います。以上のように、３年生はふるさ

との課題について考え、解決に向けて行動を起こす

ことを目標に活動してきました。課題の解決は難し

いですが、これからも考えていきたいと思います。

これで小谷中学校の発表を終わります。

町田：ありがとうございました。最後の班の方は地

域の高齢化の問題をあつかい、小谷村をはじめ、各

地の草原でも共通している課題で、今日皆さんが体

験してくださったように、小谷村も一緒に世代で交

流している温かいつながりが昔からあって、そこが

お互い若い人も高齢の方も元気になったりすると思

います。

　あと、今、東京都の健康医療長寿センターから、

農業とか田んぼとか、草原の管理とか、農の活動に

よって認知症の人のイライラした気持ちが落ち着い

たり、時間の管理ができるようになったりという報

告もあります。みんなと一緒に外に出て農業とか作

業をすることの効果も多いかと思っています。

　ということで、４班の発表をまず聞いていただき

ました。この小谷村中学校３年生の皆さんがふるさ

との課題に向き合うということで、四つテーマが

あったと思います。草原の食のつながりからワラ

ビ、それから草原の魅力を発信しようということ

で、主に茅葺きの価値も併せてSNSで発信するTik-

Tokの動画をつくってくださったり、あとは小谷の

生物多様性豊かな場所だからこそできるミツバチの

養蜂の話、そして最後にこの地域が抱えている社会

的な課題を一緒に考えるというテーマがあったと思

います。
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【各班質問タイム】

町田：皆さんのおかげで、素晴らしくグループワー

クが盛り上がって、お一人お一人の御協力に心から

感謝します。小谷村の中学校３年生の皆さんも、一

生懸命準備をしてくださいました。皆さんからの質

問で、また学びも深まったんじゃないかと思いま

す。

　では、残りの時間で、最後のまとめをしていきた

いと思います。いかがでしょうか。まず中学生の皆

さんに座っていただいて、これからは、各班でどん

な御意見があったとか、皆さんとディスカッション

してどんな感想を持ったかを、１班ずつお話をして

もらって、それから会場からもコメントをいただい

て、皆さんと一緒に話していきたいと思います。

　各班でこんな意見がありましたというのを報告し

てくれる人、各班１人ずつ。では、まず「ふるさと

の課題に向き合う」という最初のワラビのことです

ね。お願いします。

中学生：ワラビ班は、調理して道の駅に出すみたい

な発表をしたんですが、その後どうするかとかまだ

あまり考えていなかった質問もあって、今後の課題

も分かっていい発表になったと思いました。

町田：ありがとうございました。ということで、ワ

ラビのテーマを発表したところですが、会場から御

意見をいただけたらと思うんですけれども、田原さ

ん、いかがでしょうか。

会場参加者：今日はありがとうございました。ワラ

ビのことで先ほどもお聞きしたら、道の駅のほうで

は一生懸命お料理をしてやるというお話があったん

ですが、先ほども聞いたら、私、地産地消のほうに

力を入れているんですが、給食ではあまり取り入れ

ていないようで、帰ったら私もお話ししますけれど

も、学校の給食のほうでも、ぜひせっかく地元で採

れるものなので、ワラビも給食に取り入れていただ

きたいと思います。

　そして今日の発表を聞いていて、小谷の中学生は

本当に地域の自然や伝統の勉強をすごく一生懸命し

ているなということを、私も勉強になりました。

　先ほどワラビのときに人口が減っている話があっ

たんですが、移住者に来てもらうということはとて

もうれしいことですが、皆さんが大きくなったら、

ぜひいろいろ経験していますし、また高校を卒業し

て大きくなって、都会の空気も吸ったら、いずれ小

谷に戻ってきてほしいと思います。これは私の願い

です。ありがとうございました。

町田：では続いて２班目の方ですね。SNSで発信を

の班お願いします。

中学生：動画を撮ってほかの視点から考えたことと

か、動画のつくり方のコツとか、茅葺き屋根の良さ

とか、動画でつくったこと以外からの視点をたくさ

んいただけたので、すごく参考になりました。

町田：この班は情報発信ということで、外の方向け

の発信もしていただいたので、地域外から来てくだ

さった筑波大学の先生、お願いします。

会場参加者：今日はありがとうございました。茨城

県の筑波大学から来ました。情報発信ということ

で、若い人ならではのツールだなと思ってすごく興

味深く拝見しました。まだ公開していないけれど

も、これから公開する可能性があるということと、

関わったグループの皆さんそれぞれ自分でTikTok

とかやっているということなので、今日４グループ

の発表を聞いていますと、やはり素晴らしい資源

が、わらびとか、ハチミツとか、茅葺きとか、たく

さん素晴らしいものが小谷村にあるという、発信に

ぴったりのすごくぜいたくな環境なんですね。なの

でぜひぜひこれから発信していっていただければ、

日本だけじゃなくて、世界の茅葺きのネットワーク

もありますので、そういうところに共有して広がっ

ていけばいいなと思いました。

　あと、茅葺きに住んでいる方がグループにおられ

たというのですごくびっくりして、そういうところ

も皆さんでぜひ一緒に発信したり、差し支えがなけ

ればしていただければ、私もウオッチして楽しみに

していますので、頑張ってください。

町田：では、続いて３番目のミツバチのことをやっ

てくれた班ですね。お願いします。

中学生：ハチミツ班では、たくさんの質問をいただ

いたんですけれども、まだ調べ切れていないハチミ

ツに関してのことをこれから調べてみたらとか、

せっかくハチミツの調べたのでまた新しいことを調

べてみたいと思いました。

町田：ありがとうございました。では、東京農業大

学の大学院生の方、お願いします。

会場参加者：私の専攻は町田先生が所属している地

域創生科学専攻で、学部のときにそれこそマルハナ
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バチが、訪花昆虫だと思うんですけれども、そう

いった勉強をみんながするんですが、ハチミツを考

えるときに、やはりハチミツだからハチのことも考

えなくてはいけなくて、ハチのことを考えるのだっ

たらハチの生態も考えなくちゃいけないという、一

つのことを多角的な視点から見られているのがすご

くいいなと思いました。ぜひこれからも継続的に考

えていってほしいなと思います。

町田：では最後高齢者の方とかそういった訪問をし

て学んでくださった班、お願いします。

中学生：私たちの班では、今回活動した内容が認知

症についての課題や小谷村が抱えている高齢化につ

いての課題について取り組んだんですけれども、御

質問をいただいて新たな考えが生まれて、若者が小

谷村から外に出ていってしまうという課題だったり

もあるので、向き合うべき問題なのかなと思いまし

た。高齢者福祉体験は今回１回だけだったんですけ

れども、継続的に関わっていって、後輩にも受け継

いでいけたらと思いました。

町田：地域の方から御意見をいただけたらと思うい

ます。

会場参加者：今日は貴重な意見をありがとうござい

ました。高齢者の関係ですが、先ほどの方が言った

みたいに、ぜひ町へ１回出たらここへ帰ってきてい

ただいてお願いしたいと思います。いろいろなとこ

ろへ行って経験してきて、ぜひ（高齢化率が）50％

以上にならないように御協力をお願いします。

町田：発表ありがとうございました。今日は本当に

中学生の頑張ってくれた成果と、皆さんの温かい御

協力ですばらしいワークショップになったかと思い

ます。まだお時間も許すので、話したいという方、

伝えたい方、大丈夫でしょうか。お願いします。

会場参加者：隣村から来ました。私、小谷村の民家

をもう何年も見させていただいて、小谷村の民家の

材料が素晴らしいんですね。たぶん日本全国こんな

いい材料を使って建てている建物はたぶんないん

じゃないかと。

　私は建築をやっているものですから、お客さんに

古い家を見てもらって、茅を抜けて雨漏りをしてい

るものを買い取って、それを白馬へ移築した建物が

３軒あるんですが、みんな持っていって非常に喜ん

で、材料はケヤキを使ったり、ナラとか小谷の素晴

らしい材料でできていて、そんな建物がどんどん小

谷から外へ持ち出されている現状があります。

　先ほど、震度５でも耐える建物とありましたが、

恐らくそれ以上じゃないかと。造りが非常に耐震と

いうか、揺れに対して強い構造になっていますの

で、神城地震の後、相当数見させていただいたんで

すが、みんなちょっとは傾いているけれども倒れて

はいない。それだけ強い建物なので、ぜひ地元の人

たちが残すことをぜひ考えてほしいなと。このまま

行くと、どんどん外へ持ち出される可能性がありま

す。そんなことをちょっと感じました。

町田：それでは時間が近づいてきて、この第４分科

会では、草原資源にとどまらず、いろいろな地域の

資源を中学生の方が見つけてくれて、それをどう地

域に生かしていくのかということを考えてくれまし

た。私が想定していた以上に地域のいろいろな問題

と向き合ってくださったところがあり、加えて会場

の方も言っていただいたように小谷の豊かな資源と

いうか、宝もいっぱい皆さんと共有できたかと思い

ます。

　この小谷村の中学生が頑張って発表してくれた内

容を、また今日会場の皆さんがその学びを深めてい

ただいたこと、本当に感謝しています。また子供た
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ちが伸び伸びと発表できたのも、小谷村の中学校の

先生の優しく温かい御指導のおかげだと思います。

本当にありがとうございました。
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司会：全体会を始めます。全体会のコーディネー

ターは、全国草原再生ネットワーク代表理事、高橋

佳孝さんです。それでは、お願いいたします。

高橋：皆様、こんにちは。大変お疲れさまでござい

ます。基調講演の内容がすごかったですね。安藤先

生のコーディネートで本当にいろいろなことを引き

出していただきました。井田さんの講演もまた、中

身の濃い内容でした。それでは、全体会を進めさせ

ていただきます。

　各分科会、ものすごく面白い内容で、活発な御意

見と、システムもものすごく面白くて、全部聞けれ

ば一番よかったのですが、どうしても重なってし

まって、それぞれあれも聞きたいこれも聞きたいと

いうのがあろうかと思います。その概要を皆さんと

共有して、その中で課題を抽出して行政への要望等

があればお聞きするようにしたいと思います。

　いまさら何をまとめるんだというところはありま

すが、皆さんで共有をしながら、ざっくばらんにい

ろいろな思いを語っていただければいいかなと思っ

ています。

　それでは、最初に第１分科会の井田さんのほうか

ら、第１分科会の内容について御説明をお願いいた

します。

井田：第１分科会では、高橋栞さんの事例報告の

後、議論を行いました。事例発表は主に三つの内容

で、一つは非常に多くの全国の自治体へのアンケー

ト調査に基づく内容で、茅場の現状について、茅場

を今持っているか、過去にあったか、そういったよ

うなアンケートに関する発表でした。２番目が、実

際に高橋さんが現在関わっている妙岐ノ鼻湿原での

茅場の利用における茅場の評価及び茅の評価に関す

る内容でした。三つ目が、茅場の利用及び管理の未

来に向けてどうあるべきかという議論が交わされま

した。

　１個目、２個目の研究内容に関するもので活発な

質問がありました。メインは、やはり三つ目になる

のかなと思います。茅場の利用・管理の在り方とい

うことで、生物多様性をメインにこの第１分科会は

やったのですが、生物多様性は、結局守るためにど

うにかするというよりも、茅場をきちっと利用して

管理して、その結果、付随的に生態系や生物の多様

性が守られてきたものでもあるからということで、

今後もやはりそうある、それがやはり理想の姿だろ

うという前提に立って、それぞれ、ではどうする

か、どういうことをすれば生物多様性が守られて、

茅場を利用して生物多様性が守られる社会を築くこ

とができるのかということを主体に、それぞれ事例

報告があったり、議論が交わされました。

　その中で、やはり印象的なこととしては、高橋さ

ん御自身が若者の会というようなものを実際に立ち

上げて、若者で茅場の火入れや茅刈りなどの活動

に、なるべくみんなで行って楽しもうということを

もう実践されている。その中で生まれた言葉が私は

非常にすてきだなと思ったのですが、多様な人が多

様な目的で多様な関わりができる場所をつくろう

と、そういう場所ができて、場を生み出すような仕

組みをつくっていければいいかなというようなこと

で、これは茅場に限られないなと思いました。
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　そうすることで、いろいろ属性、言葉が違う、茅

場と言っても「なんだそれ？」と言う人もいるし、

「茅は大事だよ」と言う人もいる。全く知らない人も

いるけれど、そういう言葉が通じないと言うと語弊

があるかもしれないのですが、違わないけれども、

そういう茅場という場を通じて同じ目線に立つため

にどうしたらいいかということが、活発に議論され

た会となりました。

　若者をどう巻き込むのか、どうやったら価値を広

げられるのか、具体的な課題を、それぞれ団体に所

属している方たちはお持ちだと思うのですが、そう

いった中で、落としどころにはうまく落とせなかっ

たのですが、最終的には、やはりその場をつくるよ

うに、みんなができることを、小さくてもいいから

実践していこうという形に結論としてはそうなりま

した。

　せっかくなので、高橋さんが今つくられている

「note」というブログに登録してくださいと、QR

コードが前に出ていたので登録していただいて、高

橋さん御自身が今メーリングリストをつくって、そ

れで情報交換ができる場を、それも一つの場です

ね。現場に行かなくても共有できる場を、やはりす

ぐできてしまうことをやり始めている。とてもスキ

ルが素晴らしいなと思いましたので、会場の皆さん

もぜひ登録してという形で実践していただきまし

た。そして、会を閉じたという形になります。

高橋：生物多様性そのものをいろいろ論議するとい

うよりは、結果としての生物多様性を守るためにど

うやって参画していくかという、そういう仕組みづ

くりの方法を重点に考えられたということですね。

多様な人たちが多様な目的で集まる場をつくる。そ

のことは、生き物に対しても影響を及ぼすでしょう

けれども、上野さん、茅刈りの将来を考えるとき、

担い手の問題というのは当然論議されると思うので

すが、そういう展開を今の御提案について何かコメ

ントはありますか。

上野：まさに第２分科会でもその点を少し話したと

ころがあって、保全のための保全ではなく、使って

育てるものなのではないのかということ、草原や山

も。第２分科会の中でも、茅刈りをしたいのですが

どうやったらいいですかという声が早速上がった

り、すごく楽しかったのです。うちにも来ませんか

とか、私たちも11月に茅刈り茅葺きワークショッ

プをする機会がありますよとか、具体的に一歩を踏

み出すようなところがあったのですが、結局担い手

の問題が、茅刈りと茅葺き両方とも大きな課題でし

た。小谷の場合は、茅場はあっても刈る人がいな

い、時期が短い、雪が降る、それをどうしようとい

うこと。それから茅葺き職人は少し技術的に難し

い、習得に時間がかかるという側面があるというこ

とで、この辺を段階的に関わる人、関わり方をやは

り多様にするということで受け継いでいくという。

茅葺きの総合力がすごいという御意見もあったりし

て……、ごめんなさい、今、質問は何でしたか？

高橋：続けて、第２分科会に報告いただいても結構

です。

上野：いいですか。では、第２分科会は、「茅刈り

取茅葺きを未来につなぐ」というテーマでお話をし

ました。まず、敬夫さんの息子さんで、今代表の松

澤朋典さんに少し御発表をいただいたのですが、そ

の内容は、この小谷の四つの茅場、茅刈りされてい

るか、野火つけをされている茅場で、具体的にカリ

ヤスが何万把取れるのか。全部でいうと、今でも２

万把取れます。そういう茅場だということ。

　それと茅葺き職人さんは茅刈り職人さんであるわ

けですけれども、茅葺きに使う材料そのものも、材

料採取自体を自分たちでやるのだ。だから山に暮ら

す人の暮らしの技と知恵そのものだったと思うので

すが、おしぼこにするような雑木を山で切ってく

る。それは林業の人が使わなくて捨てているような

ところだったりもする。そういうところと結びつけ

る活動をしながら、材料採取を全部自分たちでやっ

ていって、間引きながら使って育てることで山も豊

かになるのではないかという、茅だけではなく、茅

葺きに使う材料そのものの知恵もお話しいただきま

した。

　今、小谷に10軒茅葺きが残っている。また多雪

地帯に対応した葺き方をしている。松澤敬夫親方が

よくおっしゃるように、「二三ぷっくり、四五六

ぴっしゃり」というもので、そういう屋根の葺き方

があるということ。それはなかなか覚えるのに時間

がかかる。

　関係人口を増やすにはどうしたらいいのかという

ことで、新たに取り組んでいらっしゃることが、少

し話にありましたけれども、白馬高校のスキー部の

学生さんが茅出しを、トレーニングを兼ねてする。
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それからこの頃ではキャンピングカー協会の人がこ

こに訪ねてきた人に茅刈りを体験してもらって、そ

れに触れていただいてリピーターになっていただ

く。それから小学校６年生が竪穴住居を毎年つくっ

ているような、授業の一環でつくるほうもやってい

る。小学生はワラビ採りをやっている。

　それから、道の駅に茅を使ったアート作品を展示

して、それは子供たちが刈った茅で作ったそうで

す。この山の風景をアートにした、壁面のアート作

品というか何というか、壁面の飾り物なのですが、

それをなぜ作ったかというと、新しい需要というこ

とでももちろんあるのですが、それは室内にあるの

で劣化しないので、それを見て20歳、30歳、40歳

になっても自分たちが刈った茅がここにあって、ふ

るさとはこういうものなのだというふるさとの一つ

の思い出になればということでその作品がつくられ

た。ただ新しいものをというのではなく、子供たち

のふるさとづくりにどんな方法があるかなというこ

とで、そういうことをされたということです。

　そんなお話を聞いた後、皆さんからの質問などが

とてもたくさんあって、時間いっぱいそういうお話

だったのですが、まず出たのが、若い方からの質問

で、茅葺のメリットは何か、それを説明していく必

要があるのではないですかということ。これは非常

に難しい質問でしたけれども、松澤さんが先ほど来

お話をされている、単なる屋根だけではないこと、

その背後にある恩恵も含めて大きなメリットがある

ということをお話しされたのと、茅葺き民家の所有

者さんも中にいらっしゃって、まず、その心地良さ

というのは本当に格別だということ。涼しいという

こともそうですし、雨音がしない、音が柔らかいと

いうことです。それから、中で火を焚ける。中で火

を焚いて、今ここで生火を焚いたらたぶんみんな死

んでしまいます。そういうすごいところが茅葺きに

はあるのではないかと。そういうことが災害時にも

やはり水と火と食べ物があったら生き延びられると

いう、災害が今多い時代に改めてその価値というも

のが見直されたというか、そういうものが大きなメ

リットというか、恩恵というものではないかという

お話と、答えの幾つかでした。

　このことは、これからの課題としてもやはりそう

いうこともすごく大きな、単なる屋根ではないの

で、うまくみんなが共有をできてない、もっとしっ

かり言語化して、みんなが説明できたりするように

ならなければいけないということが一つの課題と、

３人に伝えましょうということを第２分科会でも広

げることで、それから交流人口、関係人口を増やす

ということ、こういう宣伝が本当に必要ではないで

すかというのが若者の意見でした。

　それから面白かったのは、関係人口をどうやって

増やすのかということについてはいろいろな意見が

ありました。

　お一人は「茅刈りウィンタースポーツ計画」をした

いと、茅刈りはスポーツだ、ある程度難しい、面白

い、気持ちいいということで、冬のスポーツにも勝

るとも劣らないというものではないのかなというこ

とをおっしゃった方。それから、茅葺きはとにかく

楽しい、気持ちいい、これが屋根になると思うとと

てもうれしい、それが何ごとにも代えがたい喜び

だったとおっしゃった方もいました。

　それから、茅刈りはやってみると本当に面白い、

楽しい、気持ちいいということがとても大きいとい

うこと、それをもっと広げないといけないかな。中

には、今度茅刈りに行きたいという方も生まれまし

た。「今度、10月20日空いているんですが、小谷で

茅刈りができますか」と言う方がいたり。

　だから、そういうことがあったときの受け入れる

仕組みがまだまだできていなかったりするので、茅

場があって刈り手がいないところは、そういう仕組

みのほうが、少し第１分科会でお話しされたのと一

緒で、屋根屋さんだけではなく、そういう新たな受

け皿が必要なのかなということ。

　一番のキーワードは、「使って育てるというこ

と」。利用させてもらって、そうしたらそれが草原、

茅場、ひいては地球環境ということまで、自分たち

が使うことでそのように大きく、それで自分たちの

心地良い環境を手に入れる、一緒に使って育てると
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いうことが、まずその視点が大事なのではないかな

ということです。

　最後は、茅葺きの材料集めから茅刈り、そしてそ

の住まいとして、また動物、生き物の住まいとし

て、その総合力というのは本当にすごいということ

が、今日一日の皆さんのお話から分かった。この総

合力をもっと伝えなければということと、自治体の

皆さんにはいろいろなメリットが、その場所で茅葺

きを持っているから茅葺きの葺き替えのメリットが

あるという関係ではなく、自分は子育て時代の悩み

をそこで茅刈りをしながら相談できるというメリッ

ト、あるいは気持ちいいメリット、心地良い住まい

を得られるメリット、メリット、恩恵はいろいろな

ので、そこをそれぞれに自治体も補助できるところ

がもっといろいろあるのではないか、ただ屋根を葺

くだけの補助ではなく、そういうところにもつなげ

ていきたいというような、まとまりませんけれど

も。

高橋：ありがとうございます。茅葺き屋根があるこ

とのメリットですよね。それは茅場にも通じるし、

地球環境にも通じていると。先ほどおっしゃってい

た関係人口を増やすことにも通じるし、楽しい、う

れしいという期待を育てることにもつながるとい

う。

　そして安藤先生がいつもおっしゃっているよう

に、農業や畜産にきちんと回すことによって地球環

境に優しくなるし、おいしいもので皆さんが幸せに

なるしという、そういう総合力がすごいということ

をしっかりと発信できる仕組みが、まだ今そろって

いないんだろうなという感じでしたね。町田先生、

今のお話を聞いた感想は何かありますか。

町田：子供たちのところでも情報発信を発表する班

がありました。第４分科会では、小谷村の中学３年

生の皆さんが１年生の頃から里山や生態系などのい

ろいろなことをテーマに勉強してきたので、その集

大成として里山と地域の問題解決を提案してくれま

した。その中で、草原の情報発信をしてくれた生徒

もいて、茅葺きの動画をつくってくれました。それ

が世界に発信できるくらいの情報力になるという意

見も参加者の方から出ていました。

高橋：それでは第３分科会、まさしくその草原を管

理して茅の採取技術をどう学び伝えるか、伝承する

かという、非常に肝のところでしたが、武生先生、

よろしくお願いします。

武生：第３分科会では、茅場の維持を担う組織の運

営やそのポイントについて話をしました。ここで

は、千国の牧の入茅場の運営をしている親沢北観光

委員会の栗田さんと、雨中ショクの茅場の理事をさ

れている雨中林野組合の荻澤さんの２人に、それぞ

れの管理・運営の苦労話などいろいろな話を伺いま

した。

　２人それぞれから、やはり当然のように、過疎

化、高齢化による担い手の不足という問題が挙げら

れているわけですけれども、二つの地域がとても対

照的で、千国の牧の入茅場の運営は、昨年、最後の

茅葺き屋根のお宅が金属を被せたということで、茅

葺きをしている意味がなくなったと。本来茅葺き屋

根をつくるための茅場を、茅葺き屋根を持ったお宅

が１軒もなくなった中でどうやって維持するモチ

ベーションを持つのかが大きな問題になっていると

いうことでした。

　ただ、地区の中ではもう昭和40年代くらいに、

ほとんどの家屋が金属を被っていたんですけれど

も、この地域は、やはり今日もお話を聞いていてす

ごいなと思ったのは、90軒近い地権者の人たちが

毎年義務人足で、先ほど茅場を維持するメリットは

何かという話がありましたけれども、メリットを一

切考えているかどうか僕は聞きませんでしたが、義

務と言われたら全員が出てくる、そこに参加すると

いうのは当たり前として地区が維持されてきたとい

う話を伺いました。たぶん、そういう義務人足とし

て出てきている中で、いろいろなことを学んで地区

運営がされたかと思うのですが、その辺のメンタリ

ティーというのが、もう少し時を経ていくと面白い

のかなというところです。

　一方で、雨中の茅場は、移住者の多い地区という

ことで、もともといろいろな人を受け入れるという

土台があった。同時に、新しい集落ということで、

祭事も含めて、いろいろなものを自分たちで新しく

つくり上げている最中であるということもあって、

伝統的にずっと維持してきたということよりは、む

しろいろいろな人が関わり合いながらやっていく。

その中で一番大きいモチベーションは、もしかする

とお酒を飲むための一つの面かなという、荻澤さん

らしいコメントがありましたが、これもまた一つの

考え方です。モチベーションに、そういった地域の
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交流の場を位置づけて、茅葺きそのものの直接的経

済利益ではないのですが、地域を維持するためにあ

えてそういう場を使っているというお話でした。

　お二人に共通するのは、基本的には地域をどう維

持していくか、茅場だけではなく、地域をどう維持

していくかということが基本だったんですが、例え

ば荻澤さんからは、茅場の維持管理のための様々な

作業だけでなく、日常的な堰、用水路の掃除である

とか、いろいろな形で、実は小谷というのはまだま

だ若い人たちを教育する機会があって、そういった

ところでの教育と茅場の教育、同じウエートですけ

れども、そういう場で若い人を教育していく場、そ

れとしての意義がある、茅場を維持していくことに

意義があるというお話をいただきました。

　最終的に、会場からはそういった地区運営という

だけでなく、茅場を維持することに直接的な経済的

なメリットがあるかとか、いろいろな話を聞いて、

かなりいろいろな地域の方からのアドバイスもあ

り、いい情報交流ができたかなと思います。

　教育であったり、茅材としての直接的な利益で

あったり、観光であったりという形での運営のため

の仕組み、調達の方法もあるなと伺っていました。

それからモチベーションに関しては、各地域悩みは

あるようですが、なかなか多くの地域がモチベー

ションを維持するのが難しいところではあるのです

が、そういう意味では、お二人のお話はとても参考

になったかと思います。以上です。

高橋：私も今初めて聞いたのですが、小谷村はみん

ながっちりとした固いコミュニティーなのかなと

思ったら、いろいろなパターンのものが実際にはあ

るんですね。そういうものが村内にたくさん存在し

ているということは、ある意味弾性力があってとて

も強いことかもしれない。今後訪れるいろいろな担

い手不足も含めた社会情勢の変化に対して、どうい

う選択をするかという選択肢がたくさんあって、あ

る意味強いことかもしれないです。面白いですね。

井田さん、今のお話を聞いて何かありますか。

井田：やはりメリット、デメリットだけでは済まな

いものもあって、未来の場をつくるということに対

してもそれぞれの思いがあって、自然が好きな人も

いれば、ただワイワイガヤガヤするだけ、お酒を飲

んでそれでもうOKとする人もいる中で、やはりそ

れこそそれぞれの多様性を大事にしていくことにつ

ながることかなと思いました。ちょっと言葉足らず

ですけれども。

高橋：それも生物多様性の一つだろうと思います。

　では、第４分科会、とても面白い催しをやってい

ましたね。びっくりしました。

町田：ありがとうございます。第４分科会では、

「草原資源を生かし、次世代につなぐ」をテーマに、

小谷村の中学３年生の皆さんが成果発表をしまし

た。

　小谷村の中学３年生の皆さんが、茅葺き屋根の葺

き替え作業、武生先生と私も一緒に取りくんだ草原

での野外学習、そのほか養蜂見学や高齢者の福祉体

験学習等生徒たちの学びと草原を掛け合わせて、四

つのテーマを話をしてくれました。

　分科会は、子どもたちの学びと、参加者の方たち

のワークショップ型にし、中学生の皆さんと会場の

皆さんと一緒に交流を深めることができました。中

学生の頑張りと、参加者の皆様の温かい参加の下で

成り立った分科会となり、本当に感謝申し上げま

す。

　では、中学生の皆さんが考えてくださった四つの

テーマを御紹介していきます。まず、一つ目の班は

草原の食の恵みという観点から、ワラビを生かした

地域活性や、ワラビと草原の維持管理の関係性を発

表してくれました。まず子供たちは、走り回りなが

らワラビを採ったその楽しさというところもを感じ

てくれていて、それからワラビと小谷野豚を合わせ

たおいしそうなメニューなどたくさん考えて道の駅

に提案してくれる等実践的なテーマでした。

　二つ目の班は、草原の情報発信がテーマでした。

デジタルネイティブ世代の生徒達は、SNS、TikTok

用の茅葺き民家の発信やワラビの恵みの発信を、す

てきな音楽をつけて動画を制作しました。会場の参

加者からも、世界にも発信できる情報だというお話
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もありました。

　３班目は、草原の豊かな生き物となりわい、ミツ

バチの養蜂をテーマに発表してくれました。こうい

うところも、小谷のミツバチや草原の生かし方、生

態系サービスから見た提案となっていました。

　最後の班は、多くの草原をはじめとする地域の抱

えている高齢化問題に向き合ってくれました。生徒

達は高齢者福祉体験を通じて、認知症の方や高齢者

の方と一緒に食事をしたり、農業をしたりすること

によって、中学生と高齢者が一緒に作業を体験しま

した。草原の維持管理を共に行うことで、高齢者の

方も元気に、子供たちも学びを提案してくれまし

た。草原をキーワードに子供たちがふるさとの課題

の視点からこれだけのテーマが広がることを実感し

ました。

　最後に会場の皆さんが御意見をくださいました。

今回の分科会では子供たちの目線から見た小谷村、

草原のぜいたくとも言えるぐらいたくさんの恵みが

あって、それを生かしていく提案となりました。か

なりハイレベルな発表を小谷村の中学生がしてくれ

て、これだけ地域の未来のこと、ふるさとのこと、

未来のことを考えてくれている子供たちが、また小

谷村に本当に戻ってきてくれるためにはどうしたら

いいのか、そういったところまで議論が深まったか

なと思います。以上です。

高橋：草原をテーマにしただけで、ものすごくたく

さんの課題について、それぞれが論議をしていった

り、子どもなりの発想で提案をして、それに大人た

ちも加わって、小さなコミュニティーを四つぐらい

つくって論議されていましたね。非常に面白かった

です。

　将来の担い手である子どもたちにとって、茅場と

いうのはどういうふうに捉えられるかというとき

に、そういう様々な切り口と非常に結びついてい

る。草原そのものが社会の成り立ちに関わっている

し、自分たちの将来にも関わっているという、非常

に面白い、自発的で面白いテーマをやってらっしゃ

いました。そういう意味で、とても楽しく聞かせて

いただきました。

　一応今、四つの分科会から御報告があったんです

が、時間はかなり限られるんですが、それぞれ今初

めてお話を聞いた皆さんもいらっしゃると思うんで

す、会場のほうから、それぞれの分科会、どこでも

結構ですので、御質問等あれば聞けたらと思います

が、いかがでしょうか。何かございますか。よろし

いですか。何か疑問があれば。もうかなり皆さん疲

れていますね。それではこちらで進めていきたいと

思います。

　草原の価値を見直す、草原の価値についてはいつ

も言われることですが、価値をどう継承するかと

いった問題です。

　今、世代間の問題や、あるいは集落、コミュニ

ティーの問題、いろいろ切り口はあったんですが、

今後小谷村でなくても、全国の草原をテーマにして

もいいんですけれども、草原なり茅場の伝承につい

てどういうことが提案できそうか、それぞれ今回の

分科会の中から思われたことを発言していただけれ

ばと思います。町田先生からいかがでしょうか。

町田：私たちの第４分科会で子供たちが動画での情

報発信を提案してくれたところが、すごく心強いか

と思います。実際に茅葺きに住んでいる中学生もい

て、子供たちの目線でも入りやすい、配信力もあ

る、それに期待するところがありました。

高橋：では、武生先生。

武生：やはり今後はいろいろな地区の間の情報交流

がとても大事かとこの分科会では思いました。特

に、実際に茅場を運営している方々と使っている

方々や流通させている方々の間の情報提供が、必ず

しもうまくいっているわけではない。そのあたりが

うまくつながっていくと、もしかするともう少し運

営も速やかにいくのかなということを、今日の分科

会の、特に後半のディスカッションで強く感じた次

第です。

高橋：上野さん。

上野：今後につなげていくのにプロフェッショナル

だけを育てるとか、広げていくというのではなく

て、いろいろなところ、何て言うんでしょう、いろ

いろな関わり方があると思うんですね。だから、皆

さんの下にその知恵と技がまた戻ってくるような。

たぶん80代ぐらいの方の下にはあったと思うんで

す。その技と知恵が。それが今途切れてしまって、

かろうじて職人の下にあったり、地元の下にあった

りするものが、もう少し皆さんの下に、暮らしとそ

の技と知恵が戻ってくるようなことが、プロフェッ

ショナルを育てるということだけじゃなく、大事か

なと思いました。
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高橋：プロフェッショナルだけでなく、幅広い皆さ

んにそれが実感できるような仕組みをつくる、それ

で関わりを増やしていくということですね。井田さ

ん。

井田：先ほども申し上げましたように、多様な人が

多様な目的で多様な関わりができる場をつくると。

高橋栞さんが御提案された言葉に尽きるかなと思っ

ております。このいいところの一つは、茅場の現場

にいなくてもいいんだよ、現場に行かなくても、別

に茅刈りしなくてもいいんだよということかなと

思っています。もちろん茅刈りに来てもらって茅を

葺いてもらってもいいんだけれども、SNSで発信す

るだけでもいいし、そこに「いいね」するだけでもい

いし、やはりそれが広がっていくことが大事かな

と。最初は小さくても、大きな力となっていくもの

ではないかと思っていますので、やはりそういう場

づくりに力を入れていければいいのかなと、今はそ

うですね。

　あとは、やはりそれをやり続けること、世の中、

時代が追いつくまでやるしかないのかなと思ってい

ます。以上です。

高橋：いつの間になくなってしまうことのないよう

にしないといけないですね。その辺のスピード感も

まだ必要かもしれないし、あらゆるツールを、今の

若い人たちはたくさん持っていらっしゃるのでそう

いうものを活用していただくといいのかなと。

井田：若い人たちは、全部押しつけては駄目だとは

思うんですが、やはりそういうツールを使うのは本

当に早いですので、そういうところはどんどん若い

人にお願いしていったらいいのかなと思っていま

す。

高橋：そういう意味でも関係人口が増えるといいで

すね。

井田：若いというのは、決して年ではないので、気

持ちで違うと、念のために。

高橋：今いろいろと御提案をいただいたんですが、

それを実現するに当たってというか、今後行政のほ

うでどういう関わりをしてほしいかということがあ

れば、あしたはサミットがありますので、それぞれ

の皆さんから。極めてローカルなことでも結構です

し、日本全国の草原に対することでも結構ですし、

一つか二つぐらいお話しいただければと思います。

では、また井田さんのほうから。

井田：自治体への要望は、自然を守ってほしい。私

は自然が好きで自然の研究をしているんですが、行

き着くところはやはり文化を守らないことには自然

は守られないなと、今思っています。自然を使って

きたからこそ、日本の自然の恵みを生かした文化が

維持されてきた。けれども、いろいろな経済的な理

由から、自然素材というものが何か面倒くさいもの

となってきて、それとともにスピード、あるいはお

金第一になってきて、文化も失われてきている。そ

れも一つの流れではあるとは思うんですけれども、

やはりそういう何百年と続いてきたものには必ず意

味があると思いますので、そういう文化を維持する

ための施策及び補助をしっかりやっていただきたい

と思います。

　古い建物を守るために、その素材である森林や草

原、草原に限らず、木でつくっている、要は木材で

すね。それを調達した里山をいかに利用していくか

というところも大事かなと思っています。それが結

果として、自然が健全な生態系になっていくのかと

思います。なかなかうまく言えませんが、そんなと

ころになります。

高橋：上野さん、何かありますか。

上野：まずは、草原と茅葺き文化の基本法、まず茅

葺きとか草原というのは、国民にとって大事なもの

だと、棚田基本法がありますね。あのような形で、

まず「草原・茅葺き文化伝承基本法」、まだ仮です

が、そういったもので大きく位置づけてしまってほ

しいと、それは国への希望です。

　それから、自治体の皆さんが補助を出してくださ

るときに、例えば茅葺き屋根の葺き替えに補助が出

ますよという理由は、炭素の固定もしていますし、

理由は幾らでも本当はあると思うんですね。なの

で、そういった保全に、環境に寄与しているという

視点でもって、例えば、屋根の葺き替えをするとき
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には補助を出します、あるいは茅葺き民家に住むの

だったら補助を出しますというのがあってもいいな

と思います。

　それから、さっき減災、山火事を防ぐために小谷

で野焼きをやっているというお話があって、山火事

を起こさないために野焼きをやる、それからその野

焼きを安全にするための防火帯切り、この辺に直接

的に補助が出るといいなと。具体的にもうぱっと出

してもらったらいいなと思うのはそんなところです

が、そういった基本法などで大きく位置づけて、細

かなところに結びつけていけたらという希望です。

高橋：壮大な提案をいただきました。基本法によっ

て大きな枠組みをしっかりとつくって、実際に補助

をするときにはその理由づけというのは非常に多様

なんだと。減災・防災も含めて、それから今の脱炭

素社会の最先端を行っているんだというような理由

をしっかりとつけてほしい。そのことによって納得

するような補助の体系があったらいいねということ

ですね。ありがとうございます。

上野：省エネも。

高橋：省エネもですね。ありがとうございます。武

生先生。

武生：日本は学校教育は充実しているんですが、社

会教育がどうしても不足しているというのが大きな

課題です。そういう中で、今年千国地区のお祭りを

見に行って、今日来ていただいている栗田さんが、

子供相撲とか一生懸命やられているところなどを見

ると、お祭りやそういったいろいろな形で地区の子

供たちを育てるというのはとても大事なことだなと

感じます。それが最終的につながって、地区運営に

なり、茅場の運営になるんですが、こういうのは実

は社会教育の一環です。

　学校教育の中にはなかなか社会教育に子供たちを

放すことができないんですが、ぜひ、例えば今の総

合教育をもともっと充実していただいて、子供たち

の教育の中に里の中でのいろいろな生活文化などを

どんどん取り入れていただくといいなというのは一

つあります。これは実は小谷だけではなくて、小谷

の人たちはよくやっているほうですが、全国的にも

こういう機運をどんどんと高めていただきたい。

　それは分科会の中でもある方からあったんです

が、茅場を使って茅場の草原教育を議論している環

境教育団体が、団体を維持していくには、修学旅行

とか、学校規模の旅行を受け入れないと維持できな

い。とすると、茅場でなくて里山の様々な自然を題

材にした教育をしている団体、今、頑張っていると

ころがいっぱいあるんですけれども、こういうとこ

ろが生きていくためには、やはり学校教育の中に

もっと積極的に修学旅行とか林間学校とかでこうい

う場を使うというシステムをつくってもらって、そ

こに積極的にお金を落としてもらうというシステム

ができてくると、もっと運営している団体やそれを

使って観光している団体も、運営ができるんじゃな

いかと思います。その辺も教育のところ、特に国を

中心にしたところに期待をしたいと思っています。

高橋：学校教育という場でそういうものをやりなが

ら、それを入り口としていって地域教育に広げてい

く、あるいはそういう団体とのつながりも広げてい

くという形ですね。ありがとうございます。町田先

生、何かございますか。

町田：今回の第４分科会での意見から出たところで

は、今回子どもたちが草原と食の恵みにつながりを

感じて調べてくれた生徒さんが多かったです。やは

り草原というのが、人と自然との豊かなつながりの

場になるので、地産地消の観点からも貢献度が高い

という話が出ました。草原の恵みで、例えばワラビ

が給食に出る等、学校教育と草原学習の一体的なつ

ながりが求められることも考えられます。また、子

どもたちが将来ふるさとに戻ってきてくれるよう

な、移住の方も含めた地域づくりの施策の御意見も

出てきました。

　あと、今回の分科会とはちょっとテーマが違うん

ですが、こういう草原での課題も自然共生サイトで

活用できないかなと思っているところです。

高橋：環境省への発言も最後にありましたけれど

も、自然共生サイトはもう募集が終わったという話

を聞いたんですが。
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町田：また再度募集しますね。

高橋：そうですか。ぜひ本物の自然共生サイトも見

ていただければと思います。ありがとうございまし

た。そろそろ時間が迫ってきましたが、最後に質問

等は本当にございませんか、皆さん。よろしいです

か。では、最後に一言、皆さんの思いを、小谷村に

対するエールでも結構ですし、日本の草原に対する

思いをそれぞれ述べていただけたらと思っておりま

す。では、井田さんからお願いいたします。

井田：最初にいつも振られますね。私、随分長く小

谷の茅場にお邪魔させていただいて、毎年１回は来

ているかなと思うんですが、小谷の皆さんには「本

当にありがとうございます」の一言に尽きるんです

けれども、今回こうして本当に大きな会ができて、

草原サミット・シンポジウムができて、まさに今回

が非常に充実した関わりの場だなと思っておりま

す。今日、名刺交換をいっぱいさせていただいて、

交流できればいいかなと思っておりますので、ぜひ

とも、また引き続きよろしくお願いいたします。あ

りがとうございました。

高橋：交流や活動の場をまた新たに提供できたらあ

りがたいなと思います。では上野さん。

上野：小谷に通い始めてもう何年もたちますが、本

当に小谷そのものと、そこにいらっしゃる皆さんが

本当に来るたびに大好きになってくるという、そん

なところなんですけれども、今日お話しなさった大

先輩の敬夫さん、そして朋典さんを見ていて、一つ

は謙虚でありたいなと思いました。自然に対しても

人間優位でコントロールするとか、火をコントロー

ルするとか、何かちょっと違うなと思っていたんで

すが、人に対しても自然に対しても、何か謙虚であ

りたいなと。この小谷の皆さんと一緒に活動する中

でそこは学ぶところで、自分にとっては、こうあり

たいという自分ができているわけではないので。

　あと、今日お集まりの180人ぐらいいらっしゃる

んですかね。それからオンラインで見ている皆さん

も、１回どこかで、最寄りの茅場で茅刈りをしてみ

ませんかと、お一人ずつどこかで、近くでやってい

ると思いますので、そこからまた次の出会いも、何

か感じることもあるかなと思います。私は茅担当

だったので御提案したいと思います。本当にありが

とうございました。

高橋：では、武生先生、お願いします。

武生：僕は通い始めてからいろいろな形で関わらせ

てもらっているんですが、今年も雨中のお祭りに参

加させてもらって、おみこしを担がせてもらって、

たくさん酒を飲ませてもらったんです。荻澤さんも

70歳になってもまだ若い、まだまだ走ると言って

いましたが、私もぜひこれからも来る間は走らせて

もらえたらと思っているところです。

　それから少し大きな話をすると、このせっかくの

機運をここで終わらせずに、今日いろいろなアドバ

イスをいただきましたし、この村のいいところをた

くさん再発見したかと思うので、できればこの先、

これをもう少し進めていただければと。

　例えばですけれども、ユネスコのエコパークと

か、幾つかトライできることがあると思うので、小

谷村のせっかくの素晴らしい自然と文化を世界に発

信していけたらと、そういうことを少しお手伝いし

たいと思っています。以上です。

高橋：では、町田先生、お願いいたします。

町田：小谷村は、武生先生を通じて実習でも通わせ

ていただき、御縁があり今回は中学校の先生方と一

緒に２月ぐらいから打合せをして今日にいたりまし

た。実感したところは、やはり今日子どもたちが素

晴らしい発表をしてくれたのは、中学校１年生から

の地域学習の積み重ねがあって、草原や里山等、地

域を通じた教育の継続性が非常に重要かと思いまし

た。特に草原は、生物多様性から、それをバックグ

ラウンドの社会課題まで、子どもたちが草原を見つ

めるといろいろな課題が見えてくるので、草原を通

じた教育の重要性と継続性がすごく大事だと思いま

した。

　そのためにも、草原が持続した形であるためのシ

ステムが、武生先生が言ってくださったように、各

地域の皆さんが悩んでいる、どうやったらこの草原

を維持できるのかというところで、よいフレーム

ワークができるとよいと思いました。以上です。

高橋：時間がそろそろ来たので終わりにしないとい

けないと思います。今日も本当にたくさんの要素や

アイデア含めていろいろ飛び交っていましたね。な

かなか整理するのも大変だろうなと、茅場一つ取っ

てもこんなにたくさんの問題があって、楽しみもあ

るんだろうなと実感しました。それと、茅場の維持

とそれに伴う茅葺き屋根の維持というのは極めて合

理性の高いシステムだなというのがよく分かりまし
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た。合理性が高いということは持続性が高いという

ことだろうと思いますし、しかも最近は様々な多面

的機能という言い方で、草原や茅場の価値というの

は皆さんが強調されるようになってきたし、この枠

組みもようやく少しずつ見えてきたかなという気が

します。

　ただ、茅場や草原をなぜ守らなければいけないの

かという答えはなかなか出ていないですね。これは

私たち自身が考えなければいけないことだと思いま

すので、それぞれ立場は違うかもしれませんけれど

も、今日いろいろと情報を得た中で、行政への働き

かけ等も提案されましたけれども、大きな枠組みの

提案もありました。そういうものに発展していくよ

うに、先ほど武生先生がおっしゃったように、これ

からが出発、このサミットの経験を今から出発点と

して、まずこの小谷村が発展していくように祈念し

て、お願いをしたいと思っております。

　長い間、午後から大変な中で皆さんお疲れさまで

した。基調講演をいただいた安藤先生と松澤さん、

それから報告をいただいた井田先生、今日最後に全

体会で登壇していただいた４人の皆様に、最後にな

りますけれども、盛大な拍手をお願いいたします。

司会：ありがとうございました。高橋さん、そして

コーディネーターの先生方、誠にありがとうござい

ました。では、これをもちまして全国草原シンポジ

ウム in おたり大会を終了いたします。参加の全て

の皆様長い時間にわたりまして誠にありがとうござ

いました。
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１．文化庁「ふるさと文化財の森」　牧の入茅場

　　　解説　井田秀行 氏

　　　実演　田原重男 氏・中村英子 氏

83



２．文化庁「ふるさと文化財の森」　雨中ショクの茅場

　　　解説　武生雅明 氏・荻澤隆 氏

３．長野県宝旧千國家住宅（牛方宿）

　　　解説・実演　松澤朋典 氏
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司会：皆様、本日は、草原サミットに御参加いただ

き誠にありがとうございます。昨日から引き続きの

御参加の皆様におかれましては、大変お疲れさまで

ございます。私は、本日の司会を務めます小谷村教

育長の関芳明と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。

　ただいまから「第14回全国草原サミット・シンポ

ジウムin おたり」サミットを始めさせていただきま

す。

　まず初めに、開催地を代表しまして、大会実行委

員長でもあります小谷村長・中村義明が御挨拶を申

し上げます。

小谷村長：皆様、改めましてこんにちは。お集まり

の草原に関わる皆様、それから市町村長の皆様、代

理出席いただいている皆様、それからオンラインで

も御参加いただいているということで、誠にありが

とうございます。

　私、午前中は他の公務がありましたのでこの時間

からになりますが、午前中は、それぞれの現地見学

会ということで出ていただいたのではないかと思い

ます。天候が少し心配されたと思いますけれども、

雨が降らなかったと聞いていますので、それぞれ当

村の特徴ある茅場を見ていただくことができたので

はないかと思っているところであります。

　では、これからは今回のサミットの核心部分に

入っていくという形になりますので、皆様からしっ

かりと御協議をいただきたいと思っております。

　各市町村の草原の状況がどのようになっていて、

どのような課題があって、さらに次世代につないで

いくには、どうやって行政であるとか教育団体が関

わっていかなければいけないのかなど、今日は短い

時間ではありますけれども、皆さんと共に活発に議

論をしていきたいと思っています。

　そして最後に、今回のサミットの成果としまし

て、小谷村におけるサミット宣言という形で広く全

国に発信していきたいと思いますので、力強い議論

をいただきますように、よろしくお願いしたいと思

います。会場の皆さんも、しっかりとこの議論を見

守っていただきたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。以上です。

司会：続きまして、本日大変お忙しい中、御来賓と

して環境省自然環境局自然環境計画課調整官、笹渕

紘平様に御出席をいただいておりますので、御祝辞

を賜りたいと存じます。

環境省・笹渕調整官：ただいま御紹介にあずかりま

した環境省の自然環境計画課の笹渕と申します。私

は、昨日のシンポジウムの前の草原の里の認定の授

与式からフル参加で参加させていただいておりま
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す。この２日間、小谷村の中村村長はじめ小谷村の

皆さんに本当に温かいおもてなし、歓迎をいただき

まして、この２日間の準備はいろいろ大変だったと

思いますけれども、非常に心のこもった素晴らしい

場を提供していただきまして、まず深くお礼を申し

上げたいと思います。

　それから今日は、昨日からも含めて全国からこれ

だけ多くの草原の関係者の方々が集まって、草原の

保全・再生について熱い議論を交わしているという

場面に私も立ち会わせていただいて、非常に感銘を

受けました。

　この小谷村では、茅葺きの文化と草原の保全が非

常に一体になって取り組まれているというか、草原

を守るということだけではなくて、茅葺きの文化を

守ってきた結果で草原が守られていると、そういっ

た自然と文化を一体的に環境省としても考えていか

なければいけないと、非常に私自身も学びになった

機会になりました。

　実は私、数年前に北海道に赴任をしていたことが

あって、そこでアイヌの方の話を聞くことがありま

した。アイヌの文化というのは北海道の文化ではな

くて、もともと縄文の文化だと。縄文時代に日本全

体にあった文化がたまたま北海道に残っていて、そ

れがアイヌと言われているだけだという話を聞い

て、非常に面白いなと思っていたんですけれども、

昨日の話を伺うと、草原もその１万年の歴史があ

り、縄文時代からの歴史のある人の暮らしとともに

維持されてきたものが草原として残っているという

話を聞いて、そのアイヌの縄文の文化と草原が非常

に私の中につながって、目から鱗だったというのが

昨日からの感想です。

　日本、それから世界全体で、今、自然との共生と

いうのを世界の目標にしていますけれども、では自

然との共生は何かというと、そういった縄文から受

け継いだ自然との共生の文化を未来につないでいく

ことではないかと、本日までに感じたところです。

　ですから、ここにいるお集まりの各自治体の皆さ

ん、それぞれ草原を抱えていて、それが１万年の歴

史、それぞれによって状況は違うかもしれませんけ

れども、世界が目指す自然との共生に先駆けて、世

界の最先端を行っているという誇りを持っていただ

けるといいんじゃないかと思います。

　今日、この最後のサミットで、ぜひこれから未来

に向けて草原をどう維持・保全していくのか、そう

いったことがこの場で議論されて、実際にこの草原

が未来に残されていく、そういった場になることを

心から祈念して、私の挨拶に代えさせていただきま

す。

司会：本日は、オンラインを含めて12の自治体様

から御参加をいただいております。時間の都合上、

参加者につきましては、お配りしました資料の次第

の裏面の出席者名簿記載をもって御紹介に代えさせ

ていただきたいと思いますので、御了承をお願いい

たします。

　それでは、これから会議に移ります。会議の中

で、各自治体様からお話をいただきますが、お手元

に参加者自治体様の概要についてはまとめた資料を

お配りしてございますので、現状と課題を中心とし

て、要点のみ３分以内でお話いただきたいと思いま

す。ここからは、実行委員長の中村村長に議長とし

て会を進行していただきたいと思います。

小谷村長：それでは、ここからは私が進行という形

で進めさせていただきます。

　まず初めに、前回の草原サミットの報告というこ

とで、東伊豆町様のほうからお願いをいたします。

東伊豆町・鈴木副町長：皆さん、こんにちは。前回

サミットを開催させていただきました静岡県の東伊

豆町の副町長の鈴木でございます。どうぞよろしく

お願いをしたいと思います。次第に従いまして、前

回のサミットの報告をさせていただきます。

　まず、2020年、令和２年度に開催を予定してい

ましたが、本来よりも１年延期をさせていただい

て、2021年９月26日・27日と２日間でサミットを

開催させていただきました。

　１年遅らせた理由としては、ちょうど世の中がコ

ロナ禍ということで、当時は、開催をしても皆さん

に一堂に会してお集まりしていただくことが無理だ

ろうという大前提がありました。１年我慢をして、

皆様と膝を突き合わせながらサミットが開催できな

いかということで、１年間延期というのをやむなく

決定して翌年を迎えたんですが、そのときになって

もコロナは終息を迎えることができなかったという

ことで、シンポジウム・サミットともども、オンラ

インを中心にして開催というような、非常に変則的

な開催となりました。

　当時私は役場の職員として関わっていたという
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か、サミットに関わっていたというよりも、コロナ

の対策の担当をしていた関係で、サミットの開催に

ついてどのようにしていくかということで非常に苦

慮しながら、スタッフと考えてやった記憶がありま

す。そんな形でサミットそのものには参加をするこ

とはなかったんですけれども、側面からいろいろ関

わったというような形でございました。

　まず、その第13回の「全国草原サミット・シンポ

ジウムin 東伊豆」は、副題として「未来へつなご

う！　壮大な海すすきの草原」という題をつけまし

た。まず、「海すすき」というのはなかなか一般的に

ある言葉ではないんですが、このサミットのために

つけたというような内容でございます。

　私どもの草原が細野高原という名前で、東伊豆町

の稲取地区というところにございます。こちらが大

体125haぐらいのところですが、標高が400ｍから

800ｍぐらいまでにわたって草原があります。一番

頂上の800ｍのところが三筋山という山になってお

りますが、そこから草原全体を臨むとそのまま太平

洋までつながっていっている景色が見えます。太平

洋の海面の揺らぎと、それから風に吹かれるススキ

に揺らぎが非常に一体感となった景色を醸し出すと

いうことで、「海すすき」という表現をさせていただ

いて会を進めることといたしました。

　開催についてはリモートということで、本日は、

できればパワポなどを使い様子を見ながらが本当は

よかったかなと思うですけれども、なにせリモート

がほとんどという形で、全てパソコンの画面の中で

出来事が進んでいくというような形でしたので、映

像の配信等でやられるのは今も一緒ですけれども、

実際に現場もみんなリモートという形でやらせてい

ただいたものですから、映像でも紹介は難しいとい

うことで、今日は言葉だけの紹介にさせていただく

という形になっております。

　サミットの中では、前々回の開催の宮崎県の川南

町と串間市さん、これは共同開催ということで行っ

ていただきました。両市町を代表して、川南町長の

日高さんから、前回の報告をいただきました。その

後、今日御参加の全国草原再生ネットワークの会長

の高橋様、非常に御尽力いただきまして誠にありが

とうございました。高橋様よりシンポジウムの報

告・問題提起という形で発言をいただきました。

　今回のパンフレット等にも出てきますけれども、

「共創資産」という言葉、資産を共に未来へ残してい

くということが、すごくその一言に表れているな

と、誰にでもその望んでいることが分かってもらえ

るような共創資産という捉え方、そういう表現をし

ていただいて、保全と利用と継承といった側面をど

うしていくかといったことで、サミットを行うこと

によって、いろいろな発想・アイデアが生まれると

いった、非常に有意義な場になったことは間違いな

いなと思っております。

　その後、前々回開催の宮崎県の川南町・串間市の

両市町を含め、兵庫県の新温泉町、岡山県の真庭

市、熊本県の高森町、南阿蘇村、本日もお越しいた

だいております広島県北広島町、それから島根県の

大田市、そして当町の九つの市町村により、各自治

体の取組と課題を発表していただき意見交換をさせ

ていただきました。主に維持・管理・保全といった

内容での議論だったと感じております。

　それから以前から提案・議論されてきましたが、

今回もシンポジウムの前に行われておったかと思い

ますが、「未来に残したい草原の里100選」、この事

業についても、前回のこの選定事業の第13回を皮

切りに、募集アナウンスをさせていただくことと

なって現在に至っております。その後の経過は皆さ

ん御承知のとおりで、今回も認定授与式が行われな

がら進んでいるというところでございます。

　最後になりますけれども、保全活動の支援、観光

資源としての草原と自然観察など、教育・文化の調

和と継承、生活の中にある草原の利用への創意工夫

の支援、地域振興に活用できる社会環境の整備な

ど、そういった内容で「東伊豆宣言」を採択していた

だき、閉会をすることができました。前回の活動報

告とさせていただきます。
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小谷村長：東伊豆町様、ありがとうございました。

ただいまの報告に何か御質問がございましたらお受

けしたいと思いますが、よろしいですか。

【発言者なし】

中村小谷村長：それでは続いて、シンポジウムの報

告と問題提起ということで、全国草原再生ネット

ワークの高橋会長、お願いをいたします。

全国草原再生ネットワーク・高橋会長：皆さん、こ

んにちは。全国草原再生ネットワークの高橋です。

昨日このサミットに先立ちまして、全国草原シンポ

ジウムというのを開催いたしました。私はその全体

会の座長をした関係で、その報告をさせていただく

ことになっております。

　最初は基調講演がございました。筑波大学名誉教

授の安藤先生と、茅葺き師の松澤さんのお話です。

最初の安藤先生の講演の後は対談形式で、松澤さん

が持っていらっしゃる知識や経験をひもといてい

く、とても面白い内容だったと思います。

　小谷では、カリヤスを使う必然性があるんだとい

うお話で、非常に標高が高い、雪が多い、枯れ上が

りの早いカリヤスを雪が降る前に刈るということ。

刈ったカリヤスは雪囲いにして、春になって茅葺き

をして、そのときに出た古茅は畑に還元して、桑の

栽培や農業に用いる、そうした自立した循環が存在

していると。

　それから、草原も豊富な生き物のすみかであると

いうことで非常に重要だということ。茅屋根と茅場

の土壌の中で炭素を蓄積する、貯留するという、非

常に貴重である。松澤さんのお話では、ススキは牛

馬のえさに使って、大事なカリヤスは屋根材にうま

く利用していたということでした。

　それからワラビも、茅を刈るにはやっかいです

が、土壌づくりには関与しているかもしれないし、

食べることができるので、ワラビ採りなどをして、

いい適当なあんばいで防除していって、いい茅を育

てているという話でした。

　次です。膨大な茅葺き屋根が存在していたそうで

すが、それを支えていたのはやはりコミュニティー

だということ。100軒の茅葺き民家を７ヘクタール

で賄えるという、すごくポテンシャルの高い資源と

社会のシステムがあった。それから、いろいろな仕

組みがあることで草原保全に循環と展望が見いだせ

ているものであると。小谷は、もともと越後から職

人さんを呼べるほど豊かな経済があったんだと。今

後は茅葺き屋根の復権が、たぶん草原再生に不可欠

だろうという話を最後されていました。例えば、積

極的に文化財になれば、今いろいろあつれきのある

消防法との関わりというのにも、規制をクリアでき

るんじゃないかという希望を最後にお話になられま

した。

　次に、信州大学の井田先生から研究の報告がござ

いました。小谷の牧の入茅場というところで、もう

15年研究をされているということでした。火入れ

の知恵と手順にはそれなりの合理性がある、結論的

にはそういうことだったのかなと、私のほうで勝手

に考えています。カリヤスが燃えるときは30cmぐ

らいのところで350℃ぐらいになるんですけれど

も、燃えてしまうと灰ではなくて炭という形で土壌

に還元されると。一方、地下はほとんど温度が変わ

らないので生き物も生きていけます。それから、火

山灰であることと縄文時代から続くと言われる火入

れの作業が、土壌中に安定した炭素を貯留していく

という優れた仕組みがある。それから、細くて小さ

いように見えるカリヤスですが、実は高密度に生え

ていて、面積当たりの植物量としたら、ススキより

もはるかに高いぐらいある。根っこも当然非常に大

きいので、先ほどの炭素の貯留にも役立つし、また

土壌の崩壊を防ぐにも効果的ではないかというお話

がありました。火入れというのはカリヤスの品質を

向上させるためには不可欠で、もし火入れをしなけ

れば茅を刈った後全面刈りをして持ち出すような、

そういう作業が必要になる場所もあるというお話で

した。

　次は、茅場の植物の種数というのは多いというわ

けではないけれども、バッタや昆虫、それから鳥な

どは非常に多いということ。それからヤマハギは茅

を刈るときに非常に邪魔になるので、積極的に退治

する。そういう様々な人の関わり方が牧の入茅場ら

しい生態系を本日まで維持しているというお話でし

た。

　次に四つの分科会を行いました。それぞれ一つず

つお話しさせていただきます。

　第１分科会は、先ほど講演していただいた井田先

生がコーディネーターとなって、東京大学の高橋栞

さんが、御自分の研究内容だとか、あるいは自分が
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やっている活動の内容だとか、そういうものを御紹

介くださいました。行政への茅場の現状に関するア

ンケートや妙岐ノ鼻という霞ヶ浦にある湿原の茅や

茅場の評価、それから茅場の利用管理の未来の在り

方について、様々な活動をしている内容を話題提供

していただきました。多様な人が多様な目的で多様

な関わりができるような場所や仕組みづくりが重要

だということを結論に出されておりました。連携の

ある相手の価値観に入る、そういう工夫がとても大

事で、結果として自然の多様性が守られるという構

図がとても大切なんじゃないか。生き物を守るため

に草原を守るというのもそれなりの意義があるかも

しれないけれども、持続性を考えればそういうスタ

ンスが必要だと。

　次の第２分科会は、茅葺き文化協会の上野さんが

コーディネーターで、先ほどの松澤さんの息子さん

の松澤朋典さんが発表者として話題提供をしてくだ

さいました。

　茅を使うことで草原を育み保全するというシステ

ムがあるんだということ。屋根材だけでなく、茅の

役割は非常に多様で、関係人口の増加にも当然つな

がる要素ではないか。それから茅葺きがあることの

メリットや総合力をもっと発信すべきではないかと

いうお話がありました。それから年代を超えて、新

しい茅の利用が、例えば楽しさというものを含めて

あるんじゃないかということで、会場からは茅刈り

のスポーツ化の提案だとか、都市からのアプローチ

の仕方というような御意見もあったと伺いました。

草原の里の活用から広がる新しい世界には夢がある

感じがしました。

　次の第３分科会は、実際に茅を保全されている牧

の入と雨中のそれぞれで、茅の火入れ作業などをし

ていらっしゃる栗田さんと荻澤さんが発表して、東

京農業大学の武生先生がコーディネーターでした。

草原の運営には、経済面として、例えば茅材とか観

光とか、教育が経済かどうか分かりませんが、そう

いうものと人材。ボランティアであるか、移住者を

活用できるか、あるいは地元の人たちかということ

と、地区の人々、あるいは地区と外の人々の交流と

いうのがモチベーションとして重要になってくるだ

ろうという結論でした。

　茅場の管理体制も、今この二つの茅場によって結

構色合いが違っていました。非常に伝統的で強いコ

ミュニティーでしっかりと、ある種の義務のように

水管理や道普請のような形で管理されているところ

もあれば、新しく交流を重視するそういう感覚で新

しいコミュニティーのタイプもある。そういう多様

なタイプが小谷村にもあると。多様な目的で日常的

に若い人を教育するということは、どちらにとって

も大事な問題として捉えられているということでし

た。

　次の第４分科会は、中学３年生たちが率先して活

動して、大人とのコミュニケーションを実際に取っ

たというものでした。東京農大の町田怜子先生が

コーディネートして開催しました。内容としては、

草原の恵みとして四つ、ワラビと情報発信、それか

らミツバチ、高齢者というそれぞれのグループをつ

くって、草原を里の課題解決に向けて中学生が提案

して、それを大人たちが聞いて、また意見交換する

というワークショップを行いました。小谷村には草

原の豊かな資源や機能があることを、大人も子供も

共有していく。茅場の恵みは世界発信も可能なほど

非常に豊かなものだというのを実感している。学び

や発信する結果、未来に子供たちが戻ってくるだろ

うという大きな期待を持ちながらワークショップを

進めていったという形です。

　全体会は私がコーディネーターをしたんですが、

各分科会からの報告を会場の皆さんと共有して、保

全や活用について必要なことを討議しました。一

つ、茅場や草原の価値と継承についてということで

すが、保全のための保全から活用による保全への重

点の移動が最近行われていると。それから、伝統的

管理が残る草原は、保全や利用価値が非常に高いん

だと。それから、学習や環境教育が世代を超えてい

く高い潜在性を持っている。地元だけの負担ではな

く、自治体や市民との連携もこれからは考えていく
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必要があるんじゃないかと。それから、先ほどもお

話ししましたが、多様な人の目的、関わりが実現で

きることが重要だということで、その意味では、草

原サミットは良い機会を生み出す仕掛けでもあった

んだという話でした。それからこれは大きな課題で

すが、これは仮の名前ですけれども、「草原・茅葺

き文化伝承基本法」というものを制定するなど、法

整備をしっかり行政にはやってほしい。茅は屋根材

だけではなく、空調や省エネ、減災の機能が非常に

高いので、そういう価値を支援する施策をやるべき

である。それから茅材を使う地域と茅を供給する地

域間の密接な連携を自治体間でもやってほしい。そ

れから、原っぱの子供たちがまた戻ってこられる豊

かな施策を充実してほしい。

　次ですが、地産地消という草原の恵みと結合した

ような学習内容を展開してほしい。ある特定のもの

ではなくて、そういうつながりや循環。それから、

草原・茅場の保全に環境省の「自然共生サイト」や

「エコパーク」というのがありますが、そういう枠組

みを生かして実現してほしいという御意見がありま

した。これらの要望といっても、私たち個人の活動

で解決できる問題ではありません。そういう意味

で、市民として今後も行政側と対話を続けていきた

いと思っております。

　そういうことで、以上が昨日のシンポジウムの報

告でございます。市民サイドから望むこととして、

サミットでの論議をしていただけるとありがたいと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。

した。

小谷村長：こちらの高橋先生の御報告、問題提起に

ついて、質問等ございましたらお受けしたいと思い

ますが、いかがでしょうか。

【発言者なし】

小谷村長：それでは、これでこの報告等については

終了したいと思います。これからは、各自治体の取

組と課題についてということで、次第の記載のとお

り、竹田市様から順番にお願いしたいと思います。

　その発表が全て終わった後にディスカッションを

したいと思いますので、よろしくお願いをしたいと

思います。　それでは、竹田市様からお願いいたし

ます。

竹田市：大分県竹田市の市長代理として参加させて

いただいております岩本と申します。竹田市の久住

高原の概要と課題ということで、併せて説明させて

いただきたいと思います。久住高原の概要からで

す。久住高原に関しては、阿蘇くじゅう国立公園の

一角に位置しております。久住高原の中で行われる

野焼きが、「くじゅう四季の草原、野焼きのかおり」

として環境省の「かおり風景100選」に選ばれている

場所であります。

　また、このたび「草原の里100選」に認定いただき

ました久住高原にあります坊ガツル湿原は、標高約

1,200ｍに広がる中間湿原でございます。湿原は、

2000年に約30年ぶりに野焼きを再開した経緯があ

りまして、そこから人の手による野焼きが今の状態

を維持しておりまして、５年後の2005年にラム

サール条約の第９回締約国会議において、くじゅう

坊ガツルと、九重町にありますタデ原湿原が、両湿

原合わせた中間湿原として、国内最大級の面積を有

する湿原となっています。

　こちらの久住高原は、春には野焼きが行われ、夏

には、今写真に掲載させていただいておりますミヤ

マキリシマという高山直物がピンク色に咲き乱れ

て、秋には紅葉で楽しまれており、坊ガツル湿原は

１年中登山客で賑わっている状況であります。坊ガ

ツル湿原についてはキャンプ場として利用されて、

標高の高い秘境のキャンプ場として人気がありま

す。

　久住高原の概要としてお話しさせていただいたん

ですが、久住高原も、もう全国的にあるとは思うん

ですが、高原を守る方、主に農家の方の高齢化が進

んでおりまして、後継者不足と高齢化が伴って、野

焼きが行われなくなった地域が増え始めて森林化が

進んでいる状況になります。

　坊ガツル湿原をはじめとして、地元の方々と地元

団体と協働して、後継者不足や火入れの技術の伝承

というものが課題となっておりますので、伝統ある

野焼きを未来永劫継続できるように後継者の育成を

行っていけるか、そういった組織づくりや仕組みづ

くりが課題となっているような状況です。久住高原

の概要については以上になります。

中村小谷村長：続きまして、九重町様、お願いをい

たします。

九重町：九重町商工観光・自然環境課の吉光です。

本来であれば、町長が出席して現状や課題について
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説明するところですが、公務のため出席がかないま

せんでしたので、私のほうから現状と課題について

説明をさせていただきます。

　まず、九重町は飯田高原というところを中心に草

原がございまして、過去には採草・放牧のために毎

年春に野焼きを実施することにより、美しい草原の

景観と古来の植生を維持してきました。

　しかし、昭和40年代頃から畜産農家の減少や高

齢化によって野焼きの実施が困難になり、景観や植

生に影響が見られるようになってきたところであり

ます。

　こうした現状を鑑み1996年に、「飯田高原野焼き

実行委員会」を結成し、約360haの野焼きを復活す

ることができました。以後、本日このサミットにも

約20名の方が参加してくださっておりますが、「九

重の自然を守る会」を中心とした実行委員会形式で、

ボランティアの応援の下に野焼きを継続していると

ころでございます。年を追うごとに野焼き面積も広

がり、現在は約600haまで野焼き面積が拡大をして

おります。

　この飯田高原の草原は、先ほど竹田市さんからも

ありましたが、標高900ｍ以上の緩やかな起伏のあ

る高原部、またくじゅう連山の山脈に広がっている

ところです。ススキやネザサを中心とした植生が代

表的であります。

　課題といたしましては、先ほど竹田市さんんもご

ざいましたが、一つは高齢化の問題であったり、や

はり担い手、伝承をどうやっていくかというところ

と、野焼き実行委員会の活動資金のための安定的な

収入、これをどう確保していくかが一つ課題として

挙げられております。また、オオハンゴンソウ等の

外来種の侵入があり、鹿やイノシシの食害で希少な

品種の在来種が食べられてしまう対策を今後どう

やっていくかも課題の一つとなっております。

　最後になりますが、各団体が生態系保全のために

駆除活動等は行っているんですが、まだまだ外来種

等の駆除であったり、イノシシや鹿による食害の根

絶には至っておりません。

　また、最後に草原利用者へのルール啓発であった

り、マナーの向上、草原の持つ価値や魅力の発信と

いうのも今後必要になってくるかとは思っておりま

す。これら課題の解決への道を探りながら、飯田高

原の草原の保全活動を長く続け、次世代へ引き継い

でいく必要があると考えております。以上です。

小谷村長：それでは続きまして、西原村様にお願い

したいと思いますが、阿蘇地方の草原を含めてとい

うことになりますので、６分以内でお願いしたいと

思います。

西原村：熊本県阿蘇郡西原村の産業課長の中西と申

します。本日村長が公務のため、代理で発表させて

いただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。西原村の取組と課題というところで、まず少し

西原村の御紹介を混ぜながらさせていただきたいと

思います。

　西原村は熊本県の中心部、熊本市より東方約

20km、熊本空港まで車で10分ぐらいのところに位

置しております。総面積は7,723ha、うち原野が

1,556haで、この原野のうち、野焼き等の維持管理

を行っております原野が1,024haあります。

　村の東部は阿蘇外輪山の一部である標高1,095ｍ

の俵山を中心に、原野と山林から成る起伏の多い地

形を成しています。春には野焼き、夏には青々とし

た草原、秋には黄金のじゅうたんを広げたようなス

スキが広がり、冬には薄い雪化粧と、四季折々でい

ろいろな表情を見せてくれており、訪れた人々の目

を楽しませてくれています。

　阿蘇山系独特の気候変化により、山々から風を多

く受ける西原村では、その風を利用して、俵山の中

腹に10基の風車を擁する風力発電所を持っており

ます。風力発電が平成17年度より運転を開始して

おりまして、原野内で回っておる風車の風景という

のは、わが西原村の象徴となっております。

　春の訪れを告げる野焼きについては、雑草が繁茂

するのを防ぎ、原野の害虫駆除と草原の再生を促す

ために行われております。原野にはユウスゲ、オキ
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ナグサ、マツムシソウなど生物が植生しておりまし

て、これらの保護をするためにも、原野の野焼きと

いうのは欠かせないものとなっております。

　またその原野において毎年村の小学５年生を対象

に、風力発電関係の企業及び各団体の協力の下、原

野の中で環境体験学習会が毎年開催されておりまし

て、自分たちが住む阿蘇の自然環境について学び、

草原と森林が広がる村の風を感じながら、自然エネ

ルギーの役割と大切さを学ぶ場としても、この草原

が利用されているところでございます。

　このような草原を維持していくためには、野焼

き、防火帯づくりが必要不可欠となっております。

阿蘇地方では、牧野組合さんが中心となり、草原の

維持をされているところが多い中ではございます

が、当村におきましては、地域の住民が共に協力し

て、防火帯づくりを行ったり、野焼きを行ったりし

ています。というのは、山林や原野は、かつて牛馬

の飼料のみならず、田畑の肥料となる草の刈場だっ

たり、炊事や暖の燃料とする薪を集めるなど、生活

に欠かせないものであった、そういった背景から、

地域や集落の共有財産として、今でも地域で維持管

理がなされている状況でございます。

　課題といたしましては、地域の高齢化、後継者不

足などにより、維持管理が困難な状況となってきて

いるところでございます。野焼き自体が継続困難な

地域も出てきております。今後はそのような地域が

増えてくることを懸念しているところでございま

す。

　近年では、阿蘇グリーンストックさんの御協力を

いただきながら、防火帯づくりボランティアとか、

野焼きボランティアの御協力をいただきながら、草

原の維持に努めているところでございます。

　最後になりますけれども、西原村では先人たちよ

り守り継がれてきた豊かな自然を次世代に引き継ぐ

ためにも、今後も地域・行政・各団体が一緒になっ

て協力・連携し、原野・草原の保全に邁進していき

たいと考えております。以上でございます。

小谷村長：続きまして、島根県大田市様からお願い

をいたします。

大田市：島根県大田市より市長代理として参りまし

た環境政策課の藤山と言います。

　大田市にございます国立公園三瓶山は、西の原、

東の原、北の原といった三つの草原があるところで

す。主に西の原について御紹介したいと思います

が、裾野に広がる草原は、レジャーや登山客、クロ

スカントリー大会など、大田市を代表する景観の一

つです。こんもりとした峰の麓に広がる草原の風景

には、放牧の牛がたたずむ姿が見られることがあり

ます。草原は、オキナグサやユウスゲなど、希少な

草花の宝庫でもあります。

　地元小学校による植栽の行われているところです

が、講師を務めていただく地元の保護団体の方など

の高齢化と言った課題があるところですが、小学校

の行事として定着しているもので、行政としても関

わっていけたらと考えておるところです。

　そのほか三瓶山の春の風物詩といえば火入れで

す。地元のNPOや団体と協力して、西の原一面に

広がる枯れススキに計画的に火を放ち、焼き払う壮

大な行事です。どうしてもこういったイベントは天

候などに左右されやすく、中止にすると１年そのま

まといった状態で、イバラやススキなどが繁茂し、

すぐにやぶと化してしまいます。害虫の駆除や山火

事の防止のためにも一翼を担っている草原の維持・

回復に大切な行事といったところです。

　また、毎年春には「クリーン三瓶」を開催していま

す。ごみ拾いのイベントですが、近年はブタナ・セ

イタカアワダチソウなど外来種の駆除も行っている

ところです。外来種が広がらないようにすること

も、景観を維持していく課題の一つだと捉えている

ところです。

小谷村長：続きまして、江府町様、お願いをいたし

ます。

江府町：町長代理で参加させていただきます鳥取県

江府町役場総務課の藤田と申します。

　江府町における草原、鏡ヶ成草原について現状と

課題について報告させていただきます。

　鏡ヶ成湿原につきましては、鏡ヶ成保全再生活用
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協議会というものを発足しておりまして、その団体

さんを中心に活動を行っております。基本的には４

月に草原の管理として山焼きを行い、その後、５月

に選択的草刈りとして希少種等を残して草刈りを

行っております。それ以外でも、資料には今年度と

書いてありますが、昨年度からウスイロヒョウモン

モドキの再導入を目指しまして、オミナエシの種を

採取し、苗木を育てて草原へ移植する活動を始めて

おります。今年度は、約400の株をつくりまして、

移植を終えているところでございます。また、草原

の中に湿原もございまして、現在その湿原を少し広

げようということで、伐木や草刈り等を行う予定に

しております。

　課題としまして、会員のほうの平均年齢も高齢化

しておりまして、そちらに向けて有志のボランティ

アを募っているんですけれども、やはりボランティ

アの方々も高齢化してきているのが実態でございま

す。ですので、今後はもう少しPR活動等をして、

会員様、有志のボランティア様を増やしていこうと

考えております。

　行政といたしましては、地域おこし協力隊を昨年

度から採用しまして、パークレンジャーとして今年

度までに４名を採用しておりまして、こちらのほう

も江府町内の国立公園内の監視等も続けているとこ

ろで、鏡ヶ成の草原活動にもこの４人が参加してお

ります。火入れに関してもこの４人を後継者とする

よう、火入れの指導等を現在行っている状態です。

小谷村長：続きまして安芸太田町様からお願いをい

たします。こちらもオンラインですね。

橋本安芸太田町長：御紹介いただきました安芸太田

町長の橋本と申します。

　本町の中の深入山が草原の山ということで御紹介

をさせていただきます。本町は広島県の中でも一番

人口が少ない、しかも過疎が進んでいる地域です

が、広島県の北西部に位置しております。深入山も

当然その広島県の北西部、中国山地の中の山でござ

いまして、西中国山地国定公園の中に位置しており

ます。

　現在、草原としては大体100haございまして、も

ともとは地域の放牧のため、あるいはワラビ山とし

て、250年以上前から山焼きがされていました。そ

ういった意味で、つい最近も地元の自治会が中心に

なって山焼きを続けていただいておりましたけれど

も、皆さん御案内のとおり、過疎化・高齢化という

ことで、地元だけでは山焼きを維持することができ

ないということで、もともとはこの深入山も地域の

共有林だったわけでございますが、今は町のほうに

無償提供いただきまして、町が主体となって火入れ

については町職員、約80人が参加をし、地元消防

団114名、110名近い皆さんにも消火班ということ

で御協力いただきながら、また最近ではボランティ

アの皆さんにも参加をいただきながら、山焼きを引

き続き継続している状況でございます。

　課題というのは、話があったように高齢化が進む

中で、この山焼きの人員を確保することが難しくな

りつつあるということが一つ。また植生も少し変

わってきているように感じておりまして、最近はス

スキよりもササがだんだん増えているということ

で、火がなかなか難しいかと感じております。

　本町の放牧ということではもう使っておりません

が、観光資源としても大変重要なものだと思ってお

りますので、イベントや山焼きのときに飲食や物販

など、あるいは御当地の神楽といった伝統芸能など

も披露する形で、観光資源としても大事にしなが

ら、引き続きこの山焼きも維持して、深入山の環境

も維持していきたいと感じているところでございま

す。以上でございます。よろしくお願いします。

小谷村長：広島県北広島町様、お願いしたいと思い

ます。

北広島町：北広島町役場芸北支所の村竹と申しま

す。本日は、町長代理で出席させていただきまし

た。よろしくお願いします。

　北広島町の概要からです。北広島町は広島市の北

部、広島県に北西部に位置しまして、島根県と接し

ております。平成17年に四つの町が合併しまして、

今年で20年目を迎えます。その北広島町のさらに

北西部に芸北町というところがあったんですが、そ

こに草原の管理をしております雲月山という山がご

ざいます。それについて紹介させていただきます。

　雲月山は、かつて1960年代頃まで、採草放牧地

として利用されていました。島根県に隣接する草原

の山として知られていたんですが、林地化が進んで

きたということで、町のほうでイベントを計画しま

して、1980年頃から町主催で山焼きイベントを開

催してきました。

　ですが風・雨等の気象状況の影響でなかなかイベ
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ントとしては成功しませんでした。ある年には島根

県から山を焼いたこともございます。大変御迷惑を

かけたことがありました。

　ということで、イベントとしてはできないという

ことで、いったん停止にいたしました。その後

2005年、地元の地域によりますボランティア活動

が始まりまして、ボランティアの募集をかけて、消

防団、地元の住民によります火入れが行われるよう

になりました。

　イベントでは全体は50haあるのですが、そのう

ち３分の１を焼いていたんですが、このボランティ

ア作業では110haを焼いております。ですが、火入

れをする場所がなかなか限られてきますので、一部

はやはり林地化が進んできましたので、そこは広島

県民税を活用しまして、樹木の伐採をいたしまして

草原に戻したという経緯もございます。そうして

今、草原の保全をしております。

　課題としましては、地域の皆様の高齢化等々が進

んでおります。地元では、町のイベントとしてもう

一遍やってもらえないかという声も出ております。

先ほど橋本町長が話をされたように、安芸太田町は

町のほうが、今、実施するようになりましたので、

お隣を見習って、町がもう一度できないかという話

が動いております。そのような感じで草原の保全を

しているところでございます。北広島町からは以上

でございます。

小谷村長：それでは続きまして、兵庫県の神河町様

からお願いしたいと思います。今日はこちらに町長

さんにお越しいただきましたので、町長さんからお

願いします。

山名神河町：神河町長の山名宗悟です。それでは、

砥峰高原の現状と課題ということで報告させていた

だきます。神河町は、兵庫県のちょうどど真ん中に

位置しております人口１万人、兵庫県で一番人口規

模が小さい過疎化がどんどん進む町であります。そ

の中に、砥峰高原と言いまして、標高約800ｍから

850ｍに位置しております約90haのススキ草原と

いうことでございます。

　屋根材としての茅刈り場、または牧場開発を目的

として、あるいは山火事防止、そういうところから

山焼きをやってきたところでございますが、山焼き

が始まった1800年代では、地元、私ちょうどこの

地元、神河村ですが、約100世帯ありまして、１世

帯から必ず1人出てきて山焼きに参加すると、そう

いうしきたりがありました。それからずっと年数が

たちましてから、1950年代までは、現在の高原エ

リア、90haよりもかなり広く草原が広がっていた

ようであります。しかしながらそれ以降、60年あ

たりから今の90haの大きさに山焼きの対象を縮小

してきたというところであります。

　ススキの草原ということで、神河町、砥峰高原の

場合、今は茅刈り場ということではなしに、もうあ

くまでも観光資源として、もうススキの穂はカリヤ

スよりも穂が多いということで、非常に秋になれば

きれいということで、多くの方々に来ていただく、

そういう観光資源となっています。ところが、この

地元の集落の過疎化と高齢化ということで、もう現

在地元が50で、約60戸という状況になってきてお

りまして、近年では地元だけではなしに、神河町の

消防団の協力もいただきながら、この山焼きをやっ

てくる。そして1990年代あたりから、この高原の

山焼きをイベント化していこうという、そういった

動きの中で、当然消防団に協力をお願いしようとい

うことで、この間取り組んできたところでありま

す。

　それと併せて、砥峰高原内でたくさんのイベント

をやってまいりました。多くの交流人口というとこ

ろで進めてきたところでありますが、記載しており

ますとおり、2018年に山焼き中に不幸な事故がご

ざいまして、それ以降、24年現在は一般公開はし

ていないという状況であります。

　先ほども言いましたが、最近はコロナでちょうど

この山焼きを中止した時期があります。それに合わ

せて、本当になかなか再開に向けて、事故もありま

したので大変でありました。そんな状況で、今、承

継者の確保が課題でございます。
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小谷村長：それでは続きまして、岐阜県白川村の概

要についてお願いをいたします。

白川村：岐阜県白川村教育委員会文化財担当の尾崎

と申します。本来であれば村長の成原が出席をさせ

ていただく予定でございましたけれども、あいにく

公務のため代理で私のほうから現状と課題を説明さ

せていただきます。

　白川郷は、合掌造り家屋と呼ばれる茅葺き屋根が

114棟ございまして、そのうちの59棟が母屋、人が

今も生活を営んでいる合掌家屋でございます。こち

らは、1971年、昭和46年の保全団体「白川郷荻町

集落自然環境を守る会」という団体の発足当時から、

変わりない数値として今も守られているというよう

な状況でございます。

　一方、茅場というものは、残念ながら観光化が進

むにつれ茅場の維持というものが困難になってまい

りまして、茅葺き屋根の葺き替えを年間４棟から５

棟行うわけですけれども、その茅の材料というの

は、大半を静岡県御殿場市から輸入している状況で

ございます。

　村としては、それではいかんぞというようなこと

で、世界遺産登録20周年を機に、2015年あたりか

ら、村は茅場を７ha造成いたしまして、一方地域

では、茅刈り行事を行ったり、あるいは交流関係人

口、そういったものを築きながらイベント化した

り、さらには義務教育学校の学校行事にしたりと、

そういうような活動をいたしまして、現在、ススキ

束ですけれども、年間２万束必要なところに対し

て、４分の１に当たる5,000束の収穫に至っており

ます。コロナ禍ではございましたけれども、2020

年にはイギリスから茅刈り機を導入いたしまして、

今後はさらに生産性を高めていきたいということを

考えております。

　今後の課題といたしましては、世界遺産というこ

ともございまして、かつての結の屋根葺きもそうで

すが、こうした茅刈りというものも地域総出でやれ

るような地域の関係というものを深めるということ

と、世界遺産になる前は伝建地区の登録が1976年

にあったわけですけれども、今３世代目に当たるわ

けですけれども、世代間の継承というものをいかに

して将来つなげていくのかというところが課題と

なっております。以上でございます。

小谷村長：それでは続きまして、東伊豆町様からお

願いをしたいと思います。

東伊豆町：当町は、伊豆半島の東部、中心、真ん中

辺に位置しております。人口が１万2,000人ぐらい

で減少傾向にあるとこれは全国どこでもという形か

と思います。

　町の特徴として、海抜ゼロメートルから、町の西

に至ると天城連山がありますので、大体1,400ｍぐ

らいまで、一つの町の中でゼロメートルから1,400

ｍぐらいまであるという多様な環境があります。そ

の中の400ｍから800ｍ帯に細野高原という草原

が、東京ドーム約26個分、何ヘクタールと言うよ

りもそのほうがイメージが湧きやすいかと思います

が、そのぐらいの広さの草原があります。

　山菜狩りやススキの鑑賞会という観光的な意味合

いでの草原の保全ということに現在力を入れている

状況ではあります。もともと数十年前までは茅場と

しての利用が大きかったんですけれども、現在は農

業従事者の減少とか、地域の高齢化によって人材の

確保等に苦慮しているものですから、観光への移行

というような形になっています。

　ただ、火入れ、うちのほうでは山焼きと言います

が、山焼きをするためにはやはり人手が非常に必要

ということで、やはり皆様のほうからもいろいろお

声が出ておりますけれども、そこへの人材をどうす

るかというのが大きな課題になっているところでご

ざいます。

　管理にかかる費用は、お金に換算しますと年間大

体500万ぐらいかかるのかなと思います。この財源

の確保のことも考えますと、観光利用という中で、

現在はススキの鑑賞会、今年は11月１日から１か

月間にわたって行われますけれども、そこへの入山

料、それから春先には野焼きの後にワラビと山菜が

生えますので、山菜狩りということで、こちらも少
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し入山料という形で収入を上げておりますけれど

も、年間の維持費を賄うところまでは全然行かない

というところでございます。

　前回のサミットを契機に、うちのほうも皆様から

出ましたいろいろな御意見だったり、いろいろな創

意工夫、そういうものを非常に勉強させていただき

まして、それまでは稲取地区特別財産運営委員会と

いうところが担い手として中心になって、それから

町内にある四つの共有財産ということもありまし

て、そこで火入れの作業とかをやっておりました。

私も20回以上は参加しているかと思います。今月

も19日に、まずは防火線焼き、防火線切りはもう

済んでいるので、その切った防火線のところを焼く

防火線焼きが始まります。やはり週末毎週土日とい

う形で天候を見ながらやっていくという形になりま

す。その後に、「細野高原みらい協議会」というもの

ができまして、現在はそこで管理等をしていく方向

で進んでいる最中です。以上です。

小谷村長：続きまして、白馬村から概要等について

お願いをしたいと思います。

白馬村：白馬村の丸山村長代理の教育委員会の横川

と申します。よろしくお願いします。ウィンタース

ポーツのメッカ・白馬村でございます。昭和30年

代までありました茅場は全てスキー場に変わってし

まって、草原がなかなか見えないような現状でござ

いますけれども、北アルプスの湧き水が豊富な場所

でありますので、村内には大小幾つかの湿原がござ

います。

　その一つに、「親海」と書きまして「およみ」湿原、

隣接する大町市との境から、日本海に流れる姫川源

流にございます湿原がございます。この湿原は、

1980年に県の自然環境保全地域に指定され、地域

の皆様の協力の下に保護されております。

　近年、少雪、雪が少なくなることによりまして、

湧き水が減少している傾向がございまして、そのた

めに、植生が変わりつつあります。しかしながら観

光資源としての有効利用ということもありまして、

木道の設置、除草等、地域のコミュニティーの皆さ

んにお手伝いをしながら、また近くの小学校の教育

現場として貴重な動植物の存在も確認されておりま

す。

　村内には、そのほかオリンピックの滑降コースで

ありました八方尾根湿原、八方池や鎌池、2,000ｍ

級のところに自然の池があったり、それからこの小

谷村に隣接する落倉自然園というのがございます。

落倉自然園には、ハクバサンショウウオという天然

記念物が生息しておりまして、文化財審議委員会、

あるいは保護団体の下に年２回ほどの調査を続けて

おります。

　そういった保護活動の下に、昨年度、国連世界観

光機関の認めますベスト・ツーリズム・ビレッジに

認定されました。これが観光を通じて地域の景観、

生物・文化の多様性、産業といった地域が持つ様々

な側面の価値の向上、保護を促進することを目指し

て、地域の優良事例を集めることを目的としており

ます。

　地域コミュニティーに根差した価値観の保全に努

めて、経済・社会・環境の全ての側面においてイノ

ベーションと持続可能な形で明確に取り組んでいく

ことにしております。優れた地方部の観光地が表彰

されるものとして、私たちも自負しております。し

かしながら課題としては、地域コミュニティーの弱

体化、高年齢化もあります。それとともに、少子化

に伴う子供たちの減少で、地域に根差す継続的な学

習の場としての維持・管理を一番重要な課題として

おります。以上です。

小谷村長：それでは最後に、私のほうから小谷村に

ついて御説明をさせていただきたいと思います。最

後のページを御覧いただきたいと思います。

　まず小谷村についてですけれども、過去にはほと

んどの集落、小谷村は53の集落があり、前は54

だったんですが、その場所が各地区まとまっている

ところもありましたけれども、管理する場所にはや

はり茅場を所有していたんですが、それが昭和30

年代頃から茅葺き屋根が少なくなってきたものです

から、茅場も放棄されて山林になってきたという状

況になっています。それは、もう昨日説明があった

とおりでありますので、そういった形がうちのほう

の状況だということであります。現在維持している

のは、牧の入茅場という今日見ていただいたのと、

ショクの茅場というところがやっている形です。

　牧の入茅場につきましては、広さが約30ha、そ

れから雨中のショクの茅場については13.5haとい

うことです。私自身がこの雨中ショクの茅場を持つ

雨中林野組合に入っておりますので、そこで私も野

火つけなどをやって、本当にいろいろ先輩方から教
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えられながらやってきた経過があります。

　今現在は、昨日の話の中でもいろいろ使われてい

るというのはあるんですけれども、そのほかに私ど

もの地区などでは、それぞれ「歳
せい

の神
かみ

」というのがあ

るんですけれども、いわゆる「どんど焼き」や「三九

郎」と言ったり、お正月に火をつけてやるものです

が、それに多く使っているところであります。

　昨日も話があったんですけれども、牧の入の茅場

では１万把、雨中ショクの茅場では9,000把が採取

できるぐらいのカリヤス等があるということです。　

それから現在は、村の中学生とその保護者が茅刈り

を体験することを一生懸命やっています。これにつ

いても昨日話をしたとおりであります。

　特にこれからさらなる発信と技術の継承を担う次

世代の育成を、一番課題として捉えていないといけ

ないということで、それぞれの地区がどのようにし

てやっていったらいいかということを考えている状

況であります。

　非常に簡単になりましたけれども、これで説明を

終わらせていただきたいと思います。

　それでは、それぞれの発表が終わりましたので、

これからはディスカッションに移りたいと思います。

東伊豆町：ちょっと中途半端になってしまったんで

すけれども、観光目的でうちは利用していこうとい

う形に今はしている途中です。前回のサミットが終

了した翌年、近隣市町で全くテーマは違うんですけ

れども、とある映画が撮られて、そこで細野高原と

いう場所がキーワードになる場所ということで御紹

介をさせていただきました。もちろん名前は全然架

空の名前ですので出てこなかったんですけれども、

その映画を通じた中で、映画の主題歌を玉置浩二さ

んが書いたんですが、プロモーションビデオ、

ミュージックビデオの撮影を細野高原でやられてい

ます。

　全編にわたって草原の風景が映し出されるという

ことで、宣伝ではございませんが……、半分宣伝で

すね。そういう形で皆さんに知っていただいて親し

みを持ってもらおうということで、実際玉置さんの

アルバムのジャケットもその場所から撮った太平洋

を臨む風景が採用されたという形で、こんなことを

通じてたくさんの人に知ってもらって、「ああ、こ

んな場所に行ってみたいな」と思ってもらえればい

いかなと、そんな場所づくりがされている最中で

す。以上です。

小谷村長：宣伝という形ではありますが、ほかに御

質問等ございましたらお願いしたいと思いますがい

かがでしょうか。

　私のほうから皆さんに投げかけたいことでは、や

はり維持費、維持をやっていかなければいけないと

いう形で、特に今、東伊豆町さんの中では維持費の

捻出とかがそういったことがあろうかと思いますけ

れども、維持費について、こんなことをやっていま

すよというのがあれば、そんなことを発表いただけ

ればと思います。

　私どもの小谷村、ちょうど雨中のショクのところ

では、過去にいろいろ収入があったところですが、

特にこれを維持するためにみんなが会費を払ってと

いうことは今現在はないんですね。ただ前にいろい

ろな形で入ったりしていたものを使っているという

状況ですので、いずれは枯渇してしまうか、別の形

でまた収入をしなければいけないことも考えられる

と思うんですけれども、そこら辺について、皆さん

のほうから何かございましたら御発言いただければ

と思います。

九重町：九重町では、春の野焼きをするために、今

の時期になるんですが、防火帯づくりを地元の実行

委員会にやっていただいています。そのことについ

ては、若干ではありますが、行政のほうで支援をし

ているのが現状でございます。

小谷村長：ありがとうございました。実は私ども

は、行政から組合とかそういうところに支援金とい

うのを出していないので、非常に重い課題をいただ

いたと思いますが、皆さんのほうで行政から出して

いらっしゃるという、例えば、神河町さんも行政の

ほうから何か出されているということでよろしいで

97



すか。

神河町：砥峰高原の所有形態がどうなっているかと

いうところで言いますと、実は兵庫県の所有物に

なっておりまして、以前は川上区の村山でして、村

山として村がしっかりと管理しなければいけないと

いうことで山焼きをやっていたと。それから兵庫県

が開発をしていこうということで、兵庫県が買い

取って、そして兵庫県の管理地になっているんです

が、管理するのを地元にお願いしたいということ

で、実は兵庫県と神河町とが維持管理契約をし、そ

して実際の管理委託を神河区にお願いしているとい

う状況で山焼きをしていただいています。ところ

が、先ほど説明しましたけれども、イベント化をし

ていこうと。この山焼きを観光化しようじゃないか

というのが村の当時の役員の区長、自治会長の考え

方で、それに役員としてもしっかりみんなで盛り上

げていこうということになって区としてやり出した

んですが、それと併せて砥峰管理組合というのを別

に設けて、その中で砥峰を管理してきたということ

があります。

　イベント化していますので、当然駐車場の整備と

かそういうことをしていかなければいけないし、そ

ういうところにお金ということではなしに、事業と

して行政がしっかりと関わっていたというところで

す。当然自然公園内なので、事前にしっかりと協議

をやって、そして許可を得て整備をしなければいけ

ない。そういう状況になってきているところです。

中村小谷村長：ありがとうございました。どうぞ。

阿蘇グリーンストック副理事長・山内氏：すみませ

ん。私は自治会の代表ではないんですけれども、財

源の問題について、阿蘇の事例を御報告させていた

だきますと、私どもは阿蘇グリーンストックという

財団で活動しています。先ほど西原の報告でありま

したけれども、大体年間で2,300名ぐらいのボラン

ティアさんを派遣しております。野焼きと防火帯づ

くりで。その費用が非常にかかるものですから、熊

本では、「阿蘇草原再生千年委員会」という特別な組

織が、九経連（九州経済連合会）の名誉会長さんと

か、JR九州の前の会長さんとか、県知事さんや九

州農政局の局長さん、環境省の九州所長さんが入っ

た非常にそうそうたるメンバーの千年委員会という

のがあって、そこでその財源の問題が話題になりま

した。

　その議論の中で、もう今年辞められた蒲島前知事

が、随分強い熱意を持って取り組まれて、「かばし

まイニシアチブ」というのを発表されました。県と

地元の市町村と農政局の多面的機能の支払交付金

と、合わせて大体年間2,200万円ぐらいの財源を10

年間保障すると突然宣言されて、普通行政は単年度

主義ですよね。それを10年間は確保すると言われ

て、それで草原再生支援システムというのをつくら

れて、今現在も、ほぼ10年になりつつありますけ

れども、この前県に聞いたら、あれはもうしばらく

継続するとおっしゃっていましたが、そういう形で

財源があります。

　もう一つは、このサミットの第10回、阿蘇は第

５回と第10回を開いていますが、第10回のところ

でたくさんの、兵庫とかあの辺の茅葺き職人さんた

ちが来られて、阿蘇は茅の宝庫だから、ぜひ茅の材

料を提供してほしいという働きかけがあって、それ

から２～３年実証試験などをした上で、今現在年間

１万束弱ぐらいの茅を生産して、それも一つのグ

リーンストックの活動の財源になっています。それ

でもちょっと足りませんけれども、そんな形でボラ

ンティアの派遣などを賄っているところです。

中村小谷村長：まだまだ聞きたいことがあるのです

けれども、時間の関係でお許しいただきたいと思い

ます。財源については、非常に参考になりました。

これから我々も県に強く言ってみようかどうしよう

かと少し考えますけれども、よろしくお願いしたい

と思います。

　本当にありがとうございます。時間の関係で大変

恐縮でございますけれども、この辺でディスカッ

ションを閉じさせていただきたいと思います。

　それでは最後に、本日御来賓として御参加いただ

きました環境省の自然環境局の笹渕調整官様から講

評をいただきたいと思います。

環境省・笹渕調整官：笹渕です。講評というほど偉

そうなことを言える立場でもないんですけれども、

今日の皆様からの発表をいただいて、やはり後継者

の問題や財源の問題が非常に皆さん課題に感じられ

ているというのはよく分かりました。

　そこで環境省の施策の御紹介にもなりますけれど

も、高橋先生のほうからシンポジウムの報告で少し

触れていただきましたが、環境省では、昨年から自

然共生サイトの認定というのを始めております。こ
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の背景としましては、生物多様性に関する世界目標

というのがあるんですけれども、その中の一つに

「サーティ・バイ・サーティー」というものがありま

して、これは2030年までに国土の30％を保全して

いく、面積的に確保していくという目標がありま

す。今現状ですと大体20％ぐらいが国立公園やほ

かの地域の制度を含めて保全をされていると。残り

10％を稼いでいかなければいけないんですけれど

も、なかなか国立公園みたいな規制の厳しいエリア

を膨大に広げていくというのは難しいと。そういう

こともございまして、現在OECMと、これは英語の

アルファベットを並べたものですが、要は、国立公

園みたいな保護地域じゃないけれども、住民の管理

や里山みたいなところで今まで利用されてきた中

で、結果的に生物多様性が保全されているエリア、

そういったものが実態としてあるので、そういった

ものもきちんと国際目標の達成に貢献しているエリ

アとして認めてもらおうと。そういう背景もあっ

て、環境省が始めたのが自然共生サイトという取組

です。昨年度から認定を始めて、184か所昨年まで

に認定して、今年さらに70か所認定をしていると

ころです。

　実はそういった自然共生サイトについて非常に企

業の関心が高いことがありまして、先ほど申し上げ

た184の６割が民間企業から申請をいただいている

と。こうした背景には、企業のほうもいろいろなビ

ジネスをする中で、生物多様性を損失するのがビジ

ネス上のリスクになっていると。そういったところ

に適切に対処していない企業については投資家から

すごく厳しい目で見られると。そういったこともあ

るので、そういった自然共生サイトへの登録・認定

を受けて、きちんと投資家に向けても、生物多様性

の保全にも貢献しているといった施政を示すこと

が、社会的に求められるような時代になってきた

と。そういったことで企業の関心が高まっていると

いうことがございます。

　今回草原の里の中でも、私もちゃんと調べてこな

かったんですけれども、もしかしたらその自然共生

サイトに登録されているところがあるかもしれませ

ん。昨日からいろいろ話を伺っている中で、まさに

こういった場所が自然共生サイトとして登録される

というのは、非常に親和性のあるところかと思って

います。

　企業が自ら登録するだけではなくて、こういった

民間団体や地域で維持しているところに企業が支援

をするといった場合もあります。それに対して環境

省が支援証明書という、企業がこういった取組に支

援をしていますねと、それに対して環境省が証明書

を発行するという手続も、今年からこれは施行して

いるんですけれども、そういったことを進めていく

中で、自然共生サイトに認定を受けたエリアが企業

から支援を受けやすくするということも環境省のほ

うで、今制度を検討して進めているところです。

　そういった制度もうまく活用しながら、草原の保

全・再生にも活用できたら非常にいいかなと、今日

のお話を伺いながらそう思った次第です。もし御関

心があれば、ぜひ環境省のほうにも問合せをいただ

ければ、詳しい紹介等させていただければと思いま

す。

小谷村長：講評と、それから大変参考になる御発言

をいただきました。

司会：それでは次に、未来に残したい草原の里100

選事業につきまして、全国草原再生ネットワーク会

長の高橋様から御発言をお願いいたします。

高橋会長：最後になりますけれども、中村村長が会

長をされている全国草原の里市町村連絡協議会とい

うのがあって、今全国で28市町村が加入されてい

ます。そこの主催事業である「未来に残したい草原
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の里100選」というのを３年前から始めております。

　お手元のパンフレットを見ていただければ分かる

と思いますが、その趣旨や考え方、選考委員などが

書いてありますが、一番最後のページのところに実

施要領が書いてあります。先日、昨日10月４日認

定式の場で（第４期の）募集を開始しました。草原

100選の応募締め切りは来年１月10日になります。

最後から２ページに掲げてございます８人の選考委

員の皆様が最終選考をして認定していくという形を

取っております。最終審査は３月で、結果通知は５

月で、来年の秋には授与式を行う予定になっており

ます。

　ここにお集まりの自治体の中でも、まだ草原の里

に応募されていない草原が幾つかあると思いますの

で、ぜひこれに応募していただくとともに、ちょっ

と迷っているようなところもあれば、いろいろとお

問合せをいただければそれに対応いたしますので、

どしどしと応募していただければと思っておりま

す。以上です。

司会：高橋様、ありがとうございました。続いて、

サミット宣言の採択に移りたいと思います。お配り

をしております資料の最終ページに案を掲載してご

ざいますので、御覧をいただきたいと思います。　

改めて、サミット宣言につきましては村長にお願い

したいと思います。

小谷村長：それでは「第14回全国草原サミットin お

たり」ということで、これが一番肝心なところにな

ろうかと思いますが、サミット宣言という形にした

いと思います。一応朗読させていただいて、確認を

させていただきたいと思いますが、前文については

省略させていただきます。それでは後段になります

が、「小谷宣言」。

一、私たちは草原に関わるすべての人々と連携しな

がら、茅場をはじめ希少な草原の環境・文化を守

り、保全することに努めていきます。

一、私たちは草原の貴重な資源を暮らしや観光・産

業振興に活用し、草原が育んだ技術や知恵を次世

代へと受け継いでいきます。

一、私たちは希少な草原の価値を再認識するために

学習を継続し、地域社会への還元方法を模索して

いきます。

一、私たちは「全国草原の里市町村連絡協議会」の連

携を深め、全国の草原を持つ自治体に協議会への

加入促進を進め、希少な草原の価値を共有してい

きます。

一、私たちは「未来に残したい草原の里100選事業」

の選定を進め、各地に残る「共創資産」を全国に発

信し、活用していきます。　

　以上を宣言する。令和６年10月５日。

　以上であります。このことについて御協議をお願

いします。

【賛成者拍手】

小谷村長：ありがとうございます。拍手をいただき

ました。本当にありがとうございます。　それでは、

「小谷宣言」として御承認をいただきました。

　なお、このサミット宣言は、本大会のホームペー

ジに掲載するほか、小谷村の公式ホームページ、そ

して昨日も参加いただいたんですが、「全国山の日

協議会」のホームページにも掲載されるようにして

いただいております。

　また、報告書等を作成しまして、加盟団体にお配

りするほか報告書は全国草原再生ネットワーク様の

ホームページにも掲載をさせていただきます。

司会：本来ですと、御参加をいただきました皆様か

ら御署名をいただくということがありますけれど

も、オンラインで参加の方もございますし、今回に

つきましては、代表して会長の中村村長からの署名

とさせていただきたいと思いますので、御了承をお

願いしたいと思います。

【中村小谷村長、「小谷宣言」へ署名】

中村小谷村長：それでは署名させていただきました。
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司会：ここで、次回の開催地を引き受けていただき

ました大分県九重町から御挨拶を頂戴したいと存じ

ます。

九重町：次回開催地ということで、大分県九重町、

九州の屋根と呼ばれておりますくじゅう連山の麓に

広がります高原と温泉の町でございます。若干こち

らのスライドを使いまして、九重町について御説明

をさせていただきたいと思います。基幹産業は、農

業と観光ということで、トマトやシイタケ、ブルー

ベリーの生産、畜産業を盛んに行っております。

　九重町の観光といたしましては、九重夢大吊橋で

あったり、ミヤマキリシマ、タデ原湿原等がござい

ます。そして昨日の交流会の中でも御説明させてい

ただきましたが、町内様々な温泉を抱えている町で

ございます。また、温泉の恵みとともに地熱の発電

も盛んです。写真は出力11万kwで国内最大の地熱

発電所であります八丁原発電所でございます。

　また、九重町は四季色とりどりで色で表現するこ

ともございまして、「春は黒なり、夏は青なり、秋

は赤なり、冬は白なり」ということで四季を表現し

ております。

　こちらが先ほど申し上げました九重町飯田高原の

野焼きです。野焼きを行いますと、辺り一面が黒く

なることから、九重の春は黒と表現されておりま

す。また、野焼きが終わりますと、希少植物であり

ますリュウキンカであったり、サクラソウ、キスミ

レ等、春の植物が花を咲かせます。

　そしてこれはくじゅう連山のミヤマキリシマ、そ

してこちらはやまなみハイウェイということで、九

州屈指のドライブコースとして別府から阿蘇をつな

げている道路でございます。タデ原湿原はこれは野

焼きによって保全され、草原には様々な花が咲き、

見る人の目を楽しませてくれております。なお、こ

ちらの草原はラムサール条約にも登録をされており

ます。そして先ほど申し上げました九州の屋根と呼

ばれるくじゅう連山の紅葉でございます。秋は赤と

いうことで、紅葉シーズンで多くの登山客で賑わっ

ております。そしてこちらは長さは抜かれたんです

が、18年前につくりました長さ390ｍ、高さ138ｍ

の日本一高い人道吊橋で、現在1,300万人の方に起

こしいただいております。そして草原のススキでご

ざいます。秋の終わり頃を迎えますと、草原にはス

スキが一面に広がり、銀世界となっております。そ

して、九州では珍しく、九重町は雪も降りますの

で、冬は白ということで、九重は白銀の世界へと変

化していきます。

　そして最後になりますが、九州で唯一のスキー

場、くじゅう森林公園スキー場が九重町は抱えてお

りまして、毎年冬に10万人の方が訪れてくださっ

ております。駆け足となりましたがこれで九重町の

御紹介を終わらせていただきます。御清聴ありがと

うございました。

司会：不慣れな司会進行で大変失礼をいたしまし

た。慌ただしい会議進行に御協力をいただきまし

て、誠にありがとうございました。

　以上をもちまして、「第14回全国草原サミット・

シンポジウムin おたり」大会の全てを終了といたし

ます。会場へお越しいただきました皆様、オンライ

ンで御参加いただきました皆様、大変お疲れさまで

した。今大会への御参加、御協力に厚く御礼を申し

上げます。次回は、大分県九重町でお会いしましょ

う。

　お帰りの際には十分お気をつけてお帰りくださ

い。誠にありがとうございました。
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郷土料理の振舞い九重自然を守る会の発表

郷土芸能  大網  三番叟 郷土芸能  姫川太鼓

小谷の実行委員会の挨拶

サミット参加自治体の草原パネル展示
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シンポジウム 153

交流会 119

現地見学会 120

サミット参加 19

草原サミット・シンポジウムinおたり参加者一覧

参加者数集計

第１分科会 48

第２分科会 35

第３分科会 27

第４分科会 28

分科会数集計

Ａ１ 21

Ａ２ 22

Ｂ１ 21

Ｂ２ 20

Ｂ３（自家用車） 2

Ｃ１ 19

Ｃ２ 16

現地見学会バス

オンランイン参加者 44

オンライン参加者

北海道 2

茨城県 2

栃木県 1

群馬県 3

埼玉県 1

東京都 18

神奈川県 5

新潟県 2

山梨県 4

長野県 64

岐阜県 2

都道府県別参加者数

静岡県 4

滋賀県 1

京都府 5

兵庫県 3

島根県 3

岡山県 1

広島県 8

熊本県 7

大分県 28

宮崎県 2

新聞報道
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信濃毎日新聞

令和６年10月13日

大糸タイムス
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